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　プロローグ








　はじめに一つだけ、断っておくべきことがある。

　最も早はや周知の事実だとは思うが、努力とは凡ぼん人じんがするべきことだ。地べたを這はい蹲つくばり、汗あせを搔かき鍛たん錬れんに励はげむなど女神めがみなわたしのするべきことではない。勉強も同様だ。教官に課された宿題を言われたままこなしたり、素す直なおに試験を受験するなどという行こう為いは常識という枠わく組ぐみにとらわれた凡人のするべき行為であり、女神として人類を超ちよう越えつした存在であるわたしのするべきことではない。

　ふっ、覚えておくがいい。わたしの名前はリコ・フラメル。女神の生まれ変わりだ。

　どうやら一いつ般ぱん人であるキミはすでに思考の限界点に達してしまったようだな。わたしが何を言っているか理解に苦しむといった表情をしているぞ。いいだろう。少しだけこの世界について説明しておいてやる。

　すでに人類が大地を失ってから久しく時が流れている。

　生存圏けんという言葉は、地上には存在していない。地上は現在、魔ま甲こう蟲ちゆうという魔物に覆おおい尽つくされ、人々は浮ふ遊ゆう都市に移り住んで生活を営んでいる。わたしはいま浮遊都市と呼ばれる空に浮うかんだ巨きよ大だいな人工構造物──学園浮遊都市《ミストガン》──空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの学生としての日々を送っている。

　だが、これは世を忍しのぶ仮の姿だ。醜みにくい凡人どもは、わたしの優すぐれた容姿に羨せん望ぼうし、そして嫉しつ妬とし意地悪をするようだ。女神の生まれ変わりであるこのわたしに対し、宿題をやってこないから反省文の提出を求めるとは、いい加減にしてほしいものだ。

　午前中の座学においても、午後の実技においても努力とは凡人のするべきことであるから、女神なわたしのするべきことではないと毎日言っているのに、誰だれも聞く耳を持ってくれないのだが。

　くっ、常識という憎にくむべき眼鏡を纏まとった凡人どもめ。いつかあの女ともどもわたしの凄すごさを思い知らせてやるっ！

　話は変わるが、わたしはいまだに空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンでは最下位Ｅランク扱あつかいされている。しかもその中でも下の下の成績であるがゆえにＦランク小隊とまで揶や揄ゆされる始末だ。世間一般では、わたしのような存在を落ちこぼれと誤解してしまうようだが、わたしは落ちこぼれなどではない。女神なわたしこそが、世界を救う英えい雄ゆうに相応ふさわしい。

　それなのに、どうして宿題をやってこなかった反省文などというものを書かなければならないのだろうか。理解に苦しむ。わたしのいったいどこに問題があるというのだ。











　氏名：リコ・フラメル

　内容：宿題未提出者の反省文再々々提出

　判定：不合格

　講評：宿題をやってこなかったことを反省するべき文章のはずです。

　　　　あなたは腐くさりきった性しよう根ねを自じ慢まんしたいところでしょうが、

　　　　予科二年生にもなってそんなことではいつまで経たっても落ちこぼれです。

　　　　日々努力するためにも再々々々提出を求めます。








「…………………………あのぅ、この子本当に予科二年生なんですか？」

「……そういうことになるわね」

「あはは、なんていうかその……どうして在ざい籍せきしていられるんですか？」

「……とある類たぐいまれな才能があって見捨てるのが惜おしいという声があったのよ」

「こんな妄もう想そうじみたナルシストなのにただものではないってことですか？」

「知らないわよ。あまりわたしに訊きかないでくれる」

「……ええっと、次の人に行きましょうか。次の子は……──レクティ。レクティ・アイゼナッハちゃんですね。う～ん、この子の資料はあまり揃そろってませんね。……でも、入学志望動機だけはあるみたいですよ」





　わ、わたしには……ゆ、夢がありますっ！

　大空を自由自在に飛び回って、空戦魔導士として浮遊都市の人々を守るために魔甲蟲と戦うことです。

　魔甲蟲と戦うことはとても怖こわくて考えただけでも身み震ぶるいします。で、でもっ！　誰かを守るために戦えることって幸せなことだと、お、思いますっ！

　魔力を持たないナチュラルの人たちは、自分の大切な人たちを守るために率そつ先せんして戦うことが出来ないから……。それに魔甲蟲に殺されてしまった人たちの記き憶おくは、その存在自体がナチュラルの人たちの記憶から消されてしまって、でも、ウィザードは覚えている。悲しい記憶。だけど、わたしは覚えていることができてよかったと思います。大事な人のこと思い出せなくて、悲しい想おもいをしてるナチュラルの人、いっぱい知ってるから。

　わたしの魔ま双そう剣けん術じゆつを大事な人々を守ることに役立てるために、どうしても空戦魔導士になりたいんですっ！

　わ、わわわ、わたしっ！　この都市の平和を守るために、ここにきましたっ！







エグザイル歴　四三九年　三月八日

　レクティ・アイゼナッハの面接時志望動機より抜ばつ粋すい


　コメント：おどおどしていて落ち着きがなく喋しやべるのも必死の様子でした。

　　　　　　入学時の試験成績も芳かんばしくなく当初は不合格にしようと思いましたが、

　　　　　　魔双剣術の名門の出であることと、彼女の真しん摯しな態度に心打たれました。

　　　　　　空戦魔導士候補生として彼女の今後の活かつ躍やくに期待します。








「すごいしっかりした子なんですね」

「でも、いい奴やつに限って早死にするのがわたしたちの学科よ」

「この子も何か問題があるんですか？」

「ええ。志望動機も出自も立派なんだけど、今のところ成果が見合っていないのよ。この実技試験の成績表に目を通してみてちょうだい」

「……強い人に勝ったと思えば弱い人に負けたり安定しない子なんですね」

「そういうことね。真ま面じ目めであることは確かなようなんだけど」

「う～ん、でもこの子はたぶん大だい丈じよう夫ぶですよ。誰かを守ることの大切さを知っていることは強いんです」

「《寂滅姫ニルヴアーナ》のクロエに言われると信じたくなるわね」

「あはは、やめてくださいよ。空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーがおっしゃるほど大したものじゃありませんよ」

「でも、あなたの部隊には優ゆう秀しゆうな人材が多く育ってるわよ。昨年の学内ランキング戦でＡランク小隊の中でも一位に輝かがやき、いまはＳランク──特務ロイヤル小隊ガードとして今年のランキング戦には参加できないほどじゃないの……。まあ例の一名を除いてだけど」

「もしかして……カナタのことですか？」

「そうよ。あの裏切り者のカナタ・エイジ」

「………………」

「Ｓあ１な２た８の小隊のエースとして活躍できていた時代はまだよかったわ。スタンドプレーばかりが目立っているように見え、協調性を欠いていたようにも映ってたけど、それでも都市の人間から人気があった。……でも、カナタ・エイジはＳランク小隊への昇しよう進しんがかかった大事な試合に無断欠場した挙句、その後特別任務には一いつ切さい参加せず、いまは後方支ロジステ援科イクスの手伝いをしてるらしいとか。仲間からも裏切り者扱いされているっていう話じゃない」

「……問題ありませんよ。結果としてわたしたちの小隊は特務ロイヤル小隊ガードになることができましたし、それにカナタのことだってわたしは信じています」

「…………まあいいわ。そしてこの子があなたの部隊から選出される教官に任せたい最後の人物よ」






　　氏名：ミソラ・ホイットテール




試験内容：予科一年生前期実技試験（前衛個人試験）




　　　　　　　空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン同期生徒との模も擬ぎ戦せん闘とう




　戦績　：〇勝　五七敗

　総評　：努力すればきっと勝利することができます




試験内容：予科一年生前期追試験（前衛個人試験）




　　　　　　　空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン同期生徒との模擬戦闘




　戦績　：〇勝　十敗（現在六七連敗中）

　総評　：努力さえ続けていればきっと勝利できるはずだと思います




試験内容：予科一年生後期実技試験（前衛個人試験）




　　　　　　　空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン同期生徒との模擬戦闘




　戦績　：〇勝　五七敗（現在一二四連敗中）

　総評　：努力しても越こえられない壁かべがあるかもしれません




試験内容：予科一年生後期追試験（前衛個人試験）




　　　　　　　空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン同期生徒との模擬戦闘




　戦績　：〇勝　十敗（現在一三四連敗中）

　総評　：……自主退学を推すい奨しようします








「う～ん……、こ、この子は将来危なそうですねっ！」

「そういうことよ。魔ま砲ほう剣けん士しを志望してるそうだけど、動きが鈍にぶいらしくて。最前線で魔ま甲こう蟲ちゆうと切り結べば、真っ先に堕おちると思うわ」

「……魔砲剣ですか。ずいぶんと時代錯さく誤ごの武器を扱うんですね」

「まあね。あの武器は裏切り者のカナタを連想するから、わたしもあまり気が進まないのよ……。ああ脱だつ線せんしたわね。話を戻もどすけど、この三名で構成された小隊──Ｅ６０１小隊っていうんだけど、そこがＥランクの小隊の中でも度外れて弱くて……。学内ランキング戦が開始されて以来一ヶ月が経つのに、現在十連敗中なのよ。最下位独走中のダメな連中の集まりだから、Ｆランク小隊なんて呼ばれてて。それをなんとかテコ入れするためにあなたの特務ロイヤル小隊ガードのチカラを借りたいと思ったの」

「…………普ふ通つうの教官では指導が厳しそうですね。う～ん、でもわたしの部隊から教官としてこれといって推おせる人物は……」

「断っておくけど、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーとしてクロエ・セヴェニーに要よう請せいしているのよ。あなたに拒きよ否ひする権利はないわ」

「でも…………あっ！　──いえ、失礼しました。あの確かく認にんしたいことがあります」

「言ってみなさい」

「わたしが推すい薦せんする隊員が、空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの教官として採用されるんですよね」

「《寂滅姫ニルヴアーナ》率いる特務ロイヤル小隊ガードからの出向者となれば、わたしの誇ほこりにかけて必ず採用するわ。それで、いったい誰にするのよ？　わたしとしてはあなたか、もしくは副隊長であるユーリ・フロストルを期待しているんだけど。このままだと、その子たちの将来、実戦出しゆつ撃げきの際、還かえってこない可能性が高いから」

「その件ですが──カナタにします」

「…………えーっと、もう一回言ってくれるかしら？」

「カナタ・エイジです」

「──断るわ！」

「でも、譲ゆずりませんよ」

「なんでよ？　なんであの裏切りの者のカナタ・エイジなの？　あなただって、裏切られた者の一人なんでしょ」

「でも、わたしが推薦した人物を空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーが採用してくれるんですよね」

「……理由を聞かせなさい」

「そうですね、理由は──…………」







　第一章　最強の裏切り者







　重い開き戸を開けた先には、人工的な明かりに照らし出される、奥行きが底知れないような広大な屋内と、まるで立ちはだかるような大型収納棚だなの群れ。夜よる遅おそくの大型倉庫の中には無機質でひっそりと静まり返った空間が広がっていた。

　そんな場所の片かた隅すみに置かれた空のコンテナに腰こし掛かける長身瘦そう軀くのアホ毛の少年の姿を、同じ小隊に所属する空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン本科二年ブロンドの好青年──ロイド・オールウィンがやっと見つけた。

「たまには一いつ緒しよに食事でもと思って捜さがしていたんですが、こんな所で何してるんですか？」

「んっ、ロイドか。ちょうどいいや。これに目を通せよ」

　そう言ってコンテナに腰掛ける少年、カナタから束ねられた十数枚の書類を渡わたされる。

「なんですかこれ？」

　一枚一枚めくるたびロイドの表情が見る見る険しくなっていく。

「見りゃわかるだろ。ここの倉庫にある帳ちよう簿ぼ上の資材一アイテム覧表リストと実際棚たな卸おろしした資材アイテム量の比ひ較かく表ひようだよ」

「棚卸しとそんな簡単に言いますが……」

　そう言ってロイドが見やるのは、人工的な明かりに照らし出される無限に続くかのような錯さつ覚かくさえ覚えてしまう棚の群れ。

　これら全部棚卸しするのは、通常後方支ロジステ援科イクスの学生が十人がかりで丸一日掛かけてやる作業。少なくとも一人でどうにかなる作業ではないはずなのだが……

「どうも最近帳簿上の食しよく糧りようが実際の量と嚙かみ合わねーと思ってたら、機械科学科マキナの学生が錠じよう前まえを破って倉庫に忍しのび込んできてたから軽くしばいといた。それと魔ミ装ス錬リ金ルの純度が下がってるようだから、製造生インダスト産科リアルに文句言っといたぞ」

　何ほどでもないかのようにカナタがケロッと言う。

　当たり前の如ごとく聞こえてしまうが、実際問題そんな簡単なことではない。

　ここの倉庫にある食糧は都市住人全すべての生活を賄まかなうためのもの。六〇〇〇人もの日々の糧かてとなるものだ。ちょっとやそっとの量をくすねたぐらいで気づかれたりしないなんてことは、門外漢のロイドでも察しがついた。

「他ほかに倉庫担当の仲間の姿は見当たらないようですが、たった一人でこれだけの量の資材アイテムを調べたんですか？」

「ん？　なにそんな当たり前のこと訊きいてるんだよ？　裏切り者の俺を手伝おうとする奴やつなんかいるわけねーじゃん」

「一人ぼっちもここまで板に付くと大したものですね。たった一人で平然とこれだけの量を捌さばいてしまうんですから。……そういえば後方支ロジステ援科イクスの手伝いをしていることだって転科のための下準備だって噂うわさされてますよ。知ってましたか？」

「知らねーよ。って転科のためにわざわざ半年も手伝いなんかしねーだろ」

「カナタの行動は周りには理解しがたいんですよ。やること為なすことの大半は突とつ拍ぴよう子しもなくて周りにはちんぷんかんぷんですからね。それに当人が理解されようと思っていないところがもっと性た質ちが悪い」

「ん？　それのどこが性質わりーんだよ？」

「さあ、どこでしょうね」

　あの事故のことについて話してくれないところとか。ユーリはそう咎とがめたい気持ちがあるのだが、カナタにも考えがあることは薄うす々うす察しているので胸にしまっておくことにする。

「私見ですが、倉庫にある資材アイテムは七〇〇〇以上。これら全ての資材一覧表を一人で作成し管理するなど正気の沙さ汰たではありませんね」

「いや、俺はぜんぜん正気なんだけど」

「ならカナタの正気は狂くるってるんでしょう」

「お前、俺に喧けん嘩か売ってる……？」

「ははっ、冗じよう談だんですよ。そんなことより夕飯を食べに行きましょう。カナタの奢おごりでね」

「ん？　どうして俺がお前に奢らなくちゃならねーんだよ？」

「ここまで捜しに来てやった数少ない友人に対する手間賃です。当然のことでしょう」




　　　　＊＊＊




　突とつ如じよとして出現した人類の天敵──魔甲蟲。

　記録によれば四世紀以上前に突如として出現し始めたらしいが、その正体が何であるのかは未いまだ判明しておらず、なぜあのような巨きよ大だいな進化を遂とげた生物が存在するのかも定さだかではない。

　ただ呪じゆ力りよくという名の異形のチカラを宿す魔甲蟲に対し、人類は通常の武器では対たい抗こう出来ず一方的に殺さつ戮りくされ続け、大地を失い淘とう汰たされていった。それもただ殺戮されるのではなく、周囲の人間たちから魔甲蟲によって殺された人間の記き憶おくを消失させ奪うばい取ってしまうという、残ざん酷こくとも慈じ悲ひ深ぶかいとも取れる方法で。

　そして大地から淘汰されつつある人類が最後のチカラを振ふり絞しぼって生み出したのは──浮ふ遊ゆう都市──という名の天空に浮うかぶ都市。人類が生存する天空の大地であり、魔術と科学の融ゆう合ごう都市でもある。

　上部に都市ひとつを丸ごと刳くり貫ぬいたかの如く配置し、それを外側から巨大なドームが覆おおっている。そんな都市を支えるのは、三角錐すいを逆にしたような形状で荒あら々あらしく切り取られた巨大な飛行石と、緩ゆるやかな速度で回転し続けている月魔ルナチタ金属ナイト製の巨大な円環トーラスだ。

　人間が住む地上施し設せつのほかに、各種プラントを有する地下施設も充じゆう実じつしており、宙に浮かびながらかつて地上で行われていたあらゆる経済活動をも可能にする。

　そしてその都市には天空の守護者たちが存在した。

　彼らは大勢の人々が魔甲蟲に殺された人間のことを記憶から失う中で、亡なくなった人間のことを覚えている極ごく少数の存在だ。

　そして生まれながらにして魔力を持ち、魔甲蟲と生身で戦いを繰くり広げられる存在でもある。縦横無む尽じんに大空を飛行し、人類の天敵である魔甲蟲を討とう伐ばつすることが出来る人類──ウィザード。人類の天敵から人々を守り、死せる仲間の記憶を紡つむぎ、哀かなしみ続けられることが出来る存在。中でも人々を護まもるために特化したウィザードは空戦魔導士と呼ばれ、各地の浮遊都市で重宝されていた。だが、絶対的に数が不足しており、人類は空戦魔導士たちを育成するために特化された教育施設を有する浮遊都市を生み出した。

　それこそが──学園浮遊都市《ミストガン》。

　魔ま甲こう蟲ちゆうと戦うために空戦魔導士の養成に特化した教育施設。







　ドーム壁へきの方角から降り注ぐ朝日を浴びながら欠伸あくびするカナタの襟えり元もとにあるバッジには、大昔に絶ぜつ滅めつしてしまった狼おおかみを模したシンボルマークとともにＳ１２８と刻まれていた。

　昨晩、後方支ロジステ援科イクスで手伝いを深夜までしていたせいだろう。空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンのアルテミア寮りようから、学校までのそう長くはない道のりもどこか億おつ劫くうに感じられる。

　新年度が始まってから一ヶ月。周りの新入生たちもだいぶ落ち着いてきたこの時期に、石いし畳だたみと針葉樹が織りなす通りをどこかだるそうに彼は歩く。曲がり角のすぐ向こうからこちらへ駆かけ寄ってくる人ひと影かげがあったのだが、

「げっ！」

「えっ！」

　気づいたときには、視界いっぱいに人影が迫せまっていた。そして勢いよくどんっとぶつかり、ごちんとアホ毛を路面に擦こすり付ける羽目になる。

「痛いってーな」

「あんたね、どこ見て歩いてんのよっ！」

　仰あお向むけに弾はじき飛ばされたカナタがじんじんする痛みを堪こらえながら首だけを動かす。彼の視界の先には、艶つややかな紅あかく長い髪かみをした少女の姿があった。

「どこって……」

　紅い髪の少女が自分に馬乗りになっていた。しかもちょうどカナタの両手がその少女の胸にあたる部分を下からぐっと押し上げる形で。視線を少し上へ。お互たがいに目と目が合う。

「……ど、どこだろうなっ？」

「ぺ、ぺぺぺ、ぺったんこだって……、い、言いたいわけ～っ！」

「え、いや……ま、まあそういやそうなんだけど」

「サ、サイテーッ！」

「だって、お前からそう訊いてきたじゃんか」

　触ふれてるのがどこだか気づくのが遅おくれるぐらいに、まだうっすらとした二つの盛り上がりでしかない。だが、それでも男の子として意識せざるをえない。気き不ま味ずくなり、さりげなく離はなそうとするカナタの手を、紅い髪の少女は力ずくで振り払はらおうとする。

「は、離れなさいよっ！」

　体勢を立て直そうとしたカナタが再びごちんっと後頭部を強打する。理り不ふ尽じんだ。

「っていうかどこ見て歩いてんのよっ！」

　立ち上がった少女はカナタよりも背せ丈たけが低く、纏まとう制服の仕様もカナタとは別で本科生のものではない。年下の予科生だろう。

　だが、年上に対して遠えん慮りよなく好戦的な眼まな差ざしで睨にらみつけてきた、跳はねっ返りの少女。

「お前の方こそ、どこ見て歩いてんだよ」

　起き上がったカナタはまだじんじんする頭を摩さすりながら反論する。下半身のあたりに何やら違い和わ感を覚えていたのだが、後頭部のほうがずっと痛かった。

「う、うるさいっ！　大体ね、曲がり角をとろとろ歩いてる方が……」

　鋭するどい目つきできっと睨みつけながら、紅い髪の少女はカナタのことを見み据すえていた。

　しかし、どういうことだろう。紅い髪の少女のきりっとした目つきが不意に緩むと瞬またたく間に覇は気きを失い、衝しよう撃げきと困こん惑わくに満ちた表情を浮かべた。

「……ちょ、ちょっと、あ、あたしの食パンが台無しじゃないの。ああ、苺いちごジャムをつけた面が下になってるし……」

　視線を移すと、たしかに少女の指し摘てき通り、自身の股こ間かんにふんわりとやわらかそうな食パンがべっとりと塗ぬりつけられたジャムとともにへばりついていた。



「……ど、どう責任とってくれるのよっ!?」

「げっ！　ふつーこういうのってむしろ微び妙みようなところに苺ジャムをつけられた方の責任を取るはずだろ」

「なによ、ちょっと寝ね坊ぼうして朝練しそびれて焦あせってるあたしの気持ちぐらい察しなさいよ。いますぐあたしの食パン返して！」

「……ンなもん察せるかよ。それにそんな際きわどいところを指さすな。周りからヘンな目で見られるじゃねーか」

「なにが際どいところなのよ？　……うぅっ！」

　長く艶やかな紅い髪がはらりと揺ゆれた。少女が思わず身を仰のけぞらしたのだ。

　それも当然の反応だろう。カナタの股間にくっ付いていた食パンがちょうど落ちて、社会の窓を赤く染めたズボンを意識したのだから。

「～～～っ！　あ、あんたってどういう神経してんのっ！　あたしの食パンを、そ、そんな卑ひ猥わいなところで咥くわえようとするなんて……」

　絶対こいつ俺の言うこととか聞く耳持ってねーよな。完全に被ひ害がい者気取りだし。

　相手にするのがすごく面めん倒どうくさい。無気力なカナタは誠意ある対応をして自分に非がないことを認にん知ちしてもらおうとは考えない。こういうときは──

「だ、誰だれかっ！　ここにヘンタイがいるわ……っ！」

　気を取り直して周囲の通行人たちに助けを求める紅い髪の少女。しかし彼女が周りに助けを求めたが、誰も助けようとしてくれない。怪け訝げんに思って少女が振り返ると、地面にジャムのついた食パンが残っているだけで、少年の姿はいつの間にか消え去っていた。







「あーあ、やっぱ赤い染しみ残ってるじゃねーか」

　訓練グラウンドの片かた隅すみに設けられた水場でカナタはズボンを脱ぬぎ、トランクス姿になりながら水洗いしていた。

　そんなときちょうど水場の向こう側で何やら人の気配。見やったカナタは思わず目を瞠みはった。

　手入れの行き届いた美しい黒髪に、怜れい悧りな輝かがやきを放つ黒曜石の瞳ひとみ。鼻筋の通った端たん整せいな顔立ちに、制服の上からでもわかる煽せん情じよう的で艶なまめかしい肢し体たい。まるで名のある芸術家が生しよう涯がいを懸かけて造形した人型彫ちよう刻こくのような、見る者を虜とりこにせずにはおかない女神めがみのような少女。

　そんな絶世の美女がすぐ近くにある更こう衣い棟とうの窓ガラスに映る自分の姿を食い入るように見つめ、うっとりと見み惚とれていたからだ。

　まるで自分の姿に愉ゆ悦えつしたかのように笑えみすら零こぼす。窓ガラスに映る自分に思わずキスしてしまいそうなくらい貌かおを近づけ、なおもうっとりとする。

　そんな奇き妙みような光景を目まの当たりにしたカナタは、すっげー友達になりたくない奴やつだなと思う。

　見る者を虜にする完かん璧ぺきな美しさを持った少女が、カナタの視線に気づきこちらに近づいてくる──

「なんだ、わたしの美しさに見惚れたのか？」

「いや、見てたは見てたけど、そんな奇き行こうを演じてたらふつー注目するだろ」

「何も遠慮することはないぞ。わたしの美び貌ぼうに惚ほれるのは当然のことだ。なぜなら女神なわたしはいつも輝いてるからな」

「だから惚れてねーって言ってんじゃんか」

「そうか。ならつまり、キミは……──ストーカーだな」

「……なんでそうなるんだよ？」

　呆あきれたかのように口にするカナタは内心でやっぱ残念な女の子だと思う。

「ヘンな奴だな、お前……」

「ふっ、凡ぼん人じんであるキミにわたしの行動を理解できないのは当然のことだ。わたしは女神の生まれ変わりだからな」

　そういって女神な少女は貴公女のような仕草でさらっと髪を搔かき上げてみせた。

　ふんわりと甘い匂においが風に流れて漂ただよってくる。そしてカナタの視線と合い、勝ち誇ほこったかのように微笑ほほえみながら、

「──美しいだろう。だが、惚れるなよ。この美貌に惚れていいのはわたしだけだからな」

　あらゆるものを虜にする美貌。性格はともかく、見た目だけならカナタも少なからずドキッとした。

「あー……お前さ、自分の美貌に酔よいしれる暇ひまがあるんだったら体使った訓練しろよ。その制服、空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの予科生だろ」

「ふっ、汗あせを搔くようなかったるいことは嫌きらいなんだ。努力とは凡人がすることだろう」

　再びさらっと髪を搔き上げて、

「ふっ、女神なわたしは今日も美しい」

　自らの美貌に酔いしれたかのように腕うでを組み目を瞑つぶり、そのまま知性と気品溢あふれる雰ふん囲い気きを漂わせカナタのもとへと近づき、

「女神なわたしに惚れるなよ………………──へ、ヘンタイ」

　彼の前で決め台詞ぜりふを口にしようとして、言葉に詰つまり悲鳴に近い糾きゆう弾だんの声。

　カナタがズボンを穿はかず、トランクス一丁の姿でいることに気づいたのだ。

　どうやら位置的な関係で水場が陰かげになってカナタが下着姿でいることに気づいていなかったらしい。

「わ、わたしの美貌がいくらずば抜ぬけているとはいえ、いきなりズボンを脱いでくるとは……」

　あからさまに戸と惑まどうリコ。気取りに気取り抜いた雰囲気が丸まる崩くずれだった。だが、下着姿を見られてもなんとも思わないカナタはケロッと言ってしまう。

「いや、最初から脱いでたんだけど」

「ち、違ちがうというなら、ま、まずズボンを穿けっ！　このヘンタイめっ！　……誰か、誰かいないかっ！　ここに、ヘ、ヘンタイがいるぞっ！」

　その直後。リコがいきなりカナタに対し何やら喚わめき立て始めたため、カナタは濡ぬれたズボンを抱かかえながら大おお慌あわてでその場を後にした。







「なんだよ今日は……、まるで俺を犯罪者にするためにあるみてーじゃねーか」

　訓練グラウンド近くに設置された更衣棟に逃にげ込んだカナタは、若じやつ干かん赤い染みが残り、しかもずぶ濡れのままのズボンを嘆なげいていた。

　ちょうど施し設せつの窓が開いているところから侵しん入にゆうしたのだが、どうやらここはトイレのようだった。この優すぐれた身体能力は昔取った杵きね柄づかであるとともに、非常事態には人間は底知れぬチカラを発揮するものである。

「最悪だぜ。一度だけじゃなくて、二度だぞ二度……」

　だが、二度あることは三度あるという。なんというか今日はすでに二人も変な奴と出会ったせいで嫌いやな気分になっていて、注意力が散さん漫まんだったのかもしれない。今いる場所がどこなのか理解できなかった。

「それにしてもやけに個室の多いトイレだな」

　だが、更衣棟に侵入することができたのは幸運だ。施設内部には汚よごれた空戦防護服を洗うための洗せん濯たく機や乾かん燥そう機もある。それでズボンを乾かわかそうとカナタは洗濯室を目指す。

　白い清潔感溢れる空間をあとにしようとトイレの出口へ歩いていくカナタ。しかしそこで三度目の思わぬ事態に遭そう遇ぐうすることになる。

「あのぅ……」

　トイレの入り口のドアが開き、カナタが出くわしたのは金きん髪ぱつ碧へき眼がんの色白の少女だった。

「今度はなんだよ？」

　おそらく訓練をしていたのだろう。体に密着するインナースーツに身を包んだ少女に対し、軽い女性恐きよう怖ふ症しように陥おちいっていたカナタは相手を威い嚇かくするかのように発声する。すでに二度の経験から今日が厄やく日びであり、出会う少女は面倒くさい奴であることは疑いようがなかった。

　だが、その金髪碧眼の少女は今までの破は天てん荒こうな少女たちとは違い、じつに大人しい気質の持ち主のようだ。

　出会ってすぐのカナタと一いつ瞬しゆん目を合わせただけで、少女はひどく気け圧おされ俯うつむいていた。よく見ればカナタよりも背がだいぶ低く、いまにも泣きそうな上うわ目め遣づかいでこちらの様子を窺うかがっている。

「ん？　どうしたんだよ？」

　二度あることは三度あると言うが、どうやらこの少女ばかりは普ふ通つうの少女らしい。カナタは警けい戒かい心を緩ゆるめて接する。

「……ここ、違います」

　少女は視線を床ゆかに移したまま、僅わずかに唇くちびるを動かした。

「ん？　なにが違うんだ？」

「……ですから、そのぅ、あのぅ……ここは……違います」

　少女は再び唇を動かしているようだが、それはとても小さな声で聞き取れなかった。

「……だから、ここは違います」

　なぜか肩かたを震ふるわせて怯おびえ、今にも泣き出すかのような声を出す少女。さらにいくつか言葉を続けたようだが、その言葉は俯き加減で発せられたためか、カナタにはよく聞こえなかった。

「だから、何が違うかって訊きいてんだけど」

　微かすかに苛いら立だちを感じさせる声。途と端たんに、少女はただでさえ小こ柄がらな妖よう精せいのような身なりを、まるく縮めるようにする。少女のその小さな手は体にフィットしたはずのインナースーツの裾すそをぎゅっと握にぎりしめる。

「……そのぅ、す、すみませんっ！　あのぅ……ここは…………、です……」

　煩わずらわしそうに少女の調子が戻もどるのをカナタは待つ。生あい憎にくとトイレの出入り口は、この少女に塞ふさがれてこの場を後にすることすら叶かなわなかった。

　長い沈ちん黙もく。そしてやっとのことで少女は何かを決意したかのように顔を上げると、口を開いた。

「……ここは、女子トイレ……です。……女の子の、場所です」

　そう言って金髪碧眼の少女は、女子トイレでパンツを露ろ出しゆつしながら、事態を察知して戸惑うカナタの股こ間かんを、ひどく恥はずかしそうに貌を真っ赤に染めて、びくびくとした上目遣いで見上げてこう告げた。

「そのぅ……、も、もしかしてヘンタイさんですか？」

　こうしてカナタ・エイジの本科二年生の、運命の一日は始まりを告げたのだ。







　学園浮ふ遊ゆう都市《ミストガン》。

　本来なら一〇人に一人しか存在しないはずのウィザードが総人口の九割を占しめる浮遊都市であり、総人口はおよそ六〇〇〇人といったところか。市民のおよそ九割は学生だが、他の都市では一〇人に一人の割合のウィザードの存在が、《ミストガン》では人口の九割がウィザードだ。

　学生による自治運動を宗むねとする学園都市であり、予科三年・本科三年の六年制が採用され、十二歳から十八歳までの学生が在ざい籍せきしている。

　魔ま甲こう蟲ちゆうと戦せん闘とうを繰くり広げ、ウィザードの三割が所属する空戦ガー魔導デイ士科アン、魔術的な技術を探求する万融錬アルケ金科ミスト、科学的な発明を専もつぱらにする機械科学科マキナなど合計で九つの学科があり、最高意思決定はそれぞれの学科長に学園統とう括かつ長を加えた十人委員会だ。

　それら九学科の中でも空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの学生はこの都市の命運を握るだけでなく、この世界そのものの命運を握っているといっても過言でないほど期待されている。

　世界中の浮遊都市から将来有望な空戦魔導士の卵を集めて教育を施ほどこし、この世界の守護者を生み出すことを目的としている。

　そのために彼らは日々精しよう進じんすることが求められるのだが……







　ズボンを乾かん燥そうさせるのに手間取ったカナタがしばらく遅おくれて登校すると、リノリウムの廊ろう下かで話し込む二人から注目された。

　先さき程ほどまでの会話が中止され、二人とも揃そろって彼に注目しており、何やらその空間だけが奇妙な静けさと緊きん張ちよう感を漂わせている。カナタの姿を認めた途端、空戦ガー魔導デイ士科アン本科一年生の少女──ユーリ・フロストルの瞳ひとみに敵意が宿った。

「……相変わらずの無責任ぶりですね。もうすぐ四時限目が始まる時間ですよ」

　淡たん々たんとして皮肉げに聞こえるように意識して作り出された声。

　濃のう紺こん色のさらっとした髪かみに、透すき通るようなエメラルドブルーの瞳。背せ丈たけは高いわけではないが、おしとやかな貌つきは、名門貴族のお嬢じようさんを思わせた。事実、面めん倒どう見みも悪くなく周囲の評判も良いのだが、ここのところカナタに対してやけに敵意剝むき出しだった。

「げっ、もうそんな時間だったのかよ」

　何ほどもないことのように頭の後ろを搔きながら答える。かつて頼たよりになると自分のことを慕したってくれた後こう輩はいに悪意を向けられてもだ。

「時間さえも守れなくなるとは、やっぱり先輩は裏切り者です。後方支ロジステ援科イクスの手伝いばかりしている空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの学生など、この学校には相応ふさわしくありません」

「なんだよ、まだあのこと根に持ってんのか？」

「いえ、もう考えることを止やめました。先輩のことについて考える時間すら惜おしいですからね」

　そう言いながらも、ユーリがあのことについて考えなかった日はない。《ミストガン》最強の小隊が決定される大事な学内ランキング戦当日に、カナタは無断欠席したのだ。しかもそれ以来、小隊活動には一いつ切さい参加していない。特務ロイヤル小隊ガードとして格別な扱あつかいを受け、皆みんなの信しん頼らいを一身に負うべき立場であるにもかかわらずだ。

「やっぱまだ根に持ってんじゃんか」

　さらりと感情を逆さか撫なでるような発言。必死に感情を押し殺そうとするユーリだが、そんなものは透けて見えていた。かっとなってユーリがカナタへ摑つかみかかろうとしたが、



「こらこらユーリ。カナタにあんまり突つっかかっちゃダメだよ」

　そうなる寸前でクロエに宥なだめられる。

「根に持ってなどいませんし、突っかかってもいません。ただ事実を述べただけです！」

「ほら、そういうところがまだ根に持ってるって言うんだよ」

　そう告げられ、ユーリがカナタのことをきっと睨にらみつけた。

「そんな睨むなよ。もう考えることは止めたんだろ」

「………………失礼します！」

　震える手をきつく握りしめたままユーリは足早にその場を立ち去っていく。

　Ｓ１２８特務ロイヤル小隊ガード隊長かつ《寂滅姫ニルヴアーナ》の異名を持ち、黒髪の長いポニーテールに薄うす紫むらさきのリボンをした少女──クロエ・セヴェニーがその姿を見送り、それからむうっとした様子でカナタを見やる。

「あんな言い方しちゃダメだよ。ユーリが怒おこるに決まってるじゃないの」

「もっと怒ってもいいんだけどな……」

「？　どういう意味？」

　ケロッとした様子でカナタが言うものだから、クロエは危あやうく聞き逃のがすところだった。とっとと教室に向かおうとする彼へ立ち塞がり、まじろぎもせずぐっとカナタと視線を合わせた。

「ユーリは昔から感情の制御コントロールが苦手だからな。たまにはぶちまけた方がいいんだよ」

　どこか面めん倒どうくさそうに頭の後ろを搔かきながらカナタが言った。

「またそんな乱暴なことを言って……」

「ユーリは俺のことを慕って入隊してきたから、きっとショックがまだ抜ぬけないんだろう。他の有望な小隊からの誘さそいを蹴けって当時まだＤランク小隊だった１２８小隊にわざわざ入隊したくらいだしな。……んっ、どうしたんだよクロエ？」

「なら最初からそう言ってちょうだいよ。カナタって昔から何考えてるかわからないところがあるから、ユーリに嫌がらせしてるんじゃないかって疑っちゃったじゃないの……」

　不ふ貞て腐くされたクロエが唇を尖とがらせてそっぽを向く。それからふと彼女は何やら深刻そうな貌かおを浮うかべ、どこか伏ふし目がちになり徐おもむろに口を開いた。

「……あの事故のこと──ユーリには説明しなくていいの？　カナタはわたしを庇かばっただけなのに……」

「任務中に負傷したのは、そいつに状じよう況きようを無傷で切り抜けるだけのチカラがなかっただけのことだろ」

　特に気にする素そ振ぶりを見せるでもなくカナタが言った。それからケロッとした様子で、

「空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンでも、後方支ロジステ援科イクスでも都市の人々を護まもるために全力を尽つくすってのは変わらねーじゃんか。そりゃ護れるもんなら自分で護りたいって思うけどな」

　当たり前のことだとも言うかのように不敵な笑顔えがおを垣かい間ま見みせながら、そんなことをカナタは口にする。そんな彼の流りゆう儀ぎにクロエはどこかぎこちない微び笑しようを浮かべるだけだった。

「それでも、わたしはやっぱり責任を感じちゃうよ。だから、カナタにいい話を持ってきました」

「……いい話？」

「うん。いまカナタは後方支ロジステ援科イクスの手伝いをしてるけど、それでもわたしはカナタにもっとも相応しい役割を任せてみようと思って」

「やけに気になる言い回しだな？　なんだよ相応しい役割って？」

「まだ内ない緒しよだよ。でも今日の昼休み、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーの執しつ務む室へわたしと一いつ緒しよに行くと約束してね」

　ちょうどそのタイミングで四時限目の航空力学の始業を告げるベルが鳴ったため、二人は大おお慌あわてで教室へと向かった。







　空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの授業は通常の一いつ般ぱん教養科目と専門課程の知識に加えて、身体的な鍛たん錬れんが義務付けられているため、日夜研けん鑽さんすることが求められる。




　空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンに限らず、各科の学年が低いうちの午前中は一般教養の授業が中心となり、学年が高くなるにつれて専門課程の比率が多くなる。また、午後からは専門的な実技演習が組み込まれている。

　大勢の学生たちが切せつ磋さ琢たく磨まする学び舎やの昼休み。大勢の学生たちが校舎の一階にある食堂へ向かう中、カナタはクロエに袖そでを引っ張られるようにして歩きながら貌を歪ゆがめていた。

「こういうかたっ苦しい場所って、俺嫌きらいなんだけど」

「文句言わないでついてくる。何もやましいことなんてないんだから」

　やがて空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダー執務室のドアの前に着き、こんこんとクロエが二回ノックする。

「失礼します」

　そう言って入室するクロエに続いて、カナタも中へと続いた。

　室内には、空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン運営に関する幾いく重えもの書類の束が積まれた机。そしてその向こうに陣じん取どる、黒髪で制服の上からでもわかるほどグラマラスで左目の下に泣きぼくろがある空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーの少女──フロン・フラメルの姿があった。

「あんたがカナタ・エイジ。裏切り者のあなたがよくもまあぬけぬけとわたしの前に貌を出せたものね」

　さばさばした表情を浮かべたままフロンは痛つう烈れつな皮肉を浴びせるが、カナタは表情一つ変えずに普ふ段だんの様相で返す。

「いや、呼ばれたから来ただけなんだけど……むしろ来たくなかったくらいだし」

「………………ま、まあ今日そんな小言を告げるために呼び出したんじゃないわ。この辞令を受け取りなさい」

　そう言われ、カナタはフロンから書類を受け取る。それは一枚目にこれから就つく役職の名前と詳しよう細さい、二枚目はフロンの机の上に置かれている分厚いファイルの目録だった。

「支給品に出席名めい簿ぼ？　それに考課表などなど……？　これから就く職務が空戦魔エキ導士スパ教官ートって……もしかして俺に教官をやれってことかよ？」

　嫌いやそうに眉まゆ根ねを寄せたカナタが思わず尋たずねる。

「その通りよ。本日の午後から実技訓練時間は全すべて教導に充あてなさい。この件は、あなたの小隊長も承しよう認にん済みよ。……担当する小隊は、Ｅ６０１小隊。トレードなどで途と中ちゆう解散した小隊や、分ぶん裂れつした小隊の残り滓かすを集めて構成された小隊で、成績があまり芳かんばしくなく、ランキング戦が始まってから一ヶ月、現在十連敗中。Ｆランク小隊と揶や揄ゆされる所いわ謂ゆる落ちこぼれの集まりね。多大なる苦労を伴ともなうことだろうけど、この学生たちを本学の目的『魔ま甲こう蟲ちゆうと戦うための絶対的なチカラを持つ空戦魔導士の養成』に則のつとり指導を施ほどこしなさい。用件は以上」

　辞令を聞きながら、カナタの表情がみるみる曇くもっていくのが見て取れた。

「……俺が教官かよ。現げん役えき時代からワンマンやらスタンドプレーやら言われてきたのは知ってんだろ。向いてるわけねーじゃんか」

　それから如い何かにもやる気無さそうに、はあーと大きなため息を吐ついたあと、

「この申し出オフアー降りてもいいかよ」

「……と言っているようだけど」

　不満そうな貌を浮かべたカナタを余よ所そに、フロンは真っ先にクロエへと尋ねた。そして何やら凜りんとした真ま面じ目めな貌を浮かべたクロエはすぐさまカナタを説得にかかる。

「たしかにカナタは、ワンマンとかスタンドプレーの個人プレーだけって周りから言われたりしてたけど、わたしはカナタが仲間の面倒見が良かったこと知ってるよ」

　そう言ってにこにこと天使のような微笑ほほえみを零こぼす。毒気を抜かれたカナタが素っ気なく尋ねる。

「例えばどんなことだよ？」

「訓練が終わったあと同じ前衛のユーリに声をかけて個人訓練に付き合ってあげるところとか、ロイドが担当してる小隊の事務仕事を手伝ったりするところとかね」

「でもよ、べつに俺じゃなくても空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンに優ゆう秀しゆうな教官が他ほかにいくらでもいるだろ？」

「もう学内ランキング戦のシーズンが始まって一ヶ月が経たってるから、優秀な教官は皆手て一いつ杯ぱいだよ。それで今年度はランキング戦に参加することが出来ない昨年度の優勝小隊であるわたしたちに声がかかったの。誰だれか指導者になってくれないかって」

「ならべつに俺じゃなくてもいいじゃねーか。隊長のクロエか、副隊長のユーリにやらせろよ」

「ううん、わたしは特務部隊の隊長だから多た忙ぼうだし、ユーリはカナタの指し摘てき通りまだ感情の制御コントロールにムラがあるし、それになにより──わたしとしては、カナタにやってほしいと思ったんだよ」

「なによりってどういう意味だよ？」

「いまも本当は空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンのために必死になって行動してるんだよね。この前ロイドも目もく撃げきしたそうだけど、わたしもカナタが後方支ロジステ援科イクスを手伝う姿を見たりしたんだよ。その目的ってさ本当は──」

「あー、はいはいわかったよ。しょうがねーなー。目を通すだけだぞ」

　何やらフロンは理解できず蚊か帳やの外に置かれた気分になったが、二人の間では通じる会話だったらしい。カナタはフロンの机の上に置かれた分厚いファイルの隊員リストに目を通す。

　途と端たん、カナタの表情がうげっとなる。

「どうしたのカナタ？　なにか都合の悪いことでもあったの？」

「いや、なんつーかこっちのことだよ」

　僅わずかに衝しよう撃げきを受けながら、カナタが隊員リストから目を離はなした。それからいくつかの情報がまとめて綴つづられた分厚いファイルに無言のまま目を通す。

　Ｅ６０１小隊はただ弱いのではない。とてもとても弱かった。

　新学期が始まって一ヶ月経つにもかかわらず、学内ランキング戦のＥランクで十連敗している。

　ランキング戦というのは魔甲蟲と戦せん闘とうすることを想定して実じつ施しされている小隊間模も擬ぎ戦闘のことで、そこの最下位に位置するＥランクで十連敗するということは、何かの弾はずみで魔甲蟲と戦闘状態に陥おちいったとき、無事に帰き還かんできる可能性が──非常に低い。

　彼は膨ぼう大だいな資料が綴られた分厚いファイルを抱かかえて、不意に執務室を後にしようとする。

「──いきなりどこへ行くの？　カナタ・エイジ？」

「どこってＥ６０１小隊室に行くに決まってんだろ。あまり気が乗らねーけどいちおー俺って教官みたいだし。……ま、これからも続けるかどうかは様子見てからだけどな」

　背中を向けてそう漏もらし、振ふり向くことなく彼はその場を後にした。ドアが閉じられたのを確認してから、フロンが思わず尋ねた。

「飄ひよう々ひようとして捉とらえどころのない奴やつね。カナタは個人プレーばかりで名を馳はせた元エースだったけど、そんな自分勝手な人に教官をやらせて本当に大だい丈じよう夫ぶなの？」

「大丈夫ですよ。カナタはいい加減なようできちんと信念持っていますし、それに困っているような人を放ほうっておける人間でもありません」

　それからクロエは幼おさな馴な染じみとしてカナタの過去を少しだけ漏らす。

「昔《リューン》にいた頃ころ、当時は七歳でしたが、飛行魔術をなかなか習得できず落ちこぼれていたわたしに最後の最後まで付き合ってくれたのがカナタです。こと空戦において手を抜くような人じゃありません」

「まあ、あなたがそこまで言うのなら、わたしから言うことは何もないわ。でも、わたしはこれでも空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーだから任命した責任があるのよ」

　妙みように自信があるクロエはともかくとして、飄々として捉えどころがなく何を考えているかまったくわからないカナタのことを教官に据すえることに、フロンは一いち抹まつの不安を覚えざるを得なかった。




　　　　＊＊＊




「な、なんであんたがここに来るわけっっっ！」

　昼休みを終えたあとの午後の授業──実技訓練。

　他の学科が都市運営や生産的な活動にチカラを注ぐ中で、空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンはそのサポートを受けながら唯ゆい一いつ訓練に専念する。

　万融錬アルケ金科ミストが二五のルーン文字による羅ら列れつにより魔術的術式を施す魔ミ装ス錬リ金ル武装を製造するのも、製造生インダスト産科リアルの学生がより栄養価の高い効果的な食料を生み出すのも全ては空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンのためだ。

　空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンというのはそれだけ重要であるとともに期待されているのだ。

　校舎とは別に設けられた小隊棟とうへとカナタは足を運ぶと、途中防護服プロテクターを纏まとった何人もの空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの学生とすれ違ちがった。学生らしく笑ったり、雑談をしたりして殺さつ伐ばつとした空気をまるで感じさせないが、彼らに求められているのは容よう赦しやなく人類の敵と戦うためのスキル。

　そんな未来ある若者を育てるためにカナタはＥ６０１小隊室の扉とびらを開けたのだが、いきなりヘンタイ扱あつかいされた。だが、カナタはすでに執務室で多少貌かおを歪めながらも、その事実を認めていたので動じることはない。

「俺の名前はカナタ・エイジ。教官として今日から赴ふ任にんした。空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン本科二年十七歳だ。よろしくな」

「こ、股こ間かんに苺いちごジャム塗ぬりたくったヘンタイのあんたがなんで教官なのよっ！」

「ふっ、違うぞ。この男は股間に苺ジャムなど塗りたくってなかった。わたしを襲おそおうと水飲み場でズボンを脱ぬぎ、今まさに変態獣ビースト形体モードになろうとしていた」

「あ、あのぅ……、わ、わたしがお会いしたときは、女子トイレでそのぅ……」

　第一印象は最悪。なにせ目の前にいる少女たちは、カナタが最悪の出会いをした三人の少女たちなのだ。

　だが、事前に認知していたカナタだけは動じることなく、しれっと口にする。

「ま、べつに細かいことなんか気にすんなよ。そんなことよりとっとと自己紹しよう介かいして話を先に進めようぜ」

「何が話を先に進めるよっ！　あんたって本当にあたしたちを指導するつもりがあるわけっ！　どうせあたしたちの資料に対してロクに目を通さずスケベ心丸出しで教官に志願しただけなんでしょ！」



　そう嚙みついてきたのは、艶つややかな紅あかく長い髪かみの少女。その少女に対し、カナタは手元の資料には一いつ切さい目を通さず相手の貌を見み据すえて告げた。

「うるせーよ、苺ジャムのお前はたしか……ミソラ・ホイットテールだろ。空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン予科二年生、十四歳。資料にはざっと目を通しただけだけど、考課表の昨年度末の座学の成績は評価Ｄ。実技試験の成績はＥ。剣けん戟げき前衛試験の成績には、自主退学推すい奨しようってあったな……。お前ってちゃんと訓練してんのか？　この程度の成績で小隊長も兼けん任にんしてるって……本マ当ジかよ？」

「うぅ……、う、うっさわいねっ！　あたしの真の実力は、実技試験なんかじゃ測れないのよっ！　ほ、ホントよ……ホントだって言ってるでしょ！　……ちょっと、そんな疑いの眼まな差ざしで見ないでちょうだい。──うぅ、み、見ないでって言ってるでしょ！」

　じーっとカナタに見据えられ、ミソラは心外そうに、でもやはりどこか恥はずかしそうに貌を赤らめながら俯うつむき加減でカナタのことを睨にらみ返そうとして……出来なかった。

　実技試験で評価Ｅ判定を取るとは、これでは小型の魔甲蟲一体と互ご角かくに戦うのがせいぜいだ。

　なぜその程度の実力なのか、カナタがもう少し深く追求してみようとした折、見る者を虜とりこにする完かん璧ぺきな美しさを持った少女が会話に割って入る。

「ふっ、ミソラはまあ雑ざ魚こだから所しよ詮せんその程度の実力だろう。女神めがみなわたしとは住む世界が違い過ぎるからな。野外露ろ出しゆつプレイのヘンタイに沈ちん黙もくさせられるとは情けなさ過ぎるが。ああ、念のために名乗っておくがわたしの名前は……」

「知ってるよ。ってかリコ・フラメルって名前は一度会ったら絶対忘れねーよ。ミソラと同じく空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン予科二年、十四歳。座学の成績オールＡ、いや……、宿題未提出につき特別減点扱いになって、全部Ａマイナスになってたな。実技試験の成績はＦマイナスだったろ。そういや、Ｆマイナスってどういう意味だ？　一三四連敗でさえも一応Ｅ判定なんだけど……」

「Ｆマイナス？　……ああ、実技試験のことか」

　ふっと鼻で笑ったあとリコは貴公女のような仕草で髪を搔かき上げる。

「その日は朝から髪かみ型がたが決まらなくて受けてないんだ。もっとも、たかが凡ぼん人じん如ごとき人間が評価する実技試験で女神なわたしの実力を把は握あくすることなど不可能だがな」

　これまたじーっとカナタに見据えられるが、ミソラと違い恥ずかしがっている様子がほとんど見られなかった。女神な自分のことを人間如きが推おし量るなどおこがましいぞ、と信じ込んでいる様子である。

「……ちょっとリコ、あんたもこいつの知り合いなの？」

「まあな。だが、ミソラたちと同様あまり親しい仲ではない。というか親しくなりたくもないな。この男は早朝から人前で下半身を露出する男だぞ」

　目を閉じ腕うでを組んだまま、ミソラのことを見やることなく無ぶ遠えん慮りよに答えた。

　空中分解した小隊のあまりを寄せ集めて作った小隊なので、どうやらリコの発言通りそれぞれ交流があるとは言い難がたいらしい。

　そして最後に、カナタはさきほどから恥ずかしそうに今か今かと自分の順番を緊きん張ちようして待っている金きん髪ぱつ碧へき眼がんの小こ柄がらな少女へと視線をやる。

「そして最後にレクティ・アイゼナッハ。これまた同じく空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン予科二年、十四歳。……お前の成績も酷ひどいよな。座学の成績はミソラと同程度、実技試験の成績はざっと見た感じだけど、同じ相手に勝ったり負けたりを繰り返して安定してねーし。唯一まともな書類は志望動機だけだったぞ。そういやさ、実技のとき手を抜ぬいたりしてるのか？」

「いえ、その調子が上がらなくて……そのぅ、ご、ごめんなさいっ！」

　カナタと視線を合わせることなく、まるで狼おおかみに脅おびえる子羊の如ごとくおっかなびっくりといった調子でレクティがぺこりとお辞儀する。しかも勢いよく頭を下げ過ぎたため、机にごちんと額を打ち付け、痛そうにぶつけた箇か所しよを手で押さえて、そして今にも泣き出しそうな様子。

　三者三様といったところだろう。実際に外で訓練を施してみないとどういう実力の持ち主だかわからないが、少なくとも資料の上からではＦランク小隊と揶や揄ゆされる理由がわかったような気がした。

　だがカナタは資料の上だけではなく実際の能力を測るために、てきぱきと実技訓練を施そうとする。

「さてと、これで自己紹介も終わったからとっとと空に上がって実技訓練を……」

「──待ちなさいよっ！」

　ミソラが不満気にびしっとカナタの言葉を遮さえぎった。

「ヘンタイのあんたがあたしたちの教官なんて認めないわよっ！」

「でも、ちゃんとお前らの資料に目を通して暗記してたじゃんか」

「あ、あ、あたしたちの体に興味があったから、必死でそれを覚えたんでしょ！」

「子ガ供キの体なんかに興味はねーよ。ってかあんたじゃなくて教官もしくは名前で呼べよ。俺にはカナタ・エイジっていう名前があるんだからな」

「～～～～～～～っ！」

　ミソラが唇くちびるを尖とがらせてぷんぷんカナタを追い払はらおうとするが、上う手まい言葉が出てこない。むかっとしたミソラが何か言い返そうとしてふと脳のう裏りにひっかかる言葉があることに気づく。

「……そういえば、カナタ・エイジってどこかで聞いた名前ね」

　そのあとミソラは何度かカナタの名前を小声で呟つぶやいたあとはっとし、がたんっと椅い子すから立ち上がり、

「──あんた、もしかしてあの裏切り者のカナタ・エイジっ！」

「そのぅ……、お知り合いなんですかミソラさん？」

　リコも何やらはっと気づいた様子だが、レクティだけがきょとんと首を傾かしげる様子。

「知り合いなんてもんじゃないわよっ！　Ｓ１２８特務ロイヤル小隊ガードのエースじゃないの。《黒クのロ剣ノ聖ス》なんて称しよう号ごうをもらいながら、特別任務とかぜんぜんサボってるっ！」

「ふむ、Ｓランクへの昇しよう進しんがかかったランキング戦をサボったという噂うわさや、特務でありながら任務や訓練に参加しないという噂ならわたしも聞いたことがあるな。なんでも任務中に事故にあって以来、臆おく病びよう風かぜに吹ふかれたとか」

「そうよ。それで、そんな裏切り者のあんたが、なんでいまさらあたしたちの教官なんかするのよっ！」

　ビシッと容赦なく指を指される。本来ならあってはならないこと、教官としてはここは毅き然ぜんと対応して上下関係をはっきり示すべきところなのだが、

「文句は空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーへ言えよ。俺はお前らを指導するように頼たのまれただけだからな」

　しれっと口にされ、ぐぬぬぬとカナタを喰くい殺さんばかりにミソラが睨みつける。

「それに、俺もお前らのことに興味があるからな」

「やっぱあたしたちのこと……そういう目で見てるんじゃないっ！」

「ちげーよ。子ガ供キには興味ねーって言ってんだろ」

「そんな子ガ供キにヘンタイ紛まがいのことしたの誰だれよっ！」

　そんなミソラの台詞せりふをあっさりと聞き流して、何やら神しん妙みような様子でカナタが生徒たちと向き合う。

「お前らＥランクの小隊ランキング戦で勝ったことがないんだろ。これまでの戦績は十戦中十敗。すげー酷い成績だけど、お前らそんなんで悔くやしくねーのか？」

「ば、馬ば鹿かにしないでっ！」

　あからさまな挑ちよう発はつに、ミソラたちはぴくっと貌を歪ゆがめる。生あい憎にくとミソラたち三人は、挑発を見み抜ぬけるほどの強したたかさを持ち合わせていなかったようで……

「べつに馬鹿にしてるわけじゃねーよ。ただ悔しくねーのかって訊きいただけじゃんか。ちゃんと努力してんのかよ？」

「悔しいに決まってるでしょ。あたしは早く一人前の空戦魔導士になりたくて、うずうずしているっていうのに……なによその言い草っ！　まるであたしたちが努力を怠おこたってるみたいじゃないのっ！」

「うむ、キミの発言は不適切だ。わたしはこれでも幼少の頃ころから女神の生まれ変わりと謳うたわれてきた存在だ。凡ぼん人じんがするという努力が必要なほど、実力は不足していないぞ」

「わ、わたしも……、努力を怠ってるつもりなんかあ、ありませんっ！」

　へー、意外って言えば失礼だけど、ちゃんとやる気ある奴やつらの集まりなんじゃんか。

　ミソラ、リコ、レクティの三人の生徒たちを見まわしながら彼は告げる。

「なあお前らってさ、いまの自分に満足してなくてもっともっと強くなりてーんだろ。そのためにどんな苦労でもする覚かく悟ごってあるか？」

「あるに決まってるわよ。あたしが目指すのは空戦魔導士──浮ふ遊ゆう都市の守護者なのよ。人の命を守るのが役割なんだから、守れる強さを手に入れるために最善を尽つくすべきでしょ」

「そっか。ならちょうどよかった」

　不意にカナタの頰ほおが攣つり上がり不敵に微笑ほほえんだ。睨みつけていたミソラが一いつ瞬しゆん怯ひるむ。

「な、なにがいいのよっ？」

「やる気のあるお前らに俺がこれから指導を施ほどこすってことだよ。ま、想像してみろよ、お前らが自分たちより強い小隊を打ち破り、魔ま甲こう蟲ちゆうを相手に活かつ躍やくする姿をな。そんなときお前らはもうＦランク小隊なんて呼ばれなくなってるぜ」

　どこか軽い口調で言ってみせるが、その瞳ひとみは笑っていない。

　やる気があるのか、まだ成長の余地がある生徒たちなのか確かく認にんするために、まずはミソラたちを試ためす必要がある。

「でも、裏切り者のあんたの指導なんか……」

「裏切り者でもべつにいいだろ。それともお前らって、指導者が裏切り者だから強くなれないっていう失敗したときの予防線でも張っときてーのかよ？」

「そんなわけないでしょ。指導者が誰であれ強くなるには、その人の強くなりたいっていう意志が一番大事なのよ。あんたの指導なんかに一切期待なんかしてないわっ！」

「でも、ミソラは現げん役えきだった頃の俺の動き知ってるわけだろ」

「そりゃあんたの動きぐらいなら見たことは何回もあるけど……、それがどうかしたの？」

「だったらさ、当時の俺の同じ強さを手に入れるために、俺の指導を受けてみるつもりはねーのか？　俺の実力は知ってるんだろ」

「う、うそっ！　あたしが裏切り者とはいえ《黒クのロ剣ノ聖ス》と互角のチカラをっ！　……いや、うそうそうそっ！　そんな甘い言葉に釣つられないわよっ！　どうせ成果には個人差がありますとか言うんでしょ！」

「えっ!?　本当に要いらねーのか？　お前の人生で一度しかない強くなれる好機チヤンスかもしれねーんだぞ。そりゃ訓練だから個人差はあるけどよ、今この場限定の一度きりの機会かもしれねーのに何もせず諦あきらめるって……、それって凄すごく勿もつ体たいなくねーか？」

「で、でも、あ、あんたと同じ強さなんて……」

　正直──喉のどから手が出るほど欲ほしい。でも相手は裏切り者だし、そんなに簡単に信じていいのか……？　ミソラは判断に迷う。そこでカナタが全すべてを見み透すかしたかのように、

「あーあ、勿体ねーな。俺なら絶対指導を受けるのに。だってさ一時の恥はじを忍しのぶことで強くなれる可能性があるんだぜ。空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの学生として、それになにより将来の空戦魔導士としてどっちを取るかなんて凄くわかり切ったことだと思うんだけどなー」

　そう露ろ骨こつに口にされ、喉から手が出るぐらいには強くなりたがっているミソラは、

「……い、一度だけなら、う、受けてやってもいいわよっ！」

　思わず裏切り者の指導を受けることを了りよう承しようしてしまった。だが、そのタイミングで、

「ミソラはいいだろうが、わたしは反対だ」

「ちょ、ちょっと！　なんで小隊長であるあたしの意見に反対するのよっ！」

「ん、リコだったよな。どうしてお前は反対なんだよ？」

　リコは何やら貴公女のように気取った仕草で髪かみを搔かき上げたあと、

「ふっ、想像してみてくれ。凡人のミソラはともかく、もとより女神めがみなわたしがなぜ汗あせを搔くような努力をしなければならないんだ？　汗を流すような訓練などといったかったるいことを、このわたしがするわけがないだろう。疲ひ労ろうで肌はだが荒あれるではないか」

「リ、リコぉ～～っ！　あ、あんた……いい加減にしなさいよっ！　あんたがそんな態度だから、いつまで経たってもあたしたちが結果を出せないんでしょ！」

「ふっ、結果を出せないのは、キミとレクティだけだ。わたしの狙そ撃げき技術の高さは知っているだろう。正直遠えん距きよ離りからのサポート役としては完かん璧ぺきに役割をこなしていると思うが」

「き、気が向いたときに少しだけ援えん護ご射しや撃げき加えるだけでどこが完璧よっ？　遠距離からのサポートするだけじゃなくて、相手を撃げき墜ついするようになってからもの語りなさいよ」

「やれやれ、前衛がしっかりしていないのに、後衛が遠距離から命中弾だんの狙撃など繰くり出せるわけがないだろう」

「むきゃ───っ！　あんたちょっと廊ろう下かに出なさいよっ！」

「ほら、ちょっとだけ出てやったぞ」

　気取った仕草で椅子から立ち上がり、廊下へと半歩だけちょこんと足を出し、リコはミソラを小こ馬ば鹿かにする。かっとなったミソラが何やら喚わめき立てるが、リコはクールに澄すましたままだ。

　いままさに取っ組み合いの喧けん嘩かが始まらんとする一いつ触しよく即そく発はつの雰ふん囲い気き。さてと、こういうときに最後の一人であるレクティはどうするんだ？　さりげなくカナタが観察すると、レクティは何やらおどおどしながらあたふたと様子を見守る……だけ。必死そうな様子だが度胸が決定的に足りないらしい。仕方無くカナタが二人の口論に割って入った。

「なあリコ。お前、実技試験の成績Ｆマイナスなんだろ」

「だからどうしたんだ？　実技試験などというものは、わたしには不要なのだから当然の結果だろう」

　既すでにリコが自分に絶対的な誇ほこり──女神だか何だか知らないが、自分を神と同一視していることに気づいているカナタはわざとらしく驚おどろいてみせ、

「えっ、そうなのかよっ？　でも俺はお前の凄いとこ見てねーから、このままだと一生ミソラ以下の存在だと思うしかねーけど、それでいいのか？」

「わたしがこれ以下の扱あつかいだというのか……」

　たまらずミソラのことを指さして言うリコ。脳内では木霊エコーのようにミソラ以下が響ひびいていた。

「あ、あんたね、同じ小隊の仲間に向かって、これなんて言葉使うんじゃないわよっ！」

「甚はなはだ心外だな。わたしはこの美び貌ぼうに相応ふさわしい実力の持ち主なんだぞ」

「けどよ、女神だかなんだか知らねーけど、人間レベルの試験で一度も評価できねーようなら結局は測定不能じゃん。それって未知数って言葉で誤ご魔ま化かすことは出来るけど、本当に実力があるか証明できんのか？　口だけならいくらでも言えるじゃねーか」

「わたしはそこいら辺の口だけの存在ではないぞ。ただ敢あえて全力を披ひ露ろうしないだけだ。汗を搔くのはかったるいしな」

「そっか。──なら訓練で俺に実力を証明して見せろよ」

　不意に険しくなるカナタの双そう眸ぼうに見み据すえられ、リコは若じやつ干かん戸と惑まどう様子を見せたが、

「ふむ。不本意だが……、一度だけわたしのこの類たぐいまれなる才能を披露してやろう」

　裏切り者と呼ばれるカナタの訓練を受けることを、とりあえず承しよう諾だくした。

　そして最後にカナタは、はらはらとそのやり取りを見守っていたレクティへと視線を移し、

「えーっと最後にレクティ。お前はどうする？」

「あのぅ……く、訓練に参加するかしないかっていう話ですよね」

　今度は急にレクティが貌かおを赤らめて俯うつむき始めながらもじもじと告げる。

「こら、レクティ。話すときはもっと大きな声で相手の目を見て話しなさいっていつも言ってるでしょ！」

「……そのぅ、ご、ごめんなさいっ！　（ごちんっ！）」

　ミソラに咎とがめられ、レクティがあたふたと慌あわててお辞じ儀ぎをし、勢い余って机に額をぶつける。額を赤く腫はらしたレクティはその目に涙なみだすら浮うかべていた。

「ん？　レクティも俺の訓練に参加したくねーの？」

「ち、違ちがいますっ！　あ、あのぅ、さっき言ったごめんなさいは、カナタさんじゃなくてミソラさんに言ったごめんなさいで……」

　やはりカナタと視線を合わせようとはせず、レクティはすぐに俯きながらもじもじとしてしまう。

「ほら、言いたいことがあったらはっきり言う。やるのかやらないのかどっちなの？」

　ミソラが生き真ま面じ目めにフォローする。リコとのやり取りの際もそうだったが、ミソラは規律や規則に口うるさいようだ。

「……や、やりますっ！　ぜ、ぜひカナタさんの訓練に参加させてくださいっ！」

　俯きながらレクティは先さき程ほどよりも若干大きな上うわ擦ずった声で告げた。

　こうしてミソラたち三人は、カナタから指導を施されることとなった。







　学園浮遊都市《ミストガン》の飛行高度はおよそ三〇〇〇メートル。その高度よりも高く飛行することは動どう力りよく炉ろに甚じん大だいな影えい響きようを及およぼすため禁止されている。

　そんな《ミストガン》のさらに上空──高度四〇〇〇メートルの第三訓練空域にミソラたちの姿があった。地に足が着いた状態でもなければ、何かしらの道具のチカラを借りた状態でもない。三人それぞれが防護服プロテクターを纏まとい、滞たい空くうしているのだ。空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの学生の必ひつ須すスキルである飛行魔ま術じゆつを駆く使しすることによって。

　そんな彼女たちの周囲に広がる光景は、どこまでも続くかのように見える蒼あお穹ぞらと端はし々ばしに見える雲海に加えて、隣りん接せつする空域でこれまた連れん携けい飛行の訓練に励はげむ学生たちの姿と、眼下に広がるのは先程まで自分たちが居た《ミストガン》。どれも豆まめ粒つぶほどではないが、やはり凄く小さく映る。

「そういえば……なんであんたは〈ホウキ〉使ってるの？」

　防護服プロテクターを纏ったミソラが首を傾かしげながら尋たずねた。宙空を浮遊する四人の中で、カナタだけが浮遊石を加工した漆しつ黒こくのサーフボードのようなものを使用していた。

〈ホウキ〉と呼ばれるその飛行補助具は、新入生の飛行魔術の訓練に使われたりする。本来は長距離移動する際に使用するものなのだが、

「ん？　ああ、俺はこれに慣れてるんだよ」

「敢えて飛行魔術を駆使せずに、そんな機動力の劣おとる飛行補助具を使ったりするって……、はっ！　……もしかして元エース様にとっちゃこの程度のことで飛行魔術を使う必要ないっていう意味っ！」

　ミソラが刺とげ々とげしい口調で責め立てる。だが、彼はそんなことまったく意に介かいさず、

「べつにそんな深い意味があるわけじゃねーよ。ま、俺とお前らの実力差なら、正直飛行魔術を使わなくても勝てるけどな」

「～～～～～～っ！」

　ぐぬぬぬと怒いかりが込こみ上げるが、それをぐっと堪こらえてミソラは肝かん心じんの話題へ。

「……そ、それで一体何の訓練をするのよっ！　ちゃんとあたしたちが強くなれるような訓練なんでしょうねっ！」

「ああ、そういや何の訓練をするのかまだ言ってなかったな……」

　咎められ、カナタはぽりぽりと頭を搔きながらしれっと口にする。

「今日の訓練は──鬼おにごっこだ」

「「「お、鬼ごっこっ……!?」」」

　ミソラたち三人がたまらず異口同音に発してしまった。

　えっ、そんな訓練でいいのっ？　そんな訓練で強くなれるのっ？

　誰だれもがそのことに疑問を抱いだく。でも、カナタだけは飄ひよう々ひようとしていた。

「？　何そんなに驚いてるんだよ？　予科一年生のとき飛行魔術の練習として散々やらされたはずだろ」

「そ、そういう意味じゃなくて、なんで元エースあんたがわざわざやってきて、そんなレベルの低い練習なんかするのよ？」

「そうだ。このわたしの実力を試ためすために、そのような低てい俗ぞくな練習を施ほどこそうとするとは……ふざけているのか」

「あのぅ……、ちゃ、ちゃんと訓練してくださいっ！」

「ちゃんと訓練してるつもりなんだけど……。うーん…………あ、そういや言い忘れてた」

　安あん堵どの貌を浮かべたミソラたちに対して、得心した様子でカナタは堂々と言い放った。

「お前らは魔ミ装ス錬リ金ル武装で容よう赦しやなく俺を攻こう撃げきしてよくて、そんで俺を撃墜することが出来たら終しゆう了りよう。……それじゃそういうことで訓練開始な」

　あっさりと告げ、すぐに訓練開始。カナタはすぐさま〈ホウキ〉を操あやつり、ミソラたちのもとを離はなれていく。

　ミソラたちには知る由よしもなかったが、カナタの〈ホウキ〉、愛あい称しよう──〈ブラックホーク〉には通常の〈ホウキ〉の三倍の速度が出せたりするカスタマイズが施されていたりするのだが……、そんなことは一いつ切さい気づかず、ただ呆あつ気けに取られた彼女たちがはっと我に返り、

「ちょ、ちょっと！　ぜんぜん人の話聞いてないじゃないっ！　……あーもうっ！　鬼ごっこなんて超ちよう初心者向け訓練、もしかしてあたしたちを強くするつもりないんじゃないのっ？　あいつって一体何考えてるのよっ！」

　ミソラがふと思い出したかのようにぼやくが、隣となりで腕うでを組んでいたリコが何か狙ねらいに気づいたかのような感かん嘆たんの言葉を漏もらす。

「ふむ……、あながち馬ば鹿かでもないかもしれない。あの男意外と出来るかもしれないぞ」

「どういう意味よ？　ただ飛行するだけなら、空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンなら誰でも出来るじゃないの」

「あ、あのぅ……もしかしたら、基き礎そ身体能力を高めるための訓練なんじゃないですか……？」

　ミソラが否定しようとした矢先、今度はレクティがおずおずと主張し始めた。

「……わたし、今朝教官に出くわしました。そうしたらもの凄すごい脚きやく力りよくで、どこかへ走り去って行きました。わたしたちに、その……基礎訓練の大切さを、教えようとしているんじゃないでしょうか？」

「……………………」

　リコは無言のまま何か勘かん付づいているような貌を浮かべる。

　カナタとの出会いに関してミソラも思い当たる節があることは否定しようもなく、

「……確かにあいつの走りは凄かったわ」

　そのことはしぶしぶ認めざるを得ないが、

「でも、武器を使っていいなんて、あたしたちをなめている証しよう拠こじゃないのっ！　いい、三人がかりでとっととあいつを捕つかまえてやるのよっ！」

　侮あなどられていると憤いきどおりを覚えたミソラが、急加速に備え足元の魔力を調整する。レクティはミソラの指示に従いついていこうとするのだが、リコだけは沈ちん黙もくしたままその場を動こうとしなかった。

「？　なんであんたが動こうとしないのよ？」

　そんな彼女を不ふ審しんに思ったミソラが問い詰つめると、リコが貴公女のような仕草で髪かみを搔かき上げながら告げる。

「ふっ、ミソラのような凡ぼん人じんと違い、女神めがみなわたしは疲つかれてかったるくなるような実技訓練をする必要はないんだ。そもそも汗あせを流す行こう為い全ぜん般ぱんが嫌きらいだしな」

「……あんたね、少しは協調性っていうのを大事にしなさいよっ！」

「ふむ、個人の意志を尊重しないのが協調性というのならば、そんなものは不要だろう。ミソラ、キミは本当に協調性という言葉の意味を知っているのか？」

「～～～～～っ！　わ、わかったわよっ！　ならあたしがとっとと一人であいつを仕留めてやるわよっ！」

　かっとなったミソラが真まっ直すぐカナタのいる方角へと飛ひ翔しようしていく。その存在がすっかりと頭から抜ぬけ落ちていたレクティが、

「あっ！　ちょ、ちょっと待ってくださいっ！　ミソラさん」

　あわててミソラの後を追い駆かけようとする。

　遠とお退のいて行くミソラと慌てふためくレクティを見下すかのように眺ながめながら、

「愚おろかだな。何の策もなく逃にげる相手を追いかけようとするとは──」

　そんな光景を嘲あざ笑わらうかのようにリコが鼻でふっと笑った。







「うーん、本当にチームワークのない小隊だな」

　滞空したカナタが難しい貌を浮かべながら、ミソラたちの様子を遠方から窺うかがっている。

　いきなり訓練開始を告げられ、小隊長がきちんと仲間を纏めることが出来るかも重要な確かく認にん事じ項こうだ。しばらくしてミソラが巡じゆん航こう速度でカナタのもとへと飛行。相対距きよ離りを縮めた状態でカナタと向かい合う。

「なんだよ。たった一人で俺を捕まえられるって思ってるのか？」

「思ってるからここに来たに決まってるでしょ。ソーサラーフィールド抜きで、剝むき身の武装を使っていいって言ったのはあんたなんだから。怪け我がしても知らないわよ」

「なら大だい丈じよう夫ぶだろ。お前らの攻撃を喰くらうつもりなんて最初からねーんだから」

　ふてぶてしいまでの発言だが、カナタ自身本気で攻撃を喰らうとは思っていない。

　Ｆランク小隊と馬鹿にされるような連中の攻撃を、いくら裏切り者とはいえ、Ｓランク小隊の元エースが浴びるわけがないのだ。

「～～～っ！　げ、現げん役えき当時から変わんないわね。いつも自分だけでなんとかなると思ってるその傲ごう慢まんな態度。そんなだから、スタンドプレーばっかり目立っていたのよ」

「へー、俺のことよく知ってるじゃんか」

「か、覚かく悟ごしなさいよっ！　あたしは皆みんなの期待を裏切ってＳランク昇しよう進しんが決まる試合を無断欠場した身勝手な奴やつに、容赦するつもりも負けるつもりもないから」

　いきなり教官に就任したカナタのことを嫌うのは当然のこと。敵意を込められた眼まな差ざしを向けられてもカナタが動じることはない。裏切り者扱いこんなことには慣れている。

「行くわよっ！」

　言うや否いなや、ミソラは人差指にはめた、ルーン刻印が施された指輪──魔術士の宝石箱マギスフイアへと魔力を注ぐ。固有魔力波に反応して、突とつ如じよとして何もない空間から一振ふりの大きな剣けんが出現した。

「白銀色の……魔ま砲ほう剣、か」

　それを目もく撃げきした途と端たん、カナタは目を興味ぶかそうに細める。魔剣であるにもかかわらず、柄つかに当たる部分には回転式のシリンダーが装備され、剣先には銃じゆう口こうが存在していた。

　かつてカナタも使っていた砲撃機能を備えた大剣。しかしそのあまりのアンバランスさに、現在では使い手が殆ほとんどいないという廃すたれた武器。

「覚悟しなさいっ！」

　瞬またたく間にばっと距離を縮めたミソラが〈ホウキ〉に乗るカナタの眼前へと迫せまり、精せい一いつ杯ぱい振り上げた白銀色の剣を振り下ろした。

　まるで丸太でも振り回すかのように豪ごう快かいな風圧で迫る大剣がカナタの頰ほおを撫なでる。だが、その斬ざん線せんをすでに見切っていた彼は首を軽く捻ひねり造作もなく躱かわしてみせた。

「惜おしいっ！　もう少しで仕留められたのにっ！」

　連続してミソラが剣けん戟げきを繰くり出す。暴風が行き交かうかのようにカナタの周囲では荒あれ狂くるう凄すさまじい剣圧。だが、そんな修しゆ羅ら場ばにあって彼はどこか引っかかるかのように怪け訝げん貌がおを浮うかべていた。

「もーう、ちょこまかちょこまかとっ！　とっとと墜おちなさいよっ！」

　ミソラが大剣をあらん限りチカラを込めて暴風のように振り回した。どこか心ここにあらずといった様子ながら、巧たくみな足あし捌さばきで〈ホウキ〉を操るカナタは軽かる業わざ師しの如ごとくひょいひょい躱す。

　手を伸のばせばすぐに届きそうな間合いには、空士として圧あつ倒とう的な実力チカラの差が明確に二人を隔へだてていた。

「そんなぶんぶん振り回すんじゃなくて、もっと鋭するどく振り回したりは出来ねーのかよ？」

　ミソラの剣戟は『斬撃』というより『打撃』に近い。溜ためが長く剣速が遅おそいため、飛行魔術を駆く使しして大空を自在に駆け巡めぐりながら戦せん闘とうする空戦には不向きであることに加え、魔砲剣の長大な剣身にミソラの華きや奢しやな体が振り回されすぎていたりもする。

「うっさいわねっ！　とっとと墜ちなさいよ、この裏切り者っ！」

　正直、ミソラの魔剣術に関してはお粗そ末まつすぎて目も当てられない。

　だが、それ以外のある才能に先さき程ほどからずっとカナタは思考を奪うばわれていた。そして自分の考えが本当に正しいかどうかを試すために、ミソラの不意を突つき〈ホウキ〉の速度をトップギアへと上げ、一気に間合いを取る。

「ちょっとっ！　あんたまさか逃げるつもりっ！　ビビったんじゃないでしょうねっ！」

　カナタが駆使したのは通つう称しよう、接近クロスプリ封じベント。相手と同じ方向に加速することで相対速度をゼロに、相対距離を縮めさせない戦術。つまり──ミソラはカナタに近づくことが出来なくなるのだ。

　どんな強者であっても近接武器を扱う限り手も足も出なくなる。魔砲剣を扱うミソラにとって、それは致ち命めい的な戦術になる……はずだった。

　だが次の瞬しゆん間かんには、そんな卑ひ劣れつな戦法を取るカナタの口の端はしが不敵に攣つり上がる。

　その瞳ひとみに視界一いつ杯ぱいに広がる姿はミソラ。伸ばせば手が届くような距離だ。彼女は風を切る駿しゆん馬めの如く瞬く間に距離を詰めてみせたのだ。

「とっとと墜ちろって言ってるじゃないのよっ！」

　連続する剣戟を避よけながら、カナタはミソラのことを素す早ばやく分ぶん析せきし続ける。

　瞬まばたきする間と錯さつ覚かくさせるかの如き速度力。それは少なくともＦランク小隊の隊員には為なし得ない動きだ。

　飛行魔術の速度力は思念魔術による浮ふ力りよくの発現。魔力制せい御ぎよによる推進力へ魔力変へん換かん。重心移動と風を読み駆け巡るバランス感覚。これら三つの生まれながらの素質に大きく依い存ぞんするといわれている。単に体たい軀くが大きければ速いというわけではない。

　ミソラの飛行魔術は初速から最高速度に達するまでの所要時間が圧倒的に少ないのだ。そしてそれが相手との相対距離を読み違ちがえたかのような錯覚すら生み出す。

　では、スタミナの方はどうか？

　肩かたで息しているようだがスタミナはまだ余よ裕ゆうがあるようだし、スピードは衰おとろえているように見えない。

「なら、これについてこれるかよ」

　追つい随ずいしようとするミソラに対し、カナタはより緩ゆるやかに上空に逃げるかのように振る舞まいつつ、ここぞというタイミングで自身の〈ホウキ〉の後部をがっと蹴けり上げた。

　途端に〈ホウキ〉に大きな空気抵てい抗こう。穂ほ先さきが大きく上へ仰のけ反ぞりながら上空でくるりと一回転。カナタも身を捻ひねることで、瞬く間に進行方向を真逆へ。

　だが速度過か剰じようで直線運動中の彼女は、そのまま交差してすれ違うほかなく彼を追いかけることが出来ない。

　簡単なフェイントに騙だまされるのか……

　スピードもスタミナもあるようだが、スキルがないようだな。

　さてと残り二人はどこだ？　カナタはかつてリコとレクティがいた方角に目をやったが、当然そこに二人の姿はない。

　だが、すぐ近くに人の気配。気づいたカナタが素早く振り向くと、おどおどしながら魔ま双そう剣けんを八双に構え、おずおずとこちらを上うわ目め遣づかいで見上げるレクティの姿があった。

　おどおどしている彼女は、決して自然体でないにもかかわらず、カナタに隙すきがないと感じさせる構えを取っていた。まるで絶対侵しん入にゆう不可能の制空権がそこに存在しているような……

「あのぅ、カナタさん……」

「どうしたんだ？　かかって来いよ」

「……い、いきますよっ！　カナタさんっ！」

　何もない空間からカナタはダガーを展開し、レクティと直接剣戟を響かす決意を固める。

　そう彼が判断した理由はレクティの八双構え。ただそれだけ。

　そこに光るものがあるということは相当の実力者である可能性が高い。だが、カナタは怪訝貌を浮かべ尋たずねた。

「どうしたんだよ？　……お前もしかして手抜きしてる？」

「そ、そんなことありませんっ！」

　魔双剣での連撃を繰り出すレクティの動きは妙みようだ。何かが嚙かみ合っていないのだ。

　たまにカナタが目を瞠みはるような鋭い突きを繰り出したりするのだが、ウィーンギシギシ、ガシャガガッ……ガシャンと古ぼけたゼンマイ駆動の人形のように節々にぎこちなさが存在する。

　そんなぎこちなささえなければ、まるで蝶ちようのように舞い、蜂はちのように刺さすかのような流りゆう麗れいな動き。それはまるで決められた演目通りに舞ぶ踊ようを演じるかの如く芸術の領域まで洗練された魔双剣術だ。

　その片へん鱗りんがカナタの目には垣かい間ま見みえた。レクティと剣戟を響かせる戦闘の最さ中なか、彼が思わず呟つぶやく。

「おい、レクティ。この魔双剣術ってもしかしてお前……」

　そういってレクティの方を見やると、ふとカナタと視線がぴたりと合う。

　するともとより何やら恥はずかしそうに貌を赤らめていたレクティが気の毒なくらいに頰を染め俯うつむき、動きすら極きよ端くたんなくらいに鈍にぶくなり、

「ん？　どうしたんだよ？」

「そ、そのぅ……、す、すみませんっ！」

　なんで謝るんだとカナタが首を傾かしげる間にも、レクティはチカラなく弱々しくなっていき、俯きながら剣戟を繰り出す。

　それは非常に精せい彩さいを欠き、動きも今までよりもさらに悪化して最も早はや魔双剣術と呼べるものではなくなっていた。

　ふと背中から突き刺すような気配。敏びん感かんに感じ取ったカナタが振り向くと、遠くの空にこちらへ向かってスナイパーライフルのような形状をした魔銃を構えるリコの姿があった。

　そしてリコはスコープ越ごしに狙ねらいを絞しぼり、引き金を引く。

　容よう赦しやなくカナタへ向かって吐はき出される魔力弾だん。

　ギリギリのタイミングで状況を把は握あくすることが出来たカナタはそれを避けようとして、一いつ旦たん避けたあとまた射線上に姿を戻もどす。

　彼の背後には魔力弾に今まさに気づき、驚きよう愕がくの表情で固まったレクティの姿があったからだ。

「ちっ！」

　舌打ちしながらカナタは意識を集中。タイミングを合わせこちらへ向かう蒼あお白じろい魔力弾をダガーで斬きり裂さく。毎秒三〇〇メートルで飛ひ翔しようする弾丸を斬るのは容易なことでないはずだが、彼は容易たやすくやってのけた。

　動体視力と反応速度を体内魔力で強化。刹せつ那な的速度で飛翔する魔力弾の速度を把握した上で、それを相そう殺さいする魔力斬撃を放ったのだ。

「くっ……、外したか」

　心外そうな様子で接近してきたリコが呟く。第二撃を放とうとしないのは、一撃を放った時点でその力量の差を理解したからだろう。

「狙いはぜんぜん悪くねーよ。ただ殺気がちょっとだけ肌はだをついたな」

　加えてカナタは補足する。

「いまの狙そ撃げきって──打ち合わせしてなかっただろ？」

「……は、はいっ！　す、すごく……怖こわかったですっ！」

　カナタが呆あきれたかのようにリコを見る。だが彼女は素知らぬ態度で、

「乱雑な動きで所構わず飛び回るミソラと違って、レクティの動きは洗練されている。なら狙撃する際はその動きに合わせればいいだけのことだ。その程度のこと、女神めがみなこのわたしができないわけがないだろう」

「お前さ、同じ小隊の仲間のことをもう少し大事にしろよ」

　はあーとため息をつくカナタ。それでもちょうど三者三様、長所と短所をあらかた把握し終えた。そんなとき、ミソラがやっとのことで追い付いてくる。

「うわー、ミソラ。お前まだ体力余ってたのかよ。俺もうお前らの相手疲つかれたんだけど」

「な、なんでそんな残念がるのよっ！　あ、あたしがまだ元気あるんだからあんたを捕つかまえるまで訓練するわよ。あたしがあんたより強いことを今ここで証明してやるわっ！」

　それからしばらくの間、カナタとの鬼おにごっこが続いた。







　訓練終しゆう了りよう後の更こう衣い室。シャワーを浴びて汗あせを流したあと、ミソラたちはそれぞれ下着姿になって着き替がえをしていた。

「あーもうムカつくっ！　なんで三人もいてあいつ一人を捕まえることが出来ないのよっ！」

　苛いら立だちのあまり背中のホックを中々留めることが出来ないミソラ。ブラジャーを上う手まく身につけることが出来ないでいる。そんな空気を敏感に感じ取ったレクティは隣となりで下着をちょうど身につけ終えたらしく、ふとミソラの方へと貌を向け、

「そのぅ……ミ、ミソラさんっ！　わ、わたしのチカラが及およばず、ご、ごめんなさいっ！」

　ぺこりとお辞じ儀ぎしてみせた。そこできょとんとしたミソラがはっと気づき、

「それとあのぅ……後ろのホック、留めましょうか？」

「あ、ありがとっ。そのさっきの件だけど、レ、レクティのせいじゃないわよっ！　今考えてみると、あたしも周りが見えてないことがあったし、そういえばレクティに指示し忘れてたかも……」

　粛しゆく々しゆくと自分の過失を認め謝る。そうだ。これこそが小隊長としてあるべき態度なのだと、ミソラが落ち着きを取り戻そうとしていたとき、

「ふむ。確かにミソラの言う通り、小隊長としての全体把握は不十分だったな」

　冷や水を浴びせられ、ムッとしたミソラがリコを睨にらみつける。そんなリコはまだ着替え中というか、さきほどから自分の美び貌ぼうに目を奪うばわれているようで下着だけ身に着け備え付けの姿見に映る己おのれの姿形に見み惚とれている始末だった。

「ふっ、美しいという言葉は──わたしのためにある」

　何やら感かん慨がいぶかそうに口にする。ただのナルシストでしかないのだが、それでもその容姿に関してはミソラも見惚れるというか羨うらやましいものがあり、自分の胸のあたりと比ひ較かくすると明らかに大きくて、トップとアンダーの均整がとれていて、弾だん力りよくもありそうで……

「ふむ、どうかしたのか？」

「な、なんでもないわよ……っ！」

「ふっ、わたしの方が胸も大きく身長もあるのは当然のことだ。美しいという言葉はわたしのためにあるからな」

「～～～っ！　べ、べつに誰だれも訊きいてないじゃないのっ！　む、胸が大きいかどうかなんて大した問題じゃないわよっ！　そ、そうよね、レクティ」

「えっ？　そのぅ……そ、そうなんですかっ？」

　そうしてミソラはふとレクティに注目する。小こ柄がらなレクティはというとロリっ娘こ体形のくせにじつにその胸が豊満なものでいわゆるロリ巨きよ乳にゆうの体現者であり……

「う、うそっ！　な、ななな、なんでレクティがあたしより胸が大きいのよっ！」

　まさかのレクティに絶望するミソラ。まさか自分より背が低いレクティまでこんなに胸が大きいなんて……そしてそんなときにリコが──、

「べ、べつに気にすることはないと思うぞ。なあレクティ」

「そ、そうですよねリコさんっ！　胸の大きさで全すべてが決まるわけじゃないですよね」

「あ、あんたたちっ！」

　珍めずらしくリコが救いの手を差し伸のべてくれ、ミソラが少しだけリコのことを見直した気持ちになる。口ではなんだかんだ言いながら気き遣づかいが出来る奴やつなのかもしれないとも。

　だが、リコの言葉には続きがあった。

「そう。胸の大きさが全てではない。べつにわたしたちのように胸が豊かでなくとも、たとえミソラのスタイルがキュキュキュチリーンであったとしてもだ。なあレクティ」

「そ、そうですよっ！　仮にミソラさんの胸がキュキュキュチリーンであったとし……」

　そこでレクティは失言に気づき、慌あわてて自分の口を塞ふさいだあと、

「な、ななな、なんてこと言わせるんですかリコさんっ！　……ミ、ミソラさん、違ちがいますよっ！　そ、そんなことぜんぜん思ってないですからねっ！」

　なんて言葉は既すでに怒いかりがピークに達しているミソラには届くわけもなく、

「う、うぅっ！　リ、リコっ！　あ、あんたあたしに何か恨うらみであるのっ！　今回の鬼ごっこだってあんたはあたしに協力しなかったじゃないのっ！」

「ふっ、わたしはミソラのことを小隊長と認めたわけではない。そもそもなぜ女神なわたしがミソラの下でなければならないんだ？」

「だってこの小隊を創設したのはあたしだもん。あとから所属することになったあんたよりも、発ほつ起き人にんであるあたしが小隊長になるのは当然のことでしょ」

「その道の先達だからといって尊敬されるとは限らない。学校の先せん輩ぱいだからといって、尊敬に値あたいしない人間に敬語を使わないのと同じことだ」

「その理り屈くつだとあんたって誰にも敬語使わないんじゃないの……っ？」

「よくわかったな。女神なわたしが敬語を使うに値する人間はこの世界に存在しないぞ」

「あのね、少しはもっとこう常識ってやつを身につけなさいよっ！」

「ふむ、ミソラ。キミは常識という眼鏡に捉とらわれた頭でっかちだと言われることはないか」

　じりじりじりじり。ミソラとリコの間で何やら不ふ穏おんな空気が流れる。おどおどとレクティが割って入る。

「ミ、ミソラさんっ！　リコさんっ！　お、落ち着いてくださいっ！」

「ちょっと黙だまってなさい、レクティ。いまリコの五う月る蠅さい口を黙らせるからっ！」

「そうだレクティ。女神に仇あだなす愚おろか者を殲せん滅めつする好機を邪じや魔まするな」

「は、はいっ！　そのぅ……、ごめんなさい」

　じりじりじりじりじり。一いつ触しよく即そく発はつの空気が増し、そして半はん裸らのミソラがリコへとだっと体当たりし、リコがふっと躱かわし、勢い余ったミソラがロッカーへと頭をぶつけ、額を押さえながらも怒りに身を任せそのあとはもう……──。

　たった三人の小隊はチームワークという名から程ほど遠とおい実態のようだ。







　第二章　最弱がもたらす可能性







　お昼休みの展望ガーデン中庭テラス。整備された花か壇だんと芝しば生ふで、昼食を楽しめることが出来るこの場所はすぐに大勢の上級生たちで満席になる。パラソルのついた丸いテーブルを囲うように座りながら、クロエとユーリはスケジュールの打ち合わせをしていた。

「それでは今日は実技訓練を早めに切り上げて、都市内の治安維い持じ活動の手伝いということでいいんですか？」

「うん、今日するべきことはそのくらいかな」

　特務ロイヤル小隊ガードになると通常の実技訓練に加えて、学外での小隊活動も増える。今回は都市内秩ちつ序じよを取り締しまる〈レイブンネスト〉と合同の活動が予定されていた。

　展望中庭で行き違う学生のほとんどが、クロエとユーリのいる席へさりげなく、または露ろ骨こつにちらりと視線を向ける。その視線には尊敬や信しん頼らいが見て取れる。

　中にはクロエやユーリと視線が合うときゃっと騒さわぐ女学生がいるくらいだ。

「……どうしたのユーリ？」

　ユーリは照れ隠かくしに角砂糖をぽんぽん紅茶に入れ始める。

「いえ、なんていうかその……いつになってもこういう扱あつかいに慣れてなくて」

　そして凄すごく甘めにした紅茶を音を立てることなく上品に啜すする。

「あはは。そう言えばそうだよね。去年の今いま頃ごろはずっと訓練漬づけの日々を送ってたからね」

　クロエも当初はそうだったが、特務の仕事の多さに忙ぼう殺さつされるうちにいつの間にか慣れてしまっていた。

　あまり気遣いする余よ裕ゆうがなかったが、ユーリは畏かしこまった話し方をして大人びたふりをするが、幼さを残している。

　ちなみに、彼女はコーヒーが苦くて飲めないし、紅茶も砂糖を山ほど溶とかしてからでないと口をつけようとしなかった。

「そういえばその……カナタ先輩はまだ病気療りよう養よう中扱いなんですか？」

　本人は気づいていないだろうが、ユーリはクロエと会う毎ごとにカナタのことを尋たずねてくる。

　病気療養中とは特とく殊しゆ任務を無断欠席しまくりのカナタに苦肉の策としてクロエが施ほどこした言い訳だ。他ほかにも空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーにお願いをしたりと何かとカナタを気遣っている。

　その都度クロエが誤ご魔ま化かすことになるのだが、数ヶ月に及ぶ病気療養中のためユーリはその真しん偽ぎを疑っているようだ。

「まあ、そういうことになるね。病気療養中だから現場に出られないようだけど、昨日からＥランク小隊の教官に就任したよ」

「教官に就任？　──カナタ先輩がですかっ！」

「うん、そうだよ。わたしからお願いしたの」

「……納なつ得とくできません！　なぜあの裏切り者なんですかっ！　小隊活動に参加せず後方支ロジステ援科イクスの手伝いをしていると思えば、今度は教官っ!?

　絶対的な実力を持ったエースだったのに……。確かに昔から何を考えているんだかわからないところもありましたけど、なぜ先輩はああも自分勝手なことばかり──」

「……ユーリ、お願い。あんまりカナタのことを悪く言わないで」

　やんわりと宥なだめながら、クロエはにこにこと天使のような笑えみを浮うかべ周囲を見み渡わたす。

　彼女の視線の先には、お互たがいに何やら激論を交かわす機械科学科マキナの学生。ささやかなお昼時間に談だん笑しようを愉たのしむ経済経エコノ営科ミツクの学生など多くの当たり前の日常を過ごす学生たちの姿があった。

「ここにいる人々の日常を守るのがわたしたち空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの役割。きっとカナタも気持ちは同じだよ」

　そう微笑ほほえまれて、ユーリは気まずそうに甘ったるい紅茶を啜ってみせた。







　午後の実技訓練。Ｅ６０１小隊室。

　カナタが入室する頃ころには、ミソラたち三人が揃そろって彼のことを待ち受けていた。

「へー、まだ時間前なのに全員揃ってるって、お前らなかなか見所があるじゃねーか」

　飄ひよう々ひようと入室したカナタに皆みんなが注目する。昨日の同じときは裏切り者のカナタに対してマイナス評価しかなかったが、今日は若じやつ干かん違うようだ。

「つーことでこれから個人個人に特訓を施すわけだけど……んっ、なんでミソラはそんな目を輝かがやかせてるんだよ？」

「べ、べつに輝かせてなんかないわよっ！　で、でも、少しだけどういう特訓を施すのか期待してるかも……」

　どこか拗すねたように言いながらも、ミソラはカナタのことを認めつつある。昨日の訓練で、カナタの実力が腐くさっても元エースであることは否定しようがなかった。

　そのことはミソラ以外にも伝わっており、レクティがおどおどした上うわ目め遣づかいで、

「あ、あのぅ……、カナタさんからの指導を受けることが出来てうれしいですっ！」

　尊敬の眼まな差ざしすら向けていた。どこか困ったようにカナタは頭の後ろを搔かきながら、

「断っとくけど、そんな舞まい上がるような特訓内容じゃねーぞ。特訓っていうのは厳しいもんだし、楽して強くなれるようなもんじゃねーからな」

　そう言って、彼は最後の一人──リコの姿を注意深く探さぐる。普ふ段だんから訓練なんてかったるいことしたくないと豪ごう語ごする問題児であり、んじゃお前どうして空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンにいるんだよと常人ならツッコミを入れたくなる存在だ。

　カナタに注目されていることに気づいたリコが鼻でふっと笑ったあと髪かみを搔き上げ、

「ふっ、わたしは特訓などに付き合うつもりはないぞ。キミも知っていると思うが、わたしの狙そ撃げき技術は最も早はや女神めがみの領域だ」

「ちょ、ちょっとリコっ！　あんたいくらヘンタイとはいえ、一応教官に向かってなんてこと言ってるのよっ！」

「いや、だからヘンタイじゃねーって言ってんだろ」

　ミソラが慌てて咎とがめる。だが、カナタにとってはリコの反応リアクシヨンは想定の範はん囲い内だ。

「ま、狙撃センスと状じよう況きよう判断能力に関しちゃ非の打ち所はねーよ。少なくともこの中で一番戦うことが出来るのはお前だ」

「ふむ、もっともっと褒ほめてくれて構わないぞ。どうやらキミも只ただ者ものではないらしいな。その辺の凡ぼん人じんたちと違ちがい、わたしの才能の片へん鱗りんを理解することが出来るらしい」

　リコが澄すまし貌がおで勝ち誇ほこるように喜ぶ。だが、カナタの言葉には続きがあった。

「そんで、お前は俺との実力の差を瞬しゆん時じに把は握あくして、継けい続ぞくして狙撃したところで次じ弾だんは外れるっていうイメージがあったから一回しか引き金は絞しぼらなかったんだろ」

　図星を指し摘てきされ、リコの澄ました美び貌ぼうがあからさまにくっと歪ゆがんだ。

「わたしはすでに基準以上の能力を身につけている。よって訓練を受ける必要はない」

　そう言って扉とびらを開けて出て行った。

「ちょ、ちょっとリコ……っ！」

「いいからほっとけよ……」

「なによほっとけってっ！　リコに訓練を受けさせないでいいわけないでしょっ!?」

「今は他人のことより自分のことだろ。それとも今のお前らに他人を気き遣づかう余裕があるとでも思ってるのか？」

　カナタに取り乱す様子は見られない。リコが訓練をサボるのはもとから想定内だ。だが、いまは高飛車な性格の彼女に訓練を施すよりも、残り二人に集中的に特訓を施した方が小隊の総合力が上じよう昇しようすると判断したまでのこと。

　突とつ然ぜんのことにミソラとレクティが落ち着きを取り戻もどすのを待ってから、彼は問うた。

「──そんで特訓の話だけど、これから俺がお前らに個別に伝える特訓を、最低一週間継続することが条件だ。お前らにその覚かく悟ごってあるかよ？　苦手なことでもやる覚悟のことだぜ」

「「………………」」

　苦手なこと……たちまちミソラとレクティが沈ちん黙もくする。カナタの言葉には軽く話しているようで妙みような重さがあった。喩たとえるなら幾いく度どもの修しゆ羅ら場ばをくぐった者のみが放つ重圧プレツシヤーのようなものだ。

「……カ、カナタさんっ！」

　何やら思い立ったかのように席から急に立ち上がり、緊きん張ちようした面おも持もちでカナタの首元辺りを上目遣いで見上げた。

「どうしたんだよ、そんなに緊張して？」

　そう問われ、レクティがおどおどと言葉を紡つむぐ。

「強く……、いまより強くなるための指導を施してくれるんですよね？」

「ああ、そうだけど……」

「な、ならわたしは、だ、大だい丈じよう夫ぶですっ！　ど、どんな訓練にも、た、耐たえ抜ぬいてみせますっ！」

　そのレクティの誠実さはすぐにもカナタへと伝わってきて、

「……わかった。ならレクティの特訓をあとで教える。どんなに過か酷こくでもちゃんと耐え抜いてみせろよ」

「は、はいっ！」

　そう言ってレクティはぺこりとお辞じ儀ぎをすると、不意に席についてまた恥はずかしそうに俯うつむき始めた。

「そんでミソラ、お前はどうするんだよ？」

　カナタが見やるとミソラは何やら逡しゆん巡じゆんを見せながらも、

「わ、わかってるでしょ。あたしも……イエスよ」

　歯切れが悪かったためか、カナタは改めて意志を確かく認にんする。

「本当にいいのか？　お前俺のこと目の敵かたきにしてたんじゃねーのかよ？」

「いまでもあんたの裏切り──皆の期待を裏切って試合を無断欠場し続けたことを許したつもりはないわよ。凄すごく無責任な行こう為いであたしはそういうことをする人間は大っ嫌きらいだわ」

　そう糾きゆう弾だんしたあと、それでもとミソラは言葉を続ける。正直カナタのことはあまり好きにはなれないが、

「それでも、あたしの魔ま砲ほう剣けん術じゆつはあんたに届かなかった。だから、強くなるためになら、ぜんぜんあんたのことを認めたわけじゃないけど、それでも強くなるために利用してやるわよ」

　カナタは不敵そうに微笑んだ。

「へっ、お前ら二人ともいい覚悟じゃねーか」

　そうしてミソラとレクティの特訓が始まった。







　午後の時間帯になると経済経エコノ営科ミツクの学生を中心に、商業活動へと従事する者が活気づく。

　商店街の運営も学生の役割だ。もっとも貧ひん富ぷの格差を生むような行為は学園都市という性質上好まれておらず、税率は生活必ひつ需じゆ品は低めに、嗜し好こう品は高めに設定されている。

　そんな中で、カナタはまずレクティとともに都市中心部の商店街のブティック巡めぐりをしていた。彼はレクティに似合いそうな衣類があれば手当たり次し第だいに試着させ、彼女が気に入った商品を購こう入にゆうし続けている。

　当初はレクティもこれがきっと凄い特訓なのだと信じ込み、生き真ま面じ目めに試着し続けていたのだが、四軒けん目のブティックでカナタの両手がぱんぱんに膨ふくらんだ紙かみ袋ぶくろで塞ふさがったところで、ついに怪け訝げんに思い意を決する。

　紺こん色いろのメイド服に着き替がえさせられたレクティは試着室のカーテンを開け、恥ずかしそうに俯きながら尋たずねる。

「あ、あのぅカナタさん。わ、わわわ、わたし、こんなことでつ、強くなれるんですかっ！」

　そのあまりの可愛かわいらしさに自分でチョイスしておきながら、カナタはちょっと驚おどろく。なんというか……可愛過ぎてそっちの性せい癖へきに目覚めそうだった。

「うーん、メイド服じゃなくてバニーさんのほうが似合うかな。ミソラと違って、レクティってスタイルいいんだな」

　気を取り直してカナタは、その服がレクティに似合っているかどうかのみを判定する。

「あのぅ……カ、カナタさんっ！　き、聞いてますかっ？」

「でもま、これからしばらく時間があるからどっちも試ためしてみればいいか」

　そう言ってレクティに制服に着替えるように指示すると、四軒目ではメイド服とバニー服の二着を購入した。

　それからレクティに買い物袋ぶくろを持つのを手伝ってもらいながら、カナタたちは商店街の通りを帰宅し始める学生たちの散さん漫まんな流れに逆らい、校舎へと向かっていた。

　ますますカナタの意図がわからなくなる。特訓とは一体何をするのだろう？　それに生真面目なレクティにはもう一つ気がかりなことがあった。



「あのぅカナタさん……、貴重な小隊の活動費をこんなことに使っていいんですか？」

　不安そうな上目遣いで恥ずかしそうにカナタのことを見上げてみせる。

　だがそんなことは意に介かいさず、彼は例の如ごとくケロッとした調子で言う。

「ん？　これも立派な活動だけどダメなのかよ？」

「……ダ、ダメなんじゃないでしょうか？」

「いや、いいだろ。だって立派な活動じゃんか」

　一体どこが立派な活動なのだろう。両手で抱だき抱かかえるようにして持つ買い物袋が、罪の意識からか余計に重く感じられてしまう。

「こんなに一いつ杯ぱい買い込んで一体どうするんですか？」

「着るに決まってるだろ。学校でレクティがこれを全部な」

「へー、わたしがそれを学校で着るんですか…………ム、ムリですっっっ！」

　思わず買い物袋を取り落としそうになるレクティ。

「どうしてだよ？　大丈夫だ、どれも似合ってたから」

「そ、そういう話じゃなくてですねっ！　あのぅ、カ、カナタさん、うぅ……わ、わたし、そういう格好をするのが、は、恥ずかしいというか……」

「でもさっき試着したとき、レクティけっこう喜んでたじゃんか」

　カナタはレクティを振ふり返る。一軒目でのレクティは何やら神しん妙みような様子だったが、二軒目三軒目では年とし頃ごろの女の子なりにお洒落しやれな洋服を身に纏まとうことを確かに喜んでいた。

「だ、だって学校の皆みなさんの前で、同じ格好するなんて思ってませんでしたし……」

　そんな言葉を口にするレクティをカナタはあっさりと無視して、そして更こう衣い棟とうの中へと進んでゆき、女子更衣室の前へと辿たどり着く。

「着いたぞ。んじゃ更衣室の前で待ってるから、どれでも好きなのに着替えてこいよ」

「す、好きなのに着替えろって言われましても……そのぅ、ほ、本当に着替えないとダメなんですかっ？　……というか、そもそもなんでこんなことするんですか？」

「あー、言い忘れてたけど、これってレクティの特訓な」

「えっ!?　こ、これがわたしの特訓だったんですか……っ！」

「ああ。イメチェンすることがレクティの特訓内容。これ着てテキトーに校舎内を歩き回ってみろよ」

「そ、そんな訓練をして本当に……そのぅ、強くなれるんでしょうかっ？」

　明らかに人目を引くようなその行為は、恥ずかしがり屋さんのレクティにとっては激しい重圧プレツシヤーだ。

　不安そうで、しかも今にも泣きだしそうに胸に手を当てながら尋ねるレクティは守ってあげたい小動物のような印象をカナタへと与あたえる。

　その純じゆん粋すい無む垢くな少女が困っている仕草に、平然と取り繕つくろっているように見えるカナタも知らず知らずのうちに少し口が軽くなった。

「お前の魔ま双そう剣けん術じゆつって、剣神アルバート・アイゼナッハが創始したアイゼナッハ流魔双剣術だろ。レクティのファミリーネームもアイゼナッハだしな」

「あのぅ……、わたしの家のことご存ぞんじなんですか？」

「アイゼナッハの魔双剣術についてはまあまあ知ってるよ。アイゼナッハを名乗ることが出来るのは、相当な修しゆ行ぎようを修めた実力者のみ。たとえ本家の者であっても相応ふさわしい実力がなければ破門か追放っていうすげー厳しい家いえ柄がらなんだろ」

　そう言われてレクティがしゅんと静まり返る。アイゼナッハという家名にレクティはどこか気負いがあるらしい。そんな様子を眺ながめながら、カナタはぼそりと漏もらす。

「昨日の鬼おにごっこのとき、一番凄くて一番凄くないのがお前だった」

「それって、どういう意味なんですか？」

「ミソラとの間かん隙げきを縫ぬうように斬きりつけてきたお前の剣けん戟げきな、あれは俺のことをしっかりと見み据すえて全力さえ出すことが出来れば、Ａランクの小隊員とも互ご角かく以上に渡わたり合えるスキルになるはずだった……」

　そう褒ほめられても、レクティは冴さえないままだ。案の定、彼の言葉には続きがあった。

「でも、お前は俺と視線を合わせることが出来ず、終しまいにはおどおどしながら気配だけを読んで戦っていた。全力の十分の一も発揮出来ずにな。なんでかわかるかレクティ？」

「あのぅ、わ、わたし…………………………あ、上がり症しようなんですっ！」

　それからしどろもどろに言葉に詰つまりながらも、レクティは言葉を紡ぐ。

「昔から誰だれかと視線を合わせたり、大勢の人の視線があるような場所に行くと急に恥ずかしくなって……思うように動けなくなってしまうんです」

　自分でも気づいていた、上がり症という名の欠点。

　いままでレクティ自身も幾いく度どとなくどうにかしたいと思ってはいたのだ。だが、どうすることも出来ずにいた。もとより簡単に治せるようなら誰も苦労しないのだ。

　今度こそ本当に申し訳なさそうに俯いてみせたレクティの前まえ髪がみを、優やさしく、しかしくしゃくしゃになるまでカナタは撫なでてやる。そしてケロッとした調子で、

「いいじゃんかよ、べつにコンプレックスがあったって……。自分に不満がある人間は強いぜ。それこそ、自分を変えようと必死になって努力するからな」

　甘えたことを言うなと怒おこられると思っていたレクティは、はっとしておずおずと貌かおを上げる。その表情にはどこか胸に染しみたかのように感服する様子が見て取れた。

「レクティは変わりたいって思うか？」

「……わ、わたし変わりたいですっ！　人前に出ても恥はずかしくならないように変わりたいですっ！」

「そっか。ならそれ着て校舎内を歩き回ってこいよ。怖こわくなったら逃にげ出してもいいけど、でもそれで諦あきらめるようなら俺の指導はそこで終しゆう了りようだ。そんじゃまああとは頑がん張ばれよ」

　それだけ言い残すとカナタは、レクティのもとを去っていく。

　だが、カナタの姿が見当たらなくなった途と端たん、彼女は急に心細く、そして気恥ずかしくなり、

「……で、でも」

　更衣室前に置かれた大きな紙袋三つとともに、ぽつんとたたずむレクティは誰の姿も見当たらないにもかかわらず一人で俯きながら、

「……やっぱり、は、恥ずかしいんですけどっ！」







　午後の実技訓練の時間。カナタと一いつ緒しよに校門で待機するミソラが嘆なげく。

「こんな所で一体なんの特訓するのよ？　特訓っていったらふつう訓練グラウンドでしょ」

　下校する学生は意外と多い。空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンは毎日必ず実技訓練だが、他の学科はそうでもない。家路へと向かう集団の中に見知った貌がないのをカナタは確かく認にんしながら、

「ここで問題ねーよ」

　レクティとの買い物を終えたとき、まだあいつが校舎にいるのは確認済み。カナタの見立てではもうそろそろ家路に就つく頃だと思ったのだが……、ふと彼の表情が緩ゆるむ。

「どうやら待ち人が来たみてーだな」

「ちょ、あ、あれリコじゃないの……っ!?」

　通学鞄かばんを片手に一人で下校するリコの姿があった。そして帰りの人ひと混ごみに紛まぎれながら、カナタがリコの後ろを歩き始める。自然とカナタにミソラもついていき、そのタイミングで彼はさらっととんでもないことを言う。

「そ。じゃあお前の特訓『リコの尾び行こう』開始だな」

　尾行？　あたしがリコを？　──それが…………と、特訓っ!?

「……あ、あんた本気っ!?　リコを尾行するなんて一体何考えてるのよっ！」

　思わずミソラが声を荒あらげるのだが、カナタは平然と、

「んっ？　俺はいつでも本気だけど……」

「本気の奴やつがこんなくだらない特訓するわけないでしょっ！　あたしには魔ま砲ほう剣けん士しになるって夢があるのに……」

　そこでカナタがばっと動いた。何か気配を感じ取ったかのように素す早ばやくミソラを抱き抱えると物もの陰かげへと飛び込む。

「むっ、ミソラの声がしたと思ったのだが」

　同時にミソラの怒ど声せいに振り返ったリコが、彼女の姿が見当たらないことに怪け訝げん貌を浮うかべていた。

　人一人がギリギリ通れるような狭せまい路地裏にもつれ合うようにして飛び込んだカナタとミソラ。ぎゅっと押し詰められたかのようにお互たがいに身動きがとれなくなったようで、

「ちょ、ちょっと何するのよ。離はなれなさいよっ！」

「うるせーな。ここで離れちまったらリコに気づかれちまうだろうが、それに身動きがとれねーよ」

　カナタの貌のすぐ真下にミソラの貌。カナタが背中から抱くようにして。手やら足やらがあらぬところへともつれ合い、

「ひゃん、ちょ、ちょっと触ふれてる──。さ、触さわってるわよ……」



　何やらミソラが貌を赤らめ俯うつむきながら、小さな声で呟つぶやく。

「触ってる？　どこをだよ……──っ！」

　その瞬しゆん間かん、カナタが気づく。何の弾はずみか、カナタの左手がミソラの胸を後ろから鷲わし摑づかみにしていて、何やらこの感かん触しよくは……、どことなくこんもりとしており暖かく柔やわらかくもあり……

「わ、わりー、き、気づかなかった……」

　珍めずらしく動どう揺ようしたカナタが狭い中、強ごう引いんに手を引き抜ぬこうとする。未いまだ縺もつれながらミソラが強引に身を捩ねじり、

「……気づかなかったっ!?　気づかなかったってそれどういう意味よっ！」

「はいはい、俺が悪かったから、こんな狭い場所でじたばた暴れようとすんな。べつに俺から見たら三個下なんて子ガ供キだから発情したりなんかしねーよ」

　それからどうにか路地を抜け出し、尾行を再開。小声でミソラと言い争いを続ける。

「子ガ供キっ!?　子ガ供キって何よ子ガ供キって……リコのストーキングしろって特訓を指示する奴があたしのことを子供扱あつかいっ！　あんたってやっぱり性犯罪者の気があるんじゃないのっ！」

「そう思うのはお前の自由だけど、俺が付き合うのはここまで。あとはお前が責任を持ってすることになるんだけど……」

「～～～っ！　そんな犯罪紛まがいの行こう為いするわけないじゃないのよ～～～っ！」

「こらこらなに勝手にエロい妄もう想そうしてるんだよ。べつに猟りよう奇き的な性犯罪に手を染めろなんて言ってねーよ」

　きっと睨にらみつけるミソラに対し、カナタは不敵な笑えみを浮かべて言い放つ。

「お前、リコの弱みを握にぎって来いよ」

　ぽかんとしたミソラが首を傾かしげる。

「？　リコに弱みってあるの？」

「さーな」

「さーな……ってっ！」

「でも、人間誰しも弱みの一つや二つはあるもんだ。クールに取り繕っているリコにも意外な弱点があるかもしれねーぞ」

　つくづくカナタの意図が読めず、ミソラが声を荒げた。

「あのね、さっきから弱みを握れとかあんた一体あたしに何させたいのよっ！　いくらリコと疎そ遠えんだからって、そんな卑ひ怯きような真ま似ねして虐いじめるなんてあたしはするつもりは……」

「とりあえず、今日はまずリコの尾行。そんでそのあとまだ続きがあるけど、お前が思う限りのリコの弱みってのを握って来いよ」

　そう言ってカナタはあとは任せたと言わんばかりにミソラの肩かたを軽くぽんっと叩たたくとその場を後にした。







　リコの弱みを握る。何のためかはわからないが、随ずい分ぶん乱暴なやり方だなと思いながらも、ミソラは商店街を颯さつ爽そうと歩き回るリコのあとをひっそりと歩く。

　しばしして何やら歩き回るとリコの足がぴたっと止まり、さっと後ろを振ふり向いた。やばいっと思ったミソラが素す早ばやく自じ販はん機きの陰に隠かくれるのだが、

「先さき程ほどから何をやっているんだミソラ？」

　不意にこちらへとリコが歩み寄ってきた。どうやらなにも調べないうちから早さつ速そく尾行が発バ覚レてしまったらしい。

「～～～～～っ！　な、なんで気づいたのよっ！　あ、あんた……もしかして神通力でも持ってるんじゃないでしょうねっ！」

「…………………………キミはわたしを馬ば鹿かにしているのか？」

　やたら心外そうな調子でリコが不ふ機き嫌げんに尋たずねる。

「馬鹿にしてるんじゃないわよ。ただ……発バ覚レると思っていなかったから驚おどろいただけよ。……どうしてわたしの尾行に気づいたのよ？」

　はあーとため息を吐ついたあと、やれやれと言わんばかりの調子でリコがネタばらしする。

「先程からわたしは連続して左折を繰くり返していた。キミとわたしが左折を繰り返した回数は五回。十字に交差する分ぶん岐き全すべてが三通りのものだと考えると二四三分の一の確率だ。最も早はや偶ぐう然ぜんで済ませるものではないな」

　そもそもミソラに尾行のセンスがまるで無く、先程からずっとつかず離れずの距きよ離りを保ちながらついて来るのは気付いていた。

　だから、リコはミソラが尾行しているのではなく、なぜ自分の後ろを歩きながら声をかけようとしないのか……？　これから何か嫌いやがらせをするつもりなのかと警けい戒かいしていたくらいだ。

　そこで思い切って声をかけてみたのだが、ミソラからは特に悪意が感じられない。それどころかむしろ──、

「……あ、あんたって頭いいのね」

　こいつが本当にミソラか？　思わずリコがそう勘かん繰ぐってしまうほど、ミソラは普ふ段だんより好意的だった。こいつは一体どうしたんだと警戒しながらも、どこか上機嫌な様子でリコは鼻で笑った。

「ふっ、わたしは女神めがみなのだから当然のことだ。……それでなぜわたしのあとを尾つけていたんだ？」

「それは……えーっと……、その…………──」

「ああ、言わなくてもいい。どうせミソラのことだ。暇ひまを持て余あましているのだろう」

「ええっと……ま、まあ。そんな感じかな……」

「ふっ、だが残念ながら、女神なわたしはキミと違ちがい多た忙ぼうだ。これから買い物がある。こんな下らないことをしていないでとっとと帰れ」

　帰りたいのは山々なのだが、ミソラにはリコの尾行をするという特訓とやらがあり、

「あ、あのさ、リコ……」

「なんだ？」

「あんたの買い物にあたしも付き合わせてもらっていい。………痛いっ！　な、なんであたしの貌かおをつねるのよっ!?」

「いや、誰だれかが幻げん術じゆつでも駆く使ししているのではないかと思ってな。少なくともわたしの知るミソラは、わたしの私的なプライ行動ベートに興味を持つことなど一度もなかったからな」

　そんな風に思われていたんだ、とミソラは粛しゆく々しゆくと反省する。

　その一方で、リコは何やら腕うでを組んで思案したあと徐に口を開いた。

「ふむ、まあいいだろう。女神なわたしについてくるがいい」







　それからミソラはリコと一いつ緒しよに幾いくつかの専門店を回るのだが、つくづく自分とは趣しゆ味み嗜し好こうが違うと痛感させられる結果になる。

「うげっ！　あんた、こんなつまらなそうな本を買ったりするのっ？」

「ふっ、真理を探究することの面おも白しろさが理解できないとは、キミはまだ子供だな」

　最初に立ち寄った書店ではミソラが読むだけで頭が痛くなりそうな哲てつ学がく書を数冊購こう入にゆう。しかもその本を買ったことでなぜか上機嫌になり、大通りのショーウィンドウに微かすかに映る自分の姿に、ふっ美しいだろう、というかの如ごとく髪かみを搔かき上げる。

「ちょっとリコっ！　あんたそんな服着こなせるわけ……」

「確かにミソラの言う通りだ。どんな服もわたしの美び貌ぼうには見み劣おとりする。だが、服を着ないわけにはいかないだろう」

　次にブティックに行き、体形的にミソラが着こなすことの出来ない上質なドレスを試着し、店員からお世辞でなく本音で褒ほめられる事態に遭そう遇ぐうする。そのあと店内にある姿見に映る自分の姿にまたしても、ふっ美しいだろう、というかの如く髪を搔き上げる。

「うわー、これ見てっ!?　すごく可愛かわいいっ！」

「ふむ。これはなんというか愛らしい……もとい、学術的に興味深いな」

　最後に立ち寄った人形の専門店では学術的に興味深いともっともらしい理由をつけて、女性受けを考えアレンジされた有ゆう翼よく竜りゆうのマスコットを購入する。可愛いものを好きな辺りはミソラも同じだが、リコは頑かたくなに学術的に興味深いと言い張っていた。

　やたらクールを装よそおっているようだったが、どこか目だけは妙みようにキラキラしていたのをミソラは覚えている。

　これでもう終しゆう了りようだろうか。リコの秘密をまだ握っていないのだが、とミソラが不安そうに想おもいを馳はせると道中にある眼鏡の専門店の看板をリコが爪つま先さきで蹴けり上げた。

「眼鏡は……嫌きらいだ」

「えっ？」

「なんでもない……」

「あんた、もしかして眼鏡が嫌いなの？」

「なんでもないと言っているだろう。完かん璧ぺきなわたしに弱点など無い」

　まあリコが言いたくなければ今はどうでもいいだろう。というかなぜ眼鏡……？　ミソラがふと疑問を抱いだくが、だが口を衝ついて出た言葉はそんなどうでもいいことより愚ぐ痴ちに近いものだった。

「はあー……。いまさらだけどさ、あんたって本当によくわかんない奴ね」

「当たり前だ。ミソラの如きレベルの低い人間に女神なわたしのことを理解できるわけがないだろう。……キミはわたしを馬鹿にしているのか？」

「うんうん、馬鹿にしてるんじゃなくて反省してるのよ。あたしってぜんぜんあんたのことを知ろうともしていなかったんだなって……」

「なんだかよくわからないが、わたしはこの辺で失礼する。時間は有限だ。効率的に利用しなければあっという間に過ぎ去ってしまうからな」

　何やら警句めいた言葉を残してリコは足早に立ち去ってしまう。

　あとに残されたミソラはリコの秘密を握るどころか、自分はリコのことを全く知らないという、なんだか情けない事実を突つきつけられ、これって訓練失敗なのかな、とどこか落らく胆たんしながら学校へと戻もどった。







「う[image: ぅ濁点]……、[image: み濁点]、[image: み濁点]ソラざぁ～[image: ん濁点]」

　教室の片かた隅すみに置かれた掃そう除じ用具箱の陰かげに隠れるように泣いていたレクティは、ミソラに声をかけられた途と端たん、彼女に抱きついた。そこからえんえんと泣き始める。

　人目に付きづらい場所のためか捜さがすのに手間取ってしまった。特訓第二弾だんは、レクティの手伝い編だ。

「あのさレクティ、泣いてることもそうだけど……、なんだかすごく目立っているっていうか……なんでメイド服着てるの？」

「こ、これが……（ぐすんっ）、と、特訓なんですっ！」

「？　メイド服着ることの何が特訓なのよ？」

「ち、違いますっ！　メイド服を着ることが特訓なんじゃなくて……メイド服を着て廊ろう下かを歩き回ることが特訓なんですっ！」

「？　だからそれの何が特訓なの？」

　尋ねられたレクティは余よ程ほど辛つらいめに遭あったのか、何かを思い出すかのような素そ振ぶりをしたあと、「う[image: ぅ濁点]、[image: み濁点]ソラざぁ～～～[image: ん濁点]っっっ！」と泣きじゃくって何も答えようとしない。

　詳くわしい事情はよくわからないが、とりあえずミソラは優やさしくレクティの頭を撫なでてやる。

「ほらほらレクティ。元気出しなさい。誰も見ていないから」

　それからレクティが泣き止やむまで、ミソラは優しくあやし続けた。

　いままでレクティにこうして付き添そうことなどなかったが、彼女は遠えん慮りよなくミソラへと抱きつく。しばらくして落ち着きだしたところで、

「ほら少しは落ち着いた。何があったか知らないけど、あたしに手伝えることがあるなら言いなさいよ」

「うぅ、ミソラさん……（ぐすん）、ほ、本当に手伝ってくれるんですかっ？」

「まあ、あたしに出来ることの範はん囲い内でだけど……」

　何やら妙に不安が募つのったミソラが予防線を張るが、それをレクティはあっさりと乗り越こえる。彼女はぱんぱんに膨ふくらんだ紙かみ袋ぶくろの中から徐に清潔感漂ただよう純白の衣類を取り出すと、

「……こ、これを着て、一緒に廊下を歩き回ってくださいっ！」

「これって──なによ？　もしかしてナース服こんなものを着て、あ、あたしに歩き回れって言うのっ！」

　咎とがめるかのようなミソラの声に、レクティはこくりと頷うなずいた。もはや破れかぶれのお願いで、普段のおどおどした彼女はどこへやら。

　ミソラは普段ならあっさりと断ったはずなのだが、今回ばかりは熟考する。なにせ手伝うと言ってしまったし、それにレクティが本当に苦しんでいる様子だったからだ。

「まあ、レクティが本当に苦しんでいるようだからしょうがないわね。今回だけ特別よ、あたしもこれ着て手伝ってあげる」

　レクティのことを放ほうっておけないと感じたミソラはチカラなく同意してみせた。







　ちらちらちらちら。廊下を歩く学生たちの視線が痛い。中にはじ───っと不ぶし躾つけな視線を浴びせる者や、こちらを指さし何やらひそひそ話する学生たちの姿も。

　はあー、なんでこんなことしてるのかしら？　ミソラはそこはかとなく胸むな元もとが残念なことになっているバニーガールのコスプレをしながら廊下で深く長いため息を吐ついていた。

　隣となりにいるレクティは何度かこの状じよう況きようから逃とう走そうを図はかろうとしては、特訓に付き合ってくれるミソラの姿を目まの当たりにしてどうにか押し留とどまっている。

「あのぅ、ミ、ミソラさんっ！　ひ、ひとりにしないでく、くださいねっ！」

　いまにも泣きそうなレクティが穢けがれのない瞳ひとみをうるうるさせながらお願いするものだから、ミソラも嫌とは言えない。

　どうやらこれはカナタが施ほどこした特訓とやらが関係しているようなのだが、それ以上のことはレクティの口からは聞くことは出来ない。

　学生たちから奇き異いと好奇の眼まな差ざしを浴び続けること三〇分。そろそろミソラが飽あきてきた頃ころ合あいにカナタがふらりと姿を現した。

「ちょっとあんたっ！　レクティに一体どんな特訓施してるのよっ！　なんだか知らないけど、レクティは教室の隅で泣いてたのよっ！」

　やっぱりこいつは信用ならないと思いながら、おどおどするだけで想いを口にすることが出来ないレクティの分までミソラがカナタを咎とがめた。

「ほら、こんなに苦しんでるじゃないのっ！」

　レクティがとうとう再び羞しゆう恥ち心に耐たえかね、ミソラの背に隠かくれるようにして視線を少しでも浴びないようにしようと弱気になってる最中、飄ひよう々ひようとしたカナタが語りかける。

「なあレクティ。お前さ、そんなに苦しいなら特訓止やめるか？　ここで止めても誰にも迷めい惑わくはかからないから、止めたいなら止めてもいいぞ」

　すると、レクティはミソラの背後に蹲うずくまるようにして静まり返ったままゆっくりと首を縦に振ふろうとする。

　ちょうどそのタイミングで、しれっとカナタが言葉を繫つなぐ。

「でもどっからどう見てもレクティのその格好は似合っているから、恥はずかしがる必要なんかないんじゃねーか」

　首を縦に振ろうとしていたレクティの僅わずかな動きがピタッと止まった。

「ちょ、ちょっと！　あ、あたしの格好については無視スルーなわけっ！」

「……ま、こんなもんだろうな」

「だ、誰がこんなもんよっ！」

　それから再びレクティのことを一いち瞥べつしたあと、カナタはしれっとこう口にして立ち去っていく。

「んじゃ、ミソラ。あとはよろしく」

「ちょ、ちょっと！　あんたがレクティをこんな状態にさせたんでしょ。ならちゃんと自分で責任を取りなさいよっ！　……行っちゃったし」

　残されたミソラはやはりあいつは無責任な奴やつだと思いながらも、二度レクティをフォローする。それが特訓として仕組まれたことであっても、人ひと柄がら的に放っておくことなど出来るわけもなくミソラは心底レクティの身に立って慰なぐさめていた。

「ほ、ほらレクティ。いつまでもめそめそしてないで、元気出しなさいよ。それと一体どうして制服じゃなくて、こんな可愛い格好してるのよ？」

　可愛いという単語に反応して、レクティの気持ちが少しだけ楽になる。彼女は涙なみだで真っ赤に腫はらした目め貌がおで弱々しくだが、確実に言葉を口にする。

「うぅ……、ち、違ちがいますっ！　これは……特訓、ですっ！　特訓なんですっ！」

「？　さっきからよくわかんないけど、そんなに恥ずかしいなら止めたら？　あたしからあいつに話を通してもいいわよ」

　これでレクティは止めるだろう。ミソラはそう確信していたのだが、レクティは何やら違うようで、

「……ま、まだ続けてみます。カナタさんだけじゃなくて、ミソラさんにも可愛いって言ってもらえましたし。それにカナタさん、強くなれるって言ってましたから」

　そう言ってめそめそしながらも、ミソラの背中という名のカーテンから出て、自ら衆目の的となる。そして羞恥心で貌を真っ赤に染め上げて、恥ずかしさの余り膝ひざを震ふるわせながらもレクティはどうにか我が慢まんしてみせた。

「だから一体どこが特訓なのよ……」

　ミソラが眉まゆ根ねを寄せながら呟つぶやいた。







「で、どうだったよミソラ。今日の訓練の成果は？」

「悔くやしいけど、大失敗よ……。あたし、二人のこと全然知らないんだなって思い知らされちゃったわ……」

　下校がてら今日の訓練成果を尋たずねるカナタ。ミソラは寮りよう生活ではないらしく、途と中ちゆうまでしか一いつ緒しよではない。レクティは精神的ダメージが大きく、一休みしてから帰るそうだ。

「リコは難しい哲てつ学がく書読んだりするくせに、案外可愛いもの好きだったり、ぜんぜん一いつ貫かんしてなくて……、レクティはなんにでも真ま面じ目めで一生懸けん命めいだけど、どうしてあんなに恥ずかしがり屋なのかさっぱりわからなかったし……」

　しょんぼりと足元へと視線を落としながらミソラが歩く。

　そんなとき、ふと商店街にある人気のアイスクリーム屋台にカナタが立ち寄り、懐ふところから財さい布ふを取り出しながら答えた。

「そっか。そりゃいい成果だな」

「あのね……、あたしは全然わかんなかったって言ったのよっ！　ちっとも良くないのにいい成果とか、あんたあたしに喧けん嘩か売って……ひゃうん！」

　怒おこって貌を上げたミソラの口にカナタがソフトクリームを捩ねじ込んだ。口の中にほんのりと甘い味が広がり、かっとなった頭がすうっと鎮しずまる。どこか無愛想にカナタが言う。

「今日はよく頑がん張ばったからご褒ほう美びだ。美お味いしいか？」

「そういう話してるんじゃなくて…………いや、美味しいか美味しくないかって言えばそりゃこのソフトクリームはとても美味しいんだけど……でも、やっぱそういう話じゃなくて……」

　どこかしゅんとしたミソラが悔しそうに背中を縮こませながら、

「全然成果出せてないのに、いいわけないでしょ。リコとレクティのことホントよく知らなかったんだなって反省してるくらいだし」

「ん？　だからそれがいい成果なんじゃん」

　さっきからこいつは一体何言ってるんだろう、とミソラはソフトクリームをちびちび舐なめながらカナタのことを見つめる。

「俺は空を飛ぶとき見ず知らずの奴に背中を任せたくねーな。空の上じゃ何があるかわかんねーから」

　彼はミソラの視線に気づきながらも、夕焼け空を見上げながらそう口にした。するとミソラが何やら憤いきどおりの混じった声こわ音ねを発する。

「ちょっと！　それってどういう意味よっ！」

「意味くらい自分でもわかってるだろ。だからお前、怒ってるんじゃねーの？」

　超ちよう然ぜんとカナタに尋ねられ、ミソラは「うぅ」と言葉に詰つまった。

　彼の指し摘てき通り、ミソラは先さき程ほどから気づいていたのだ。有事の際に大空で頼たよれるのは同じ小隊の仲間であるリコとレクティだってことぐらいは……。でも、お互たがいに認め合うことが出来ず打ち解けられずにいた。

「そ、そりゃいままで仲間のことをあまり知ろうともしなかった自分が情けなかったとは思ったけど」

　それ以上言葉を紡つむぐことが出来ず頭こうべを垂れてしゅんとしたミソラ。そんな彼女に向かってカナタは自信に満ちた表情で不敵に微笑ほほえんでみせた。

「じゃあこれからは昼飯でも一緒に食べるようにして、もっと皆みんなと話していくようにしていったらいいじゃねーか」

　えっと貌を上げるミソラに、カナタが素っ気なく言い放つ。

「なら今日の特訓お前は合格。充じゆう分ぶんに強くなるためのきっかけを摑つかむことが出来たよ」

　その一言でミソラの迷いがぱっと吹ふき飛び、先程とは打って変わって冴さえ渡わたった貌に温かい笑みを覗のぞかせた。

「じゃあ明日あしたから本当の特訓だな。今日摑んだきっかけはこれからも忘れないで大事にしろよ。いざというとき頼りになるのは同じ小隊の仲間なんだから」

「ちょ、ちょっとっ！　本当の特訓って何のことよ……っ!?」

「ん？　言わなかったか？　今日の特訓はお前の小隊長としての特訓。明日からの特訓とはまた別ものだって」

　そう言ってカナタはアルテミア寮への分かれ道へ。彼の姿が遠とお退のいてからミソラがふと気づく。

「～～～っ！　そ、そんな大事なこと一言も言ってないわよっっっ！」







　教官に就しゆう任にんしてから二日目が終しゆう了りよう。カナタが夜よる遅おそくにアルテミア寮の自室で膨ぼう大だいな資料に目を通す。全すべてミソラたちのものだ。

「お前さ、気軽に入ってくんなよ。ここ男子寮なんだぞ」

「うーん、でも窓から入れば寮監には見つからないし、それにカナタの部屋を訪おとずれるのってわたしとロイドぐらいでしょ。他の皆からは嫌きらわれちゃってるし」

「だからってなー、誰だれかに見られたりしたら噂うわさ立つだろ。俺は嫌いやだぞ、男子寮に女子を連れ込んでるなんて噂されるのは……」

　散らかりきったカナタの部屋は足の踏ふみ場もないほどゴミが散乱している。相部屋なのに同居人がいないためか、飛行魔ま術じゆつを駆く使ししてこっそりクロエが侵しん入にゆうしてくることがある。二人ともまだ制服姿だ。決して男女の仲ではない。

　同じ小隊の仲間は自然と同じ寮に住む傾けい向こうがあり、アルテミア寮にはクロエだけでなく、ロイドとユーリも入寮している。

「まあまあ、同じ小隊の仲間じゃないの」

　にこにことして天使のような微笑みを浮うかべたクロエがやんわりと宥なだめたあと、ミソラたちのことを尋ねる。

「それで、その小隊長の女の子にはどんな特訓を施ほどこすつもりなの？　その加速力の原因って何だったかわかったりしたの？」

「うーん、じつはさ、あいつの魔力値ってＡランク超こえてるんだよ。たぶんそれが関係してるんだろうな」

「ふーん、すごい才能がある子なんだ。……でもそれでなんでＦランク小隊なの？」

　ベッドの上でクッションを抱だいていたクロエが慌あわててそれを取り落としそうになる。

　魔力は全ての魔術の根源。そのチカラは訓練を続けていれば簡単に伸のびるというものではなく、生まれつきの才能に大きく依い存ぞんする。ミソラの生まれ持つそれは天てん賦ぷの才能といっても過言ではない。

「まーな。でもそれなのにはっきり言って、宝の持ち腐ぐされなんだよな、魔ま剣けん術の才能無さ過ぎて。つーことで、あいつは潜せん在ざい魔力量を活いかして魔ま砲ほう士にコンバートさせようと思うんだけど」

「けど、どうしたの？」

「なんだか資料に目を通すと、あいつは魔砲剣士に異常な拘こだわりが感じられたんだよ。だってさ、ふつー一三四連敗もすりゃ自分に魔剣術の才能がないことぐらい気づくじゃん。だからあいつはきっと魔砲剣士になりたがってるんだろうな」

「う～ん、それでカナタはその子を魔砲士にコンバートさせたいの？　それともさせたくないの？」

「ああ、じつはそのことなんだけど──」

　そこでカナタの考えを聞いたクロエは、うーんと頭を捻ひねらせる。

「……カナタらしいって言えば聞こえはいいかもしれないけど、でもその子からも嫌われちゃうかもしれないよ。裏切り者はやっぱり裏切り者だって」

　不安そうに、そして押し留とどめるようにやんわりとクロエが諭さとそうとするが、カナタは不敵な笑みを浮かべながら軽い調子で言い放つ。

「俺が嫌われることであいつら強くなれるなら、そんなのぜんぜん大したことじゃねーよ」







　カナタが特訓を施した翌日の昼休み。ミソラは小隊長としてある決断をしていた。

　この日空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン予科二年Ｃ組の教室には、ミソラが招待したリコとレクティの姿があった。三つの机で三角形を描えがくようにくっつけ、それぞれ小さなバスケットとともに向かい合って座っていた。

「うん、みんな今日は集まってくれてありがと」

　満面の笑みを浮かべてミソラが言う。朝早く登校して二人の机の中にお昼を一緒に食べようと手紙を入れておいたのだ。

「ふん、わたしは孤こ高こうの女神めがみだから、群れることは好まないぞ。単にミソラがわたしのことを崇あがめたいと称たたえる内容があったからわざわざ赴おもむいてやっただけだ」

「うん、わざわざ御ご苦く労ろうさま」

　リコがどこか驚おどろいたように目を見開き、

「キミは少し変わったようだな。わたしの想定では怒ど鳴なり散らすはずだったんだが……」

　その折、レクティがミソラの方を見てぺこりとお辞じ儀ぎしてみせた。

「そのぅ……ミソラさん。わたしも昨日はお世話になりました。ミソラさんのお陰かげでどうにか特訓初日を耐たえることができました。今後ともよろしくお願いします」

「いいのよ、べつに……。それと昨日はあんまり役に立てなくてごめんね」

「ぜ、ぜんぜんそんなことないですっ！　ミソラさんがいてくれてたお陰で昨日はなんとか耐えることが出来たぐらいですし……」

「むっ、昨日とはなんだ？」

「そのぅ……ミソラさんがナースさんの格好をして一緒に廊ろう下かを歩き回ってくれたんです。わたしはメイドさんの格好してて、それでただもの凄すごく恥はずかしかったんですけど……」

「……ふむ、ミソラがそんな格好をしたのか」

「ちょ、ちょっとリコっ！　あんたなんであたしだけをじーっと見るのよっ!?」

「キミにそんな特とく殊しゆな性せい癖へきがあるとは知らなかったな」

「ち、違ちがうわよっ！　あ、あれには少し込こみ入った事情があって……」

「込み入った事情があってナースか。凡ぼん人じんの考えることは理解に苦しむ」

「あ、あのねーっ！　いくらなんでもあたしが好き好んでそんなコスプレみたいな格好するわけ──」

「ふっ、冗じよう談だんだ。ミソラとレクティが揃そろってそんな格好をするなど、通常では考えられないことだと察しがつくだろう」

「え？　そうだったんだ……」

　そう言って戸と惑まどうミソラと、ふっと鼻で笑うリコと、きょとんと首を傾かしげるレクティ。この二人と一いつ緒しよにどこかのほほんとした会話をしたのは初めてのことかもしれない。ミソラは思う。まだ上う手まく要領が摑めていないが、なかなか悪いものではないかも。

　だが、お互いがお互いのことを知らず、それ以降、あまり会話が弾はずまなかった。静かな食事というのも悪くはないが、それでは本末転てん倒とうなのでサンドイッチを齧かじりながらミソラが徐おもむろに口を開く。話題は空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの定番のものだ。

「そういえばさ、あんたたちどうして空戦魔導士を目指してるのよ？」

「なんだそんなことか」

　ふっ、と鼻で笑い飛ばしながら、

「女神なわたしの存在の証明として、自らの手で倒たおさねばならない女がいるのだ。《ミストガン》の頂点を極きわめし者の一人として胡坐あぐらを搔かいているあの女だけは絶対許さん」

　何やら復ふく讐しゆう心を露あらわにして感情的になったリコがそう告げる。

「わ、わたしは……あのぅ、自分の習った魔ま双そう剣けん術じゆつで……浮ふ遊ゆう都市に住む人々を守るために目指したいと思ったんです」

　おどおどとだが、レクティが明確な意志をもって告げた。

「そういうミソラさんはどうして目指したんですか？」

「うん、あたしはね……忘れられない人がいるの。その人のことを忘れないために空戦魔導士を、その中でも特に魔砲剣士を目指してるのよ」

　何やら遠い目をし、どこか儚はかなげな貌かおをミソラは浮かべていた。

「魔砲剣士だと？　たしかあの男もランキング戦では魔砲剣の使い手という噂だったが……」

　裏切り者の元エースとミソラの胸中に浮かぶあの人の姿を比ひ較かくし、彼女は思わず苦く笑しようしたあと、

「あいつとはぜんぜん違うわよ。あいつよりもっと責任感が強くて、あたしがこの世界で一番尊敬出来て、一番感謝してて、そして絶対に忘れちゃいけない人よ」

　でも、わくわくが抑おさえられないミソラは、今日はこれから一体どんな特訓が施されるのかと胸を弾ませていた。カナタの訓練を受けるのも悪くない。このときまではそう思っていたのだ。







　午後の実技訓練。訓練グラウンドの片かた隅すみに呼び出されたミソラは手持ち無ぶ沙さ汰たな様子で、訓練に励はげむ学生たちの姿をぽつんと眺ながめていた。

　魔剣や魔ま槍そう、魔ま戦せん斧ぷなどの武器を握にぎりしめた学生たちが戦せん闘とう訓練を行っていた。

　金属と金属がぶつかり合う音。巻き上がる土つち埃ぼこり。裂れつ帛ぱくのかけ声。

　こんな光景が空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンでは毎日のように繰くり返される。

　小隊間立体機動戦術の訓練をするならば空中であることが必ひつ須すだが、地上での鍛たん錬れんも未いまだ廃すたれていない。常時展開型術式の飛行魔術という負担がない分、それ以外の戦技習得に専念できるからだ。

　事実ミソラも魔砲剣の鍛錬を行うのは飛行しながらではなく、地上で素す振ぶりと型の稽けい古こを行う。特に素振りに関しては目標を叶かなえるために、毎日継けい続ぞくして膨大な数を二時間かけて振り抜ぬく。日々の鍛錬は一度も欠かしたことはない。

　そんな彼女のもとへ、約束の時間を僅わずかに遅おくれてカナタがやってきた。

「わりーな。準備に手間取って、来るのが少し遅れた」

　裏切り者として《ミストガン》で爪つま弾はじきにされている学生であるはずなのだが、知らず知らずのうちにミソラはどこか期待している眼まな差ざしを向けていた。

　そんな彼女に、カナタは普ふ段だん通り堂々とした様子で準備してきたあるモノを手て渡わたす。

「んじゃミソラ。お前の個人特訓は──これだ」

　そう言ってカナタが何もない空間から取り出したのは、魔ま銃じゆうよりも銃身が遥はるかに長く、丸太ほどの大きさのあるカノン砲の形状をした武装──魔ま砲ほう杖じようだった。

「な、なによこれっ!?」

　ミソラが戸惑ったような困こん惑わくしたようなどちらともつかないような貌を浮かべる。

　カナタはその様子をつぶさに観察し、やはり何かあるのかと確信。それでも、彼は敢あえて普段と同じようなしれっとした口調で言う。

「ん？　魔砲杖っていうんだけど」

「そ、そういう意味で言ってるんじゃなくて……」

「お前の特訓は魔砲剣士から魔砲士にコンバート。そっちの方が強くなれるからな」

　もしかしたらミソラは少しカナタに期待を抱き過ぎていたのかもしれない。裏切り者で突とつ拍ぴよう子しもないことを言い出すこともあるが、いい奴やつであると。だからこそ、カナタから吐はき出された言葉が余計癪しやくに障さわったのかもしれない──裏切られたのだと。

「………………いま、なんて言ったのよ」

　冷たく淡たん白ぱくな声が滲にじみ出る。これがあたしの声か。本人ですら疑問を抱いてしまうほど、その声は冷めきっていた。だが、カナタは敢えて平静を装よそおい、告げる。

「んっ、聞こえなかったのか。お前はこれから魔砲剣士から魔砲士にコンバート。その上でこいつを使って射しや撃げき訓練をするって言ったんだよ」

「……………………」

「色々考えたんだけど、お前は前衛としての魔砲剣士じゃなくて、中衛として魔力砲撃を加える魔砲士の方が向いてるよ。魔剣術センスは全然ねーけど、飛行魔術の加速度と魔力量に関しては生まれ持っての才能だ。その辺は訓練で簡単に伸のびるようなものじゃねーから、魔砲士にコンバートさせてその才能を余すところなく活用することにした」

　そう言ってカナタがこれから魔砲士の修しゆ行ぎようをする上で必要な要素を説明していく。

　ミソラが先さき程ほどから下を向いたまま貌を上げず、艶つややかな紅あかく長い髪かみがヴェールのようにその表情を覆おおい隠かくしていることに気づきながらも……

「……それだけは絶対ムリ。たとえ強くなるためにせよ、それだけは絶対に嫌いやだっ！」

　俯うつむいたままどこか静まり返った調子でミソラが口にする。だが、カナタは敢えてそれに気づかない振りをした。

「レクティも最初はそう言ってるけど、なんやかんやで今日もちゃんと訓練してるんだから、あんまわがままばっか言うんじゃねーよ。魔砲剣はアンバランスで素人しろうとには使い辛づれー上に時じ代だい遅おくれの武器だしな」

　大切な想おもい入れがある魔砲剣のことを酷ひどく貶けなされた気がした。

　カナタ自身が魔砲剣の使い手として有名であり、想い入れがあることを知っているはずなのだが、彼女はその矛む盾じゆんに気づけない。

　ミソラが今まで見たことがないほど感情的になり、まるで親の仇かたきを見るかのような憎にくしみをこめた視線でカナタのことを睨にらみつける。

「──わがままなんかじゃないっ！　あたしは魔砲剣士以外するつもりなんかないっ！　たとえあんたが魔砲士としての才能をあたしに見み出いだしていたとしても、あたしは絶対に嫌っ！」

「でも、お前魔剣術の才能ねーじゃん。個人の実技試験一三四連敗中だし」

「それでも、あたしは魔砲剣士になりたいのっ！　どうしても魔砲剣士じゃなきゃ嫌なのっ！　努力するっ！　必ず努力して結果を出すから、お願いだからあたしに魔砲剣士をやらせてっ！」

　必死になってミソラが懇こん願がんする。だが、努力するからという言葉もカナタはあっけなくかなぐり捨て、そしてはっきりと告げる。

「今までと同じ努力じゃ弱いままだ。お前がどれだけ努力しているか俺は知らねーけど、今までと同じ努力じゃ同じ結果しか出せねーよ」

　それまでの努力を全すべて否定されたような気がした。ミソラは思う。この男はどれだけあたしが努力しているかまるで知らない。

　それなのに……まるであたしの全てを理解したかのような口調で、それこそあたしが魔砲剣士になりたい理由すら知らないくせに、勝手気ままに一方的に押し付けてきて……最低の教官だ。

「何も知らないのに勝手なことばっか言わないでっ！　──あたし帰るっ！」

　気づいたときには思わず叫さけんでいた。

　それから彼女は魔砲杖をカナタへと突つき返し、何やら貌を紅く染め上げ目元の辺りを手で擦こすりながら、それでも大おお股またでその場を後にする。







　第三章　紅髪の少女は決意を奏かなでて








　数世紀前に突とつ如じよとして出現したらしい魔ま甲こう蟲ちゆうと呼ばれる存在。

　それが人類の祖先から大地を奪うばい取り、人々を空へ──浮遊都市へと追いやったらしい。つまり浮遊都市に住むのは、かつて地上に住むことを許されていた人類の末まつ裔えいになる。

　突如として出現した魔甲蟲に覇は権けんを奪われてからというもの、人類は数世紀もの間、魔力を持つウィザードと、魔力を持たないナチュラルとを区別しながら、空に浮うかぶ大地で暮らしている。

　あたしのお母さんは、空戦魔導士の中でも指折りの魔ま砲ほう剣けん士し……だった。

　記き憶おくというものは廃すたれるそうだけど、あたしのお母さんに関する記憶はその中でも特別なモノよ。どういうわけだかわかんないけど、魔甲蟲に殺された人間の記憶は、ナチュラルからはそっくりそのまま欠落してしまう。つまり、魔力を持たない人間は、魔甲蟲に殺された人々を認にん識しきすることができないことになる。

　魔甲蟲は、あたしの大事なお母さんとの想い出を奪い取った。

　あたしはウィザードだから記憶を失うことはなかったけど、お父さんはナチュラルだからなにも覚えていない。お店に家族揃そろって写っている写真があるけど……、お父さんは覚えていない。近所のおばさんたちも、店の常連だった人も──ナチュラルは誰だれ一人として覚えていない。

　でも、あたしだけは覚えている。いつも優やさしい笑顔えがおを振りまくその姿を……

　あたしはゼッタイにあの人のことを忘れない。そしてお父さんにもいつか必ず想い出させてみせる。どうやってと方法を訊きかれるかもしれないけど、そんな方法はあたしも知らないわよっ！

　いつか誰にも負けないくらい立派な魔砲剣士になる。

　お母さんと同じくらいの魔砲剣士になる。

　この世界の全てを守り抜くことができる強い存在になる。

　もしかしたら、いずれ立派になったあたしの姿から、誰かが想い出してくれるかもしれない。

　かつて住んでいた都市を守るために散っていったお母さんの姿を。

　その目標を実現するために、あたしは空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンへの入学を決意した。




　ミソラ・ホイットテールの手記より抜ばつ粋すい　　エグザイル暦れき四三九年三月三一日






　　　　＊＊＊




　カナタが教官に就任してから五日目の実技訓練。この日、Ｅ６０１小隊室ではここ数日連続している不ふ穏おんな事態がピークを迎むかえようとしていた。

「あのぅ……カ、カナタさん？」

　たったひとりぽつんと席に座るレクティが、おそるおそる焦しよう点てんの合わない上うわ目め遣づかいで声をかける。本来ならば、リコはともかくとしてミソラの姿もあるべきなのだが、

「なんだよレクティ？　どうかしたのか？」

　異常事態だというのに、カナタは平然とした様子。レクティはもしかしたら自分が何か勘かん違ちがいしているのでは、と思いながら弱々しく尋たずねる。

「そのぅ……どうかしたといえばどうかしたと思うんですが……」

　それからミソラの席に目をやり、

「……ミ、ミソラさんはどうしたんでしょうかっ？」

「うーん、多分今日も休みだろ。これで三日連続だな」

「あのぅ……、それって絶対只ただ事ごとではないというかですね、なんというかそのぅ……」

　おどおどしながら、レクティはカナタと視線を合わせることなく俯き加減で告げた。

「……わ、わたしここ最近のお昼休みはミソラさんとご飯食べてるんです。でも昼休みが終わりに差し掛かかると、ミソラさん、不ふ機き嫌げんになって鞄かばんを持ってどこかへ行くんです」

　これは由々しき事態を解決するための糸口になるのではないか、とレクティにしては一生懸けん命めい話す。だが、カナタの反応はというと、

「ふーん、やっぱそうなんだ」

　あっさりとした軽く流すかのような一言。ほ、本当にこの人についていって大だい丈じよう夫ぶなんだろうか、と疑問を抱いだきかけたところでふと気づく。

「…………っ！　やっぱりというと……な、何か心当たりがあったりするんですかっ!?」

「ま、心当たりっていうほどのことじゃねーよ」

「そ、そうなんですか……」

　これで振り出しに戻もどってしまったと落らく胆たんするレクティに対し、カナタがしれっと告げる。

「まーな。ミソラがへそを曲げたのは一〇〇パーセント俺の責任だし。心当たりっていうよりは、確信してるんだけど」

「…………………………そ、それって絶対カナタさん悪いじゃないですかっ！」

　彼女にしては珍めずらしく大きな声で突っ込んできた。

「あのぅ、カナタさん本当にやる気あるんですよねっ!?　こんな特訓続けて強くなれるんですよねっ!?」

「さーな。本人の努力次し第だいでは強くなれるんじゃねーの？」

「ほ、本人の努力次第って……カ、カナタさんっ」

「な、なんて無責任なこと言うんですか……っ！」

　レクティがしんみりと切ない貌かおを浮かべたとき、カナタが頭の後ろを搔かきながら、

「ん？　ああ、そういうことか。わりーわりー、言ってなかったな」

　それから彼は不敵に笑って、

「そんな泣き出しそうな貌浮かべるなよレクティ。実際に強くなれるかどうかお前らの努力次第ってことだ。教官としての俺が出来ることはお前たちに強くなるきっかけを与あたえることだけだからな」

「きっかけ……ですか？」

「そ。きっかけだよ。ただ俺がきっかけを与えて、お前らが努力してもそれが報むくわれなかったらそんときは俺の責任ってことだ。……そんでレクティはどうする？　このまま特訓続けるか？」

　あの本当に意味があるんだかないんだか効果不明な謎なぞの訓練。カナタは一週間続けることが最低条件だと言っていたが、

「あのぅ……カ、カナタさんは今日どうするんですかっ？」

　返事に窮きゆうしたレクティが尋ねる。その返事次第で継けい続ぞくするかどうか決めようと思う。どうもこの人は何考えているかわからないのだ。

　そう問われたカナタは、腕うでを組み頭を捻ひねりつつ答えた。

「うーん、そろそろミソラが自宅に帰ってるなら家庭訪問でもしに行くか。もしかして具合が悪かったりしたら大変だしな」

　レクティは判断に苦しんだ。この教官はやる気があるのかないのか、優しいんだか優しくないんだか……







「うーん、この家か」

　地図を片手にカナタは郊こう外がいの三番区にあるミソラの実家へと向かっていた。

　プロフィールシートによると、なんでもミソラの父親は《ミストガン》で経済経エコノ営科ミツクからの特別な許可を受け、喫きつ茶さ店を経営しているらしい。

　子供のことが心配で、ルールの目を搔い潜くぐって学園都市にまでついてくる親のことをカナタは何人か知っているが、おそらくミソラの父親もその類たぐいだろうと察しを付けた。

　基本的に《ミストガン》の空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの学生は寮りよう生活を強しいられるのだ。

　シックな色調で統一された店内に入ったカナタのことを、ドアにつけられたベルの音が歓かん迎げいする。すでに何組かの学生が足を運び、談だん笑しようしながら料理に舌した鼓つづみを打っているところだった。

「いらっしゃい」

　店内に入ったカナタへ声がかかる。カウンター席の向こうでは、スキンヘッドで強こわ面もての中年男性がこちらを眺ながめていた。

「わりーけど、ご飯食べに来たんじゃねーんだけど……」

　カウンター席に着いたカナタは事情を説明しようとする。

　だが、その前に店内でウェイトレスの格好でお店を切り盛りしていたミソラがお冷やを運んでこようとして、素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「な、なんであんたがここにいるのよっ！」

　カナタのことをじっと睨にらみつけるミソラに対し、カウンター越ごしに声がかかる。

「こらミソラ、最近珍しく学校から早く帰ってきて店手伝っているっていうのに、客に対してその扱あつかいはねえだろう」

「うっさいっ！　お父さんは何も事情知らないから黙だまっといてよっ！」

　二度射るように睨みつけられながらも、カナタが平然と嘯うそぶく。

「お前の様子を見に来たんだけど、怪け我がとか病気ではないよーだな」

「あんたね、このタイミングでそんなことを言うっ！　もっと他ほかに言いたいこととかあるんじゃないのっ！」

「うーん、一番言いたいことはこのことなんだけど。お前の身になんかあったら困るからな」

「…………～～～（ピキっ）！」

　でも、彼の貌つきがどこか安らいでいる。ミソラが無事であることを確かく認にんしたカナタは、内心で責任ある教官として本当に安あん堵どしていた。そしてしれっと口にする。

「お前の方こそ、俺に何か言いたいことがあるんじゃねーのか？」

　全力で怒ど鳴なりつけたかったミソラの表情が歪ゆがみに歪みまくり、思いつく限りの罵ば詈り雑ぞう言ごんを口にしてやろうと思うのだが、折悪あしく会話に割って入られる。

「なんだお客さん、ミソラの知り合いだったのか？」

「え？　おっちゃんがミソラの親父おやじだったのかよ？　……なんつーか全然似てなくね？」

「がっはっは。うちの娘むすめは母親似なんだよ」

　母親似。豪ごう快かいに笑う店主がそんな台詞せりふを口にしたとき、ミソラの表情があからさまに曇くもる。彼女は妙みように意気消しよう沈ちんした様子で、

「……あたし着き替がえてくる。今日はもう上がることにしたから」

　すうっと店の奥へと姿を消していった。ミソラの父親が気まずげに頭を搔く。

「すまねえな。どうも家族仲っつうのが上う手まくいってなくて……」

　家族仲が上手くいってない、か。そんなことを胸中で呟つぶやきながら、カナタが目め敏ざとく見つけたのはカウンターに飾かざられた写真立てだ。

　お店全体を見守るかのような角度で飾られたその写真には、幼いミソラと若いミソラの親父とそれにおそらく母親だろう、ミソラと同じ艶つややかな長く紅あかい髪かみをし、魔ま砲ほう剣けんを携たずさえた女性の空戦魔導士の姿もあった。

「おっちゃんの嫁よめさん美人じゃんか？　確かにミソラは母親似だな」

　生しよう涯がいの伴はん侶りよのことを褒ほめられているのだが、ミソラの父親はなぜか冴さえない貌のままだ。

「ああ、この写真のことだな」

　ミソラの父親が写真立てに飾られたそれを眺めつつ、

「確かにあいつはいたよ。想おもい出はこの写真ぐらいしか残っていないけどな……」

　どこか暗あん澹たんたる表情で告げた。

「もしかしておっちゃんってナチュラル……？」

「まあな。娘はウィザードで、俺はナチュラル。そして嫁さんは……空戦魔導士だったからな。……ああ、余計な話をしちまったな」

　ウィザードとナチュラル。魔ま力りよくを持つ者と持たざる者。

　魔ま甲こう蟲ちゆうに殺された人間のことを覚えていられる者といられない者。

《ミストガン》はウィザードの都市だ。通常の都市と異なり、総人口の九割をウィザードが占しめる。この件はおそらくミソラの事情に関係していると察しをつけたとき、ミソラの父親が洗い終えたコップに付いた水すい滴てきを布ふ巾きんで拭ふき取りながら鋭するどく切り込んできた。

「ミソラはいつも馬ば鹿かみたいに遅おそくまで訓練してるからな、ここ最近の早帰りは珍しいんだよ。学校で何かあったかと思ったんだが。お客さん、なんか知ってるか？」

　だが、相変わらずカナタはケロッとした調子で言う。

「んー、ミソラのこともっとよく教えてくれねーかな？　あいつがなんで魔砲剣にこだわるのかとか、全部含ふくめて」

　ミソラの父親のコップを拭く手がぴたっと止まった。

「その前にお客さんに一つ訊きいときてえことがある。お前はうちの娘の何なんだ？」

「ん？　言ってなかったか？」

　それからカナタはミソラの父親の相そう貌ぼうを見み据すえて不敵に微笑ほほえんだ。

「俺ってミソラの教官。ミソラが強くなるきっかけを与えることが俺の仕事なんだよ」







　ウェイトレス姿から防護服プロテクターに着替えたミソラは、喫茶店の裏側にある再開発地区へと足を運んでいた。そのすぐ近くには高さ五〇メートルはあろうかという抗呪アンチ素材カーズ製のドーム壁へきがある。

　鉄骨が剝むき出しになっていたり、半ば崩ほう壊かいしかけた建造物が乱立する殺風景な景色が集まるその環かん境きようこそが、ミソラの個人訓練の場だ。




「なんで、あたしが勝てないのよっ！」

　屈くつ辱じよくとやり場のない怒いかりをぶつけるかのように白銀の魔砲剣を振ふり下ろす。激情に流された剣けん戟げき。それは空むなしく空くうを斬きるかのように映った。

　汗あせで濡ぬれ細った紅く艶やかな長い髪が防護服プロテクターへと纏まとわりつく。

「なんで、あたしが勝てないのよっ！」

　もう何度この剣を振り抜ぬいただろうか？　……いや、考えるだけ無む駄だだ。よそう。努力すれば努力した分だけ強くなれるから。それでも、

「なんで、あたしが勝てないのよっ！」

　なかなか雑念を拭ぬぐい去ることができない。落ち着け、落ち着け。ミソラは自分へ念じる。これまでに繰くり返した数万回以上の素す振ぶり。他の学生たちの倍の努力との自負はある。

　一三四連敗も関係がない。カナタとの模も擬ぎ戦せん闘とうで一いち撃げきも当てられなかったことも同様だ。

「……あたしは、諦あきらめないっ！」

　自分に才能がないことなど、努力しない奴やつの言い訳に過ぎない。本当の才能とは努力し続けることにあるのだ。たとえ模擬戦で一〇〇試合中一〇〇試合負けても、一〇一試合目で勝利すればいい。そのためにはどうすればいい？　──練習あるのみだ。だが、

「……こんなに努力しているのになんで報むくわれないのよ」

　ほろりと漏もれる弱音。今にも泣きだしそうなのを必死に堪こらえ、ミソラは下した唇くちびるを嚙かみ締しめながら鍛たん錬れんする。それは必死に抗あらがい続ける意志の表れであったが、見る者によってはどこか切なく感じられることだろう。

「どんだけ頑がん張ばったとしても……な」

　カナタも切なく感じられる者の一人だ。父親に彼女が普ふ段だん自主練習している場所を教えられミソラの姿を見つけたはいいが、声をかけるのが躊躇ためらわれていた。

　ミソラには致ち命めい的に魔剣術の才能がない。とにかく大剣を振り回す身長たつぱが不足しているし、反射神経もあまり秀ひいでていないとカナタは思う。……そして俺はこいつに魔ま甲こう蟲ちゆうと戦って生き残れるだけの強さを身につけてほしいとも。

「くっ！」

　ミソラの掌てのひらに不意に痛みが奔はしった。またマメが潰つぶれたのだ。彼女は魔砲剣を取り落としそうになり、慌あわてて堪える。それからきっと唇だけをきつく結び、歯を食いしばる。

「あたしは、お母さんの分も負けないっ！」

　再び魔砲剣を上段に構える。そして精せい一いつ杯ぱい振り下ろす。

　ミソラの父親から、ミソラの事情はあらかた聞いた。







「ミソラが魔砲剣士を目指すのは母親のことを忘れたくないという一心からなんだよ。

　俺の嫁さんは昔住んでいた浮ふ遊ゆう都市では魔砲剣士として優ゆう秀しゆうだった……らしい。だが、ある日出しゆつ撃げきしたまま還かえってこなかった。まあおそらく嫁さんが殉じゆん職しよくしちまったその瞬しゆん間かんから、俺の記き憶おくからはその想い出や存在そのものが消失しちまってたはずだから、ミソラは薄うす々うす悟さとっていたはずだったとは思うんだがな。

　嫁さんの仲間の空士が届けてくれたのは、白銀の魔砲剣だけだったんだ。自分の母親が最後に何を想ってそれを娘へと託たくしたかは聞いていなかったそうだが、それでも自分の母親が最後の瞬間に残したのは、魔砲剣だ。

　まだすごく小さかったミソラとしては、空士としての母親に憧あこがれを抱いだいて、意地でも魔砲剣士になると自分に誓ちかいを立てるはずだろ。

　勿もち論ろん嫁さんの墓所は、この都市に移住してきた際に希望ホープオの丘ブヒルに設けられている。だがな誰だれも覚えちゃいないんだ。本質的には父親である俺でさえも覚えていられなくなった母親の姿を、魔砲剣士になろうとすることで、ミソラはずっと追い求め続けてるんだ」







　ミソラが魔砲剣士に固こ執しゆうするその理由も、気き概がいも、想いも、何もかも──

　それら全部を踏ふまえた上で、カナタは自分がミソラのためを思いながら、自分が彼女に魔砲剣士ではなく、魔砲士を勧すすめたことは間ま違ちがっていないと思う。

　ミソラの想いがどれほどのものかはよくわかった。だからこそ、ミソラは全力でその魔砲剣士になりたいという覚かく悟ごをカナタに伝えなくてはならない。

　そうしなければ、ずっと今のままだ。今のまま教官であるカナタにすら理解されず、Ｆランク小隊の一人というレッテルを貼はられたままいずれは……──

「おい、ミソラ」

「な、なんであんたがここにっ!!」

「ちょっといいか？」

　嫌いやがる彼女を半ば無理やり連れて、カナタは場所を移すことにした。







　なだらかな緑の丘一面に広がるのは、都市を守るために殉職した学生たちを供く養ようするための白色の十じゆう字じ架か。学生たちの間ではこの場所は希望ホープオの丘ブヒルと呼ばれていた。

「お前さ、毎日この場所に通ってるんだって……」

　そこにカナタとミソラの姿があった。そして二人はミソラの母親が眠ねむる十字架の前へと歩いていく。おおよその場所はミソラの父親から聞いていた。

「だから何よっ！　っていうかお父さんから勝手に人のこと聞いたのっ！」

　カナタの隣となりを歩くミソラは、今まで黙だまっていたことをカナタに知られ、自分の心を土足で踏みにじられたようで腹の虫がおさまらなかった。カナタは勿もち論ろんのこと、勝手に自分のことを教えた父親も同罪だ。

　少しは悪い奴ではないと信じていたのに……カナタのことを心底軽けい蔑べつしていた。

「べつにお前の親父おやじさんは悪くねーよ。お前のこと、本当に心配してたからな」

　シリアスな話題にもかかわらず、例の如ごとくカナタはケロッとした様子だ。

「お前が魔ま砲ほう剣けん士しに固執する理由ってのは、母親と関係があるんだってな。ここはお前の母親がいる場所なんだろ。だからここがいいと思ったんだよ」

　ミソラが下唇を固く結び、きっとカナタを睨にらみつける。だが、彼に気にした様子はなく、

「なあミソラ。お前の事情はよくわかったからとっとと魔砲剣士辞やめろよ。お前は今のままじゃ絶対強くなれねーよ。だから今魔砲剣士辞めることを母親の墓の前で誓ちか……」

　そんな無神経な言葉を口走った途と端たん、

　パシンっ。

　ミソラの右手の平が容よう赦しやなくカナタの顔面を捉とらえた。

「──あたしの事情を知った風な口きくんじゃないわよっ！」

　ハァーハァーと肩かたで息をし鼓こ動どうを乱すミソラは、顔面をぶたれたカナタを未いまだに睨みつけている。だがぶたれた当人はというと、そうされて当たり前とわかっていたかのように落ち着いていた。

「じつの父親でさえも、いなくなった母親のことを覚えてない。その苦しみが、哀かなしみがあんたにわかるっ!?　魔砲剣士として必死になって戦った母親の形見の魔砲剣、それがあたしにとってどれだけ価値があるかあんたにわかるっ!?」



　カナタは何も答えない。──答えられないということを知っているから。

「無責任な元エースにはわかんないでしょうねっ！　あたしは亡なくなったお母さんのこと、もうお父さんでさえも本当の意味では覚えていないお母さんのことを、その想おもいを、魔砲剣と一いつ緒しよに授さずかってるのよっ！　そんな想いを背負って必死に努力するあたしのことを、あんたなんかに何がわかるのよっ！」

「なあミソラ」

「なによっ！」

　ぎりっとした鋭するどい視線をカナタは一身で受け止め、普段の飄ひよう々ひようとした態度を微み塵じんも感じさせない真しん剣けんな顔つきで、誰よりも強く研とぎ澄すまされた相貌でミソラを見返していた。それは《ミストガン》の頂点を極きわめんとしたエースの眼まな差ざし。

「外から見るとわかることもある。必死になっている本人じゃなくて、もっと遠くから客観的に見えることがあるんだよ。お前に魔剣術の才能はねーよ」

　冷れい淡たんな宣告。だが、厳然たる事実。そんなことは彼女自身でもわかっていることなのだ。

　それでも諦めない。諦めたくないからこそ、

「だから、あたしはそれでも魔砲剣士に──」

「でも、必死になって努力するそいつじゃねーと見えねーものってのもあるんだよな……」

　頑かたくなに魔砲士を勧められるものだとばかり考えていたミソラは、カナタの言葉に困こん惑わくを露あらわにする。てっきり否定されるものだと思い込んでいた。

　だから、カナタに対してその想いを伝えたことはこれまでなかった。ついかっとなって怒おこって帰っただけで伝えようとしたことは一度もなかった。一度も……

「なあこの場所も希望ホープオの丘ブヒルなんて有り難い名前が付けられているけど、死んだ奴らにとっての希望ってのはなんだと思う？」

　そう言って彼は、自らを囲うようにして存在する十字架の山を見み渡わたした。

　それぞれ一つ一つの十字架には志半ばで散って行った学生たちの想いが込こめられている。

「それは都市に住む人々を守りたいってことでしょ」

「ああ。魔甲蟲の脅きよう威いから都市を守ろうとして散っていった奴らってのは、自分たちのことを忘れてほしくねーけど、それ以上に都市を守りたいっていう気持ちがあるから戦えるんだ。死んだ奴らにとって希望ってのはきっと都市に住む仲間を守りたいっつーことなんだよ。……それはお前の母親だって同じことだぞ。お前の母親だって魔砲剣士になることが目的だったんじゃなくて、空戦魔導士として都市に住む人々を守ることが目的だったはずだ。お前はそのことについてはどう考えてるんだよ」

　空士になるか、魔砲剣士になるか。間違いなく母親は前者を選んでいたのだと思う。空士として都市の人々を守るために選んだ手段が、魔砲剣士だったに過ぎないのだ。

　母親の想いについてはミソラも知っている。踏まえている。何度も考え抜ぬいた。

　それらを熟じゆく慮りよした上で、ミソラはなおそれでも、と言葉を紡つむぐ。

「それでも──どちらか一つだけを選ばなきゃいけなくて、もう片方を見捨てるような選せん択たくなんてあたしには出来ない。甘いって皆みんなに笑われるかもしれないけど、あたしはどっちも諦めたくないの。空戦魔導士になることも、その中でも魔砲剣士になることを……

　だからあたしは誰も覚えていないお母さんの分も、その想いを、そしてお母さんのことを忘れないためにも魔砲剣士を目指したいのよっ！　この都市の人々を守るためにっ！」

　言葉にして初めてミソラは、自分勝手でわがままなことばかり言っているな、と思う。

　きっと目の前の男にあたしの言葉は届かないだろうとも。

　でも、それでもたとえこの想いが、必死に何かを目指そうと足あ搔がき続ける想いが、カナタに届かなかったとしても、それでもミソラは──

　絶対諦めない。この胸に秘ひめる想いを曲げたりはしない。

　だからこそ、ミソラはカナタへと思いの丈たけをぶちまけた。彼女がその小さな胸に秘めた熱い想いに触ふれたカナタ。彼はついに覚悟を決め、不敵な笑えみを漏もらす。

　そしてどこか吸い込まれるような不思議な魅み力りよくのある漆しつ黒こくの瞳ひとみでミソラを見み据すえた。

「わかった。なら、魔砲剣士として強くなるためのきっかけを俺が与あたえてやるよ。だから、それをお前は必死に磨みがくと今この場で誓え」

　一いつ瞬しゆん耳を疑うかのように呆ほうけた貌かおをミソラは浮うかべる。咄とつ嗟さに出た言葉でないことは、カナタの顔付きを見ればわかる。

　ミソラの父親から話を聞いたとき、彼はすでに可能性として考慮していたのだ。

　自らぶたれてまで試ためしたかったのは、ミソラの覚悟の深さ。

　これから降りかかるであろう、空士の苦難な回かい廊ろうを歩み続ける意志の強さ。

「で、でも、い、いいのっ？　あたしを魔砲士にコンバートさせたかったはずじゃ……」

　どこか困惑したミソラに対し、カナタが面と向かってはっきりと言う。

「俺が言った言葉をちゃんと思い出せよ。あのとき俺は──今までと同じ努力じゃ弱いままだって言ったんだよ。努力のベクトルについちゃ何も言げん及きゆうしてないぜ。……ま、お前は人の努力も知らないくせにって怒って帰っちまったけどな」

　そう指し摘てきされ、ミソラは肩かた身みが狭せまくなる。

　カナタはこうも述べた。

「お前は母親からウィザードの特性を受け継ついでそれが普ふ段だんの基き礎そ訓練で鍛きたえられてきてるんだ。だからさ、魔砲剣士として強くなれないこともねーんだよ」

　その言葉を聞いた途端に、ミソラの険しい相そう貌ぼうがぱあっと明るい輝かがやきを取り戻もどそうとするのだが、

「でも、お前が魔砲剣士を目指すっていうことは、魔砲士を目指すよりずっと困難な道が待っているっていうことだ」

「…………ずっと困難な道」

「俺が魔砲剣士じゃなくて、魔砲士を勧めたのは、それは魔砲士の方がお前の魔力量と移動速度を活用して中衛で活かつ躍やくできるからだ。魔剣術の才能に恵めぐまれないお前が剣を握にぎるなんて無む駄だ以外の何ものでもない。だからこそ、俺はお前に魔砲士を勧めようと思った。そっちの方が単純な話強くなれるからだ。俺が言ってる意味わかるか？」

「……う、うん。言いたいことはわかる。わかるよ」

　真剣な輝きを放つカナタの双そう眸ぼうにじっと見据えられて、ミソラはそれでもどうにか肯こう定ていの返事をする。その不安げな、しかし肯定の返事を聞いて、カナタの目元が一瞬ふと緩ゆるんだ気がした。

「なら、ただ誓ちかうだけじゃダメだ。お前の母親に誓え、母親よりずっと強い魔砲剣士になるって。都市の人々を守るためだけじゃなくて、自分の身も守るために強くなるって」

「自分の身も守るため……？」

「ああ。お前が魔砲剣士を選択するってことは、任務中に殉じゆん職しよくするリスクが高まるっていうことだ。本当ならそういうのは俺の流りゆう儀ぎじゃねーんだけど。……でも、お前がどうしてもその道を選びたいっつー想いもよくわかった。だからこそ俺はお前に誓わせる。お前を死なせないために、一人前の空戦魔導士にするためにな。そうしたら俺もお前を死なせないことを今この場でお前の母親に誓ってやるよ。そして教官としてお前が背負っているもんの半分は俺が背負ってやる。だからお前は強くなれミソラ。誰だれにも負けないぐらい強くなって想いを叶かなえるためのチカラを身につけろ」

　カナタは本気だ。そんなことは目を見ればわかる。

「……あ、あ、あ、あのねっ！」

　だからこそ興奮冷めやらぬといった様子でカナタのことを見やり、

「──あ、ありがとうっ！」

　そう言いながらどこか照れくさそうな笑顔えがおを浮かべる。その表情はカナタが今まで見た中で最も晴れ渡ったものだった。







　カナタがミソラへ必死の説得を施ほどこす一方、校舎では──

「え……？　いや、すまないな。ありがとう」

「いえ、そのぅ……どういたしましてっ！」

　廊ろう下かには、ブロンドの好青年にお礼を言われ、気き恥はずかしそうにぺこりとお辞じ儀ぎしてみせるレクティの姿があった。何かあったのだろうか。その場所に気まぐれにふらりと居合わせたリコが怪け訝げん貌を浮かべ尋たずねた。

「むっ、どうしたんだレクティ？」

　リコの知るレクティは見ず知らずの人には極力話しかけようとしないほどの恥ずかしがり屋だったはずだが……

「あっ、リコさん。じつは廊下で学生証を落とされた方がいて、廊下で会った人に色々と尋ねながら、その方のもとへと届けるために……」

　そう言いかけて、はっと何かに気づいたレクティの貌がみるみる上気して混乱し始め、頭からぷしゅーと蒸気でも噴ふき出すかの如ごとき様相を浮かべ、

「～～～っ！　リリリ、リコさんっ！」

「どうしたんだ？　そんなに慌あわてて？」

「わ、わわわ、わたしっ！　生まれて初めてあんなに大勢の、し、知らない人に話しかけちゃいましたっ！」

　そう。ここに来るまでの途と中ちゆう、落としものを届けなければと必死になっていたとはいえ、恥ずかしがり屋なレクティにしては珍めずらしいぐらいに知らない学生たちに声をかけ続けていた。

「あうあう、お、お礼とかどうすればいいんでしょうかっ！　貌見て話しかけちゃったんですっ！」

「いや、お礼の問題とかではないと思うが……」

「あのぅ……、そのぅ……」

　胸の前で指先をつんつんしながらレクティが恥ずかしそうに、

「な、なんて話しかけていいかわからなくておどおどしていたら、『最近校内でコスプレしている方ですよね？』とか『あれって何かの活動なんですか？』と声をかけられて、すごくあたふたしながらですけど、い、一生懸けん命めい答えちゃいました……っ！」

　どうやらレクティは普段のお洒落しやれな格好をきっかけに様々な人と会話を繰くり広げつつ、学生証の持ち主の居場所を突つき止めることが出来たらしい。そしてそのことにえらく感激したのだろう。

「人と話すのって緊きん張ちようしますけど、会話しているといつの間にかお互たがいにわくわくしてて、それでついこっちもうれしくなって……、初めての人と話すってすごく愉たのしいことなんですねっ！」

　そう言ってしばし沈ちん黙もくする。どうしてこうなったのか理由を考える。咄嗟のこととはいえ視線が苦手なレクティが、見ず知らずの人と自分から思い切って話しかけられるようになったきっかけとは……

「リ、リコさん。わ、わたしもしかして、すごい訓練受けちゃったかもしれません……っ！」

　ふと思い至ったのは、効果があるんだかないんだか定さだかではないカナタのコスプレ特訓だった。大人しいレクティにしては珍しく興奮気味の様子で、彼女はいまにも弾はじけ飛びそうな勢いで胸むな元もとで両手をぐっと握り締しめてみせた。

「ふっ、何やら面おも白しろい特訓を受けているようだな。わたしに汗あせを搔かくかったるい訓練を強要しないことといい……どうやら少しは見所のある教官のようだな」

　そう口にしながらリコは何やら不敵に笑ってみせた。







　第四章　勝利の鍵かぎは、彼女の一いち撃げき







　カナタが教官に就任してから九日目のアルテミア寮りようの談話室でのことだった。

　階段を上がって右が男子寮、左が女子寮のフロアへと繫つながる共用スペース。五階まで吹ふき抜けの広々としたスペースで、カナタは三人掛がけのソファーを一人で占せん有ゆうし、近くのテーブルに資料をぶちまけていた。

「いくら皆から嫌きらわれてるからって場所を選ぶべきですよ。ここでは皆の迷めい惑わくになりますよ」

　遅おくれてその状じよう況きように気づいたロイドが、半ば呆あきれ顔を浮かべながら一応注意する。

「んっ、周りがわざわざ距きよ離り取ってくれるんだからいいじゃんか」

「カナタのそういう姿勢には脱だつ帽ぼうですね」

「？　なんで脱帽するんだよ？」

「周りが距離を取ってくれるのがいいなんて発言するのは、相当寂さびしい人生のはずなんですが、カナタを見てると凄すごい肯定的ポジテイブな発言に聞こえます」

「そうか？　俺の人生って相当寂しいか？」

「気づいていないならご指摘して差し上げますよ。学園都市中から裏切り者扱あつかいされてハブられるなんて、滅めつ多たにお目にかかれるものではありませんよ」

「へー、そうなのか。ま、いまはそんなことどうでもいいよ」

　自分の部屋は散らかりまくりで掃そう除じする時間すら惜おしい。周りから裏切り者扱いされているカナタに近寄ろうとする者はおらず、孤こ立りつしている彼はどこか邪じや険けんに扱われているように映る。もっともカナタは本当に全然気にしていないが。

「お話し中失礼します、ロイド先せん輩ぱい。わたしも会話に加わらせて頂いてもいいですか」

　そんな彼のことを目め敏ざとく見つけ、近づいてきたユーリが刺とげ々とげしい口調で告げる。

「そういえば、先輩が教官を務める小隊の、次のランキング戦の日取りが一週間後に決まったらしいですね。相手はＤランク昇しよう格かくが有望視される小隊だとか」

「まーな」

　カナタは担当する小隊のメンバーの資料と睨にらめっこしながら気のない返事を返す。

　昨日対戦相手が学内掲けい示じ板ばんに貼はり出されてから、一晩徹てつ夜やで勝つための方法を考え抜ぬいていたことなど誰も知らない。

「それでＦランク小隊が勝つ見込みなんてあるんですか？　それともまた何か理由を付けて逃にげ出すんですか？　カナタ先輩はあの事故からただの臆おくび病よう者になりさがりましたからね」

　ただ裏切り者を蔑さげすむかのような言こと葉ば遣づかい。資料から目を離はなし、カナタはユーリを見上げた。

「んっ、ユーリ。お前、Ｅ６０１小隊勝てないって思ってるだろ」

「当たり前です。ただでさえ弱いのに、無責任な先輩が入ったところで強くなれるわけがないですから」

「そっか。そりゃ俺にとって都合がいいな」

　不敵に笑ってみせたカナタに対し、ユーリが戸と惑まどいを露あらわにした。

「都合がいい？　ど、どういう意味ですかっ？」

　資料から目を離したカナタは、吸い込まれるような漆しつ黒こくの瞳ひとみでユーリを見み据すえた。

「誰がどう見ても負けて当然だと思ってる。まして相手はＤランクへの昇格が有望視されている小隊。どっからどう見ても相手が勝つ。だから俺たちが負けても失うもんは何もない。だから、気負わずに臨のぞむことが出来るだろ」

「つまり……負けて当然だって言いたいんですかっ！」

「ちげーよ。勝てる要素が増えた。それだけのことだ」

　なんだかエースと呼ばれていたときと同じ顔をしている、とユーリは心の片かた隅すみで思う。

　どんな劣れつ勢せいになっても諦あきらめないあの《黒クのロ剣ノ聖ス》と呼ばれていたときのような、あの裏切りの日以来久しく見ることのない不敵な貌かおつきだ。

「せいぜい口だけじゃないことをお祈いのりしていますよ」

　皮肉げな捨て台詞ぜりふを残しながら、ユーリはどこか名残なごり惜おしげにちらちらとカナタのことを見ながら退出して行った。

「ロイド、頼たのめるか？」

「ユーリが拗すねていないか見て来いっていう意味ですよね。もしも狙ねらってやってたら、相当の悪人ですよこれ」

　ロイドもユーリと同じくカナタがなぜ裏切ったのか真相はまるで知らない。だが、そう嘯うそぶきながらも本当に様子を見に行くあたり、彼はカナタのことを信じることが出来ていた。




　　　　＊＊＊




　訓練グラウンドの一角に設けられた射しや撃げき場。距離一〇〇のレールの上を走る擬ぎ似じ標的に狙いをつけて、ミソラは魔ま砲ほう剣けんの鍔つばに当たる部分を引き絞しぼる。撃うち出された魔砲は遥はるか手前の岩がん塊かいに直撃し、そちらを粉ふん砕さいした。

「いきなり移動目標狙って撃っても、お前のセンスじゃ絶対命中しねーからやめろって言ってるだろ」

　ミソラの個人特訓二日目。あの説得の日から二日経たった計算だ。好戦的な眼まな差ざしで狙いを付け続けるミソラに、後方で控ひかえるカナタが呆れたように声をかける。何度撃っても命中することのない魔砲に、さすがのミソラも意気消しよう沈ちんの様子。

「そろそろ納なつ得とくしたか」

「……う、うん」

　肩かたをがっくりと落としているミソラを見やりしれっと言う。

「そんなに落ち込むなよ。お前にセンスのないことなんか最初から知ってたし」

「うぅ……、で、でも当たりそうな気がしたんだもんっ！」

　あまりにも熱意に溢あふれたミソラがカナタの制止を振ふり切り、レベルの高い訓練に固こ執しゆうした結果、空回りしてこのザマだ。あの希望ホープオの丘ブヒルでのカナタの言葉に噓うそはなかったと信じているが、それでもミソラは不安を隠かくしきれない。

　個人特訓一日目は座学だった。ミソラがいままで興味や関心がなかった魔力砲撃についての基き礎そ知識を叩たたきこむところから始めたのだが、出来は酷ひどいものだった。

　射砲撃系の基礎知識である弾だん道どう飛行曲線について、カナタが嚙かみ砕くだいて子供でもわかるように講義を施ほどこしているというのに、彼女はちんぷんかんぷんで、挙句の果てに日ごろの鍛たん錬れんの疲つかれが出て居い眠ねむりすらする始末。

　マンツーマンのレッスンであったため、その場でカナタが容よう赦しやなくこつんとやった。ムッとしたミソラが見み栄えを張ってちゃんと聞いてるわよなどと減らず口を叩いたが、カナタの鋭するどい質問にまるで答えられず沈黙して縮こまっていた。

　ミソラがどこかたどたどしく言う。

「ね、ねえ……、あんたってさ、あたしがこのまま魔砲剣使って強くなれるって本気で思ってるっ？」

　勿もち論ろん、止やめろと言われて止めるつもりはない。

　ただ本当に強くなれるのかどうかもう一度確かめておきたい。飄ひよう々ひようとして何考えているかわからないカナタの様子が彼女を無む性しように不安な気持ちにさせるのだ。

「ああ、問題ねーよ。お前が中衛で砲撃特化って役割は変わんねーしな。ただ射撃補正がしやすい魔砲杖じようと違ちがって、魔砲剣は扱いが難しーから、そこは徹てつ底てい的に練習させるぞ。……ほら、あそこに固定目標があるだろ」

　カナタはミソラに近寄りながら、距離二〇〇にある擬似標的を指差した。すぐさまミソラがそこへ狙いをつけるのだが、

「この距離から狙ってもいまのお前の腕うでじゃあたらねーよ。まず照サ準イ器トで覗のぞけよ」

「なんで照準器こんなおもちやなんか使うのよ……痛っ！」

「今度反論したら、今度はもっと強きよう烈れつなデコピンをお見み舞まいするぞ。いいからやってみろよ」

　本来魔砲剣に備わっていないオプションなのだが、カナタが万融錬アルケ金科ミストへと足を運び特別に装着してもらっていた。

　右脇わきを締しめ長大な剣身を左手で支えながら、指示通りに覗き微びち調よう整せいを加えると、遠方にある擬似目標全体が小さく収まった。

「ちゃんと狙いをつけることが出来るわよ？」

「そりゃ動いてねーからな、もっともそこから手ぶれとか色々と補正しなくちゃならねーんだけど。……ほらそのままもっと前に進んでみろ」

　周囲に他ほかに射撃場を使用している学生がいないことを確かく認にんしてから、カナタとミソラは射撃ブースを乗り越こえ、射撃場の中へと入っていく。そして、これくらいの距離かな、とカナタが判断したところで足を止めた。

「もう一度覗いてみろ」

「うーん、大きくて全体が入らなくなった」

　再び狙いを付け照サ準イ器トを覗くと、今度は擬似目標が目め一いつ杯ぱい大きくなり一部しか映らない。もとが何であるか判別が付かなかった。

「そ。この距きよ離りで引き金を引くようにするのが基本だ。初心者がいきなり高度な練習しても無理だからとりあえずこれと……、標的の後ろを取るっていう空戦の定石ぐらいは覚えとけ。お前は難しいことを考えず、今目の前のことに専念してりゃいいんだよ」

「で、でもさ、射砲撃系の武装を扱う人ならこんな当たり前のこと皆みんな出来るじゃないのっ？」

「まーな。でもお前は出来てねーだろ。当たり前のことが当たり前に出来るようになることが大事なことなんだよ。基本である狙そ撃げき術を疎おろそかにして、応用である偏へん差さ射しや撃げきを習得しようなんて無理にもほどがあるだろ」

「……偏差射撃って？」

「昨日教えただろ……」

「だから、昨日ちゃんと謝ったじゃないのっ！　居眠りしてごめんなさいって」

「はあー……減らず口を叩いてた記き憶おくしかねーんだけど、まあいっか。

　偏差射撃ってのは標的の行動と自分の砲撃速度、距離を計算して、あらかじめ先読みして魔砲を撃つことなんだけど、いまのお前の技術じゃ無理だな」

　きっと無意識に先さき程ほどもやろうとしていたはずなのだが、カナタはレール上の移動目標を狙撃しようとしていたミソラの光景を思い出す。

　あれはまだまだ未熟で、下手したら味方に流れ弾だまを浴びせるかもしれない。

「で、でも……、ならどうするのよ？　あたしが偏差射撃できないと次のランキング戦も怪あやしいんでしょ」

　青あお褪ざめた表情でミソラが訴うつたえると、カナタは後ろ髪がみを搔かきながら答えた。

「ああ、そういやそうなんだよな……」

「ひ、他ひ人と事ごとみたいに言わないでよっ！　あんた、あたしたちの教官なのよっ！」

「そんな不安そうな貌すんなよ。俺が勝つための手段ぐらい考えてねーわけねーだろ」

　だが、そのためにはミソラの成長が必要不可欠だ。身体能力の基礎は高いというのに戦せん闘とうスキルが見合ったものではなく、正直今のままでは使い物にならない。

「ランキング戦では、お前がこれをこなせてないとダメだ。だから今日から四日間、死ぬ気で狙撃術の練習に時間を充あてとけ」

「い、一応頑がん張ばってるじゃないの……っ！」

「わかってるよ。でも魔剣術の練習はしなくていいから、ひたすら砲撃訓練するんだぞ。なるべく付き添そうようにするけど、レクティにも指導を施さなくちゃならねーから」

「……リコは？」

「あいつはとりあえず試合に出るように説得するところからかな……。ま、今はお前が勝利のカギとなるための秘策を伝授してやるよ」

　ミソラは秘策という言葉に胸を弾はずませ目を輝かがやかせていた。目の前の裏切り者のことを未いまだ信しん頼らいし切ったわけではないが、秘策とやらが気になり何度も訊きこうとする。

　そんなとき不意に全校放送のスピーカーが響ひびき渡わたる。

『Ｓ１２８特務ロイヤル小隊ガード、空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン本科二年クロエ・セヴェニー。放送が聞こえていたら直ちに空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーの執しつ務む室へ来なさい。繰くり返します……』

　そんな放送を耳にしたカナタが思わず口にした。

「んっ、妙みようだな」

「なにが妙なのよ？」

「全校放送で呼び出すときに特務なんて格式ばった言い方ふつーしねーんだよ。特務に用事があるってのは、なんかあったって周りに思わせて不安にさせることがあるからな」

　へえーと感心するミソラに向かってさらりと言う。

「こういうかたっ苦しい言い方するときって、大たい抵ていロクでもないことの前兆なんだよな」







　夕暮れ時の西日が差し込む空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーの執務室。午後の実技訓練の最さ中なか、クロエが呼び出しを受けていた。

「一体何のご用ですか」

「この資料に目を通して」

　さばさばとした性格のフロンはいきなり机の上に置かれたひと束の資料を渡す。

　一枚一枚資料をめくるクロエの表情がみるみる冴さえなくなる。

「こ、これは……っ！」

「最近の頻ひん発ぱつする小型魔ま甲こう蟲ちゆう襲しゆう撃げき事件……ついに昨晩、夜間哨しよう戒かい任務に就ついていたＤランク小隊が還かえってこないという事態が発生したわ」

「……心中お察しします」

「あなたが気にする必要はないことよ。それがわたしたちの役割だから。死力を尽つくし、誰だれかのために命いのち懸がけになり、人知れず散っていく損な役回りだけどね」

　どこか自じ嘲ちよう的に言いながら、それでも普ふ段だんと変わらぬさばさばとした貌かおを浮うかべフロンは椅い子すから立ち上がり、執務室の窓から覗く訓練グラウンドの景色を眺ながめる。

　鋭く険しいその瞳ひとみには、何も知らず一心不乱に訓練に励はげむ空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの大勢の学生たちの姿が映っていた。

　クロエの方へ面おもてを見せようとせずにフロンが言う。

「話を戻もどすけど、Ｄランク小隊から最後に微かすかに聞こえた通信では『変キ異メ種ラ』という単語が聞こえたらしいわ」

「……変キ異メ種ラですか」

「ええ。今後哨戒任務にはＣランク以上の小隊を充てるけど、勿論、あなたの特務ロイヤル小隊ガードも哨戒任務に専念してもらうことになると思っておいて」

　訓練に励む空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの学生たちを眺める彼女の右手は、仲間を失った屈くつ辱じよくで僅わずかに震ふるえていた。そのことに気づいたがクロエは口に出さず、

「おそらく大型の変キ異メ種ラでしょうね。現在都市が飛行中の空域の近くには、陸地がありませんから」

「……まあそうだろうとは思うけど。……ねえクロエ、あなたって全然動どう揺ようしないのね」

「戦う前から臆おくしていては、勝てる戦いも勝つことはできませんから。大だい丈じよう夫ぶですよ、何かあったらこの《寂滅姫ニルヴアーナ》が責任を取りますから」

　恭うやうやしく胸むな元もとに手を当てて宮きゆう廷てい風のお辞じ儀ぎをしてみせるクロエの姿に、フロンのさばさばとした表情がふっと緩ゆるむ。

「あなたの強さの秘密、少しは垣かい間ま見みえたような気がするわ……」

　敢あえておどけてみせたクロエのお陰かげで肩かたの力が抜ぬけたらしい。珍めずらしく口元が緩んだフロンの姿はどこからどう見ても普ふ通つうの少女だった。

「そういえば、カナタ・エイジに任せたＦランク小隊はいまどうしてる？」

　書類仕事で忙ぼう殺さつされそうになっていたのだが、クロエの貌を見て思い出す。

　裏切り者のカナタと三人の落ちこぼれ。正直クロエの推すい薦せんとはいえ、あの裏切り者のカナタなど指導者としては不適格過ぎ。Ｆランク小隊の頭に超ちようを付けるようなものだと思っていたが、

「そうですね、カナタならわたしには見当もつかない形で皆の予想を裏切ってくれると思いますよ。カナタって昔からなにしでかすか、わからないところがありますから」

「ん？　それってどういう意味よ？」

　天使のようににこにこ微笑ほほえんでみせたクロエの発言の意味を、フロンは理解しかねていた。
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　学内ランキング戦。空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンで実じつ施しされている小隊毎ごとの戦闘技術向上を図はかることを目的とした競争だ。Ａ～Ｅの五つのリーグがあり、上位リーグで好成績を残すことはそのまま小隊全員の成績評価だけでなく学校内での待たい遇ぐうにすら影えい響きようする。

　簡単に言ってしまうと、上位リーグに位置する小隊の関係者は奨しよう学がく金や小隊予算・装備などの多方面で優ゆう遇ぐうされる仕組みになっているのだ。例えばＳ１２８小隊という昨年度の覇は者しやに限った話をすれば、寮りよう費ひ・授業料全すべて免めん除じよに加え、新装備の優先支給、返済不要の奨学金給付などの優遇措そ置ちを受けている。

　そんな学内ランキング戦が実施される闘とう技ぎ場。本日対戦予定の小隊同士がすり鉢ばち状に深く掘ほられたその闘技場の中で軽い準備運動を始めていた。

「ねえ、あんたの目から見てどっち勝つと思う？」

「──お前らが今度戦う側だな」

　人気のない観戦席に座る不安そうなミソラに問われ、カナタは即そく答とうする。この日は休日で、カナタは小隊長のミソラを連れて偵てい察さつに来ていた。

　観戦席にはほとんど人の姿がない。上位リーグの小隊同士の対決ならまだしも、下位リーグの小隊同士の戦いを見に来るのは余よ程ほどの暇ひま人じんか、その小隊の関係者ぐらいだろう。

「で、でも向こうは四人だし、Ｅ５７１小隊は三人の小隊よっ！」

　小隊のチームの上限は五人まで、下限は三人までと定められている。

「戦いが決まるのは人数だけじゃねーだろ。どれだけチームが纏まとまってるかでも決まる。ほらよく見てみろよ、お前らの対戦相手の方が目が輝いているだろ」

「……う、うん。ちょっぴりだけどこの状じよう況きようを愉たのしんでいるように見える」

「そ。それだけ余よ裕ゆうがあるんだから、数の不利なんて全然気にしてねーってことだよ。お前らも三人の小隊なんだからそういうとこ見習った方がいいぞ」

　はっきりと指し摘てきされ、ミソラはなんだかなーといった貌を浮かべる。

　カナタが勝負事に於おいて手を抜くような性格ではないというのは伝わってくるのだが、それでももう少し気き遣づかいが欲ほしかったのだ。

　すり鉢状の闘技場の中央に位置する、ルーン文字が模様のように細かく刻みこまれた球体のモニュメントに動力が注ぎ込まれ、〈ソーサラーフィールド〉が辺りを包みこむ。これは、肉体的なダメージと精神力とを魔力に変へん換かんすることが出来る結界発生装置のようなもので、非殺傷での模も擬ぎ戦闘を可能にする優すぐれものだ。

　審しん判ぱんの合図でランキング戦が開始されると、それぞれのチームがあらかじめ決められていた役割に従い素す早ばやく散開していき、刻一刻と変化する状況に合わせて小隊長が判断したり、隊員が独自判断で動いたりする。ランキング戦の勝利条件は対戦相手の小隊長が首に掛かけるシンボルマークを奪うばうか、小隊長を気絶させることだ。繰り広げられる試合の時間は一戦あたりせいぜい一五分といったところだろうか。

　試合が始まって数分。観客席からその試合の様相を眺めていたカナタが独り言を口にした。

「へー、Ｅランクのくせにミスがないいい小隊に纏まってんじゃねーか」

　その目はどこか勝負を愉しんでいるかのように見えた。こんなに勝負を愉しめる男がどうして裏切ったのかとミソラは思わず首を傾かしげた。

「特にあの連係プレーが面おも白しろいな。前衛一人の動きに合わせて中衛と後衛が絶えず位置を変えてサポートしてる。時には敵の圧力を惹ひきつけながら、ただひたすら前衛を信じる作戦だな。あそこまでサポートされると前衛は心強いぜ。……ほら、相手を一人撃げき墜ついした」

　人数に優まさる小隊が相手チームの息のあった連係プレーに翻ほん弄ろうされ、一人ずつ各個撃破されていく。教本にでも載のせたい理想的な動きにカナタはいたく感心するのだが、

「ほ、本当にあんな動きする奴やつらに勝つことが出来るのっ？」

　そんなやり取りまで耳に入っていないかというかのように、集中して対戦相手を観察していたカナタが告げる。

「んっ、なにそんなに不安そうな顔してるんだよ？」

「だ、だって、あたしたちまだあんな連係プレーとか……できないもんっ！　それになんていうか、あたしたちにない連帯感があるし」

「そりゃお前らはまだ全員揃そろって連係訓練してねーし、そもそも一ヶ月前にはお互たがい顔見知りじゃなかったし、最近になってやっと一いつ緒しよに昼飯食うようになったんだろ。そんな粗そ末まつな関係で連帯感なんて生まれるわけねーじゃんか」

「つ、つまり……あ、あたしたちは、か、勝てないっていうのっ!?」

「勝てねーなんて言ってねーだろ。ただ相手も強つえってことだよ」

「じゃ、じゃあ勝てるの……っ！」

「さーな。そりゃお前たちの努力次し第だいだろ」

「あたしたちの努力次第って……」

　明らかに吞のまれているミソラへ、カナタが不敵な笑えみとともに諭さとす。

「対戦する前からビビっててどうするんだよ。相手はお前らのことを侮あなどってる。だからお前らは油断している相手の鼻っ柱を叩たたき折ってやる。そのことだけを考えてればいいじゃねーか」

　まるでこの状況を愉しむかのような不敵な笑みを見せつけられ、ミソラの動揺が一いつ瞬しゆんで収まった。

「俺の指示通りにお前は特訓してるんだ。一生懸けん命めい努力するお前らが、あいつらと互ご角かくに渡わたり合えないなんて道理はねーよ。努力は人を裏切らねー。裏切るのはいつも人間の方だ。Ｅ６０１小隊おまえらがやるべきことは自分を信じて鍛たん錬れんに励むこと。それしかねーだろ。違ちがうか？」

　沈ちん黙もくするミソラに対し、カナタが得心顔で告げる。

「んじゃ、お前はこれから個人訓練でもしとけよ。俺はこれから少し用事があるからな」

「用事ってなによ？」

「さーな。ただ変わり者だけど見所がある奴と会うだけだよ」

　きょとんと首を傾げるミソラを余よ所そに、カナタはとっとと待ち合わせ場所へと向かった。







「おい、何のつもりだよ？」

「ふっ、わたしの気配に気づくとは腐くさっても元エースか」

　闘技場近くの公園前の木の下で待ち合わせしていたカナタのもとへ、公園の中から回り込んでいたリコが後ろからひっそりと近づこうとして気づかれる。

　これだけならただの子供の悪戯いたずらの領域なのだが、リコのものは一線を画す。なぜなら先程のリコの気配の絶ち方は、空戦に於いて気配を殺し敵を撃うつことを専もつぱらとする魔ま銃じゆう士独特のものであり、カナタを試ためそうとした意図が伝わってきたからだ。



「たまたまだよ。たまたま後ろを振ふり向いたら、こっちに近づくお前の姿があっただけだ」

「ただ気配を感じるのではなく、目視でも確かく認にんしていたのだろう。熟練した空士に限って気配だけを察知し、目視確認を怠おこたると思ったのだがな」

　やはりリコはひとり知識も技術も飛び抜けている。こいつは絶対にＥ６０１小隊には必要な人材だと、カナタは口の端はしを僅わずかに攣つり上がらせる。

「キミは何のつもりだと尋たずねていたが、女神めがみなわたしはそっくり逆の質問をキミに返そう。キミこそ一体何のつもりなんだ？」

「んっ、どういう意味だよ？」

「用事があると言って、わたしを呼び出すのはまだいい。だが、敢えてわざわざ闘技場の前で待ち合わせとは……作さく為いを感じるな」

　ちょうどランキング戦の終しゆう了りよう時刻を計算して、カナタはリコへと呼び出しを掛けていたのだ。自らを女神と称しようする目立ちたがり天才肌はだのリコのプライドの高さを計算に入れた上で……

「へっ、どうやらその様子だとお前もあのランキング戦を観戦していたようだな」

「………………」

「どうする今のままじゃあの小隊には勝てないよな？」

「………………」

「お前もそれをわかってるんだろ。女神ともあろうお前の小隊が十一連敗か。それとも負けるのが嫌いやだから逃にげるか。だけどさ、女神ともあろうお前が逃げないよな」

「……随ずい分ぶんと安い挑ちよう発はつをするものだな」

「うちの小隊が勝つためにはお前のチカラが必ひつ須すだからな。ミソラとレクティのチカラだけじゃ無理だ」

　そういってカナタにじっと見み据すえられて、リコは後ろ髪がみをさっと搔かき上げたあと澄すました貌を浮うかべる。

「女神なわたしが要いるのは当然だろう。だが、無様に負ける試合にわたしは出場するつもりはないぞ」

　負け続けるのはリコのプライドが許さない。負けるのが嫌ならば試合に出ないか、それとも試合に出て負け以外の結果を出すか……

　そんなリコの事情、心情全てを見み透すかしたかのようにカナタが告げる。

「そっか。なら、絶対に勝てる秘策を授さずけてやるとしたらどうだ」

「……なん、だと……っ!?」

「お前の不ふ遇ぐうな人生をひっくり返すチャンスだぞ」

「……わたしのことをあまり知りもしないキミが一体どの口で語るつもりだ」

「お前のことなら多少は知ってるよ。お前、千里眼の保持者なんだろ」

「………………」

　プロフィールシートに記き載さいされてあった探知系最上級固有スキル『千里眼』。その単語を見つけたときは、衝しよう撃げきを受けた。

「なんで千里眼を普ふ段だん使わないかは知らねーけど、お前が女神な実力の持ち主なのはあながち的外れじゃないと思ってる。少なくともお前の実力を俺は評価してるぞ」

「ふっ、女神なわたしの実力が評価されるのは当然のことだ。もっとも醜みにくい凡ぼん人じんどもにはそれが理解できないようだがな」

　そう言ってリコは澄ました貌かおでカナタを見やり、鼻でふっと笑う。

「ふむ、キミに少し興味が湧わいた。試しに一度試合に出てやるぐらいのことはしてやろう。……だが、訓練には参加しないぞ。汗あせを搔くのは嫌きらいだからな」

　それだけ言い残すとリコは颯さつ爽そうとその場をあとにする。結果としてカナタの目もく論ろ見み通りになったことは本人も薄うす々うす気づいていたが、女神な実力を評価されては悪い気などするわけもなかった。
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　リコは相変わらず訓練に関心がなく、レクティは特訓で何やら摑つかんだ様子。彼女は現在は通常通りの魔ま双そう剣けん術じゆつの鍛錬を再開している。

　そんな折、カナタとミソラの姿は高度四〇〇〇の空中にあった。二日前から滞たい空くう状態からの魔力砲ほう撃げき訓練と飛ひ翔しよう状態での高速移動射撃訓練も並行して実じつ施ししていた。

　大きな雲うん塊かいが群れをなし、蒼そう空くうをまだら模様のように埋うめ尽つくしている。層積雲だ。

　相変わらずカナタは〈ホウキ〉に跨またがり、ミソラは飛行魔術で付き従っている。周囲には他ほかに訓練する学生の姿が見当たらない。《ミストガン》直上の空域よりも大分離はなれてしまっているからだろう。そんな人気のない環かん境きようでカナタが徐おもむろに口を開いた。

「ミソラ、この技わざは一度しか見せねーからよく見とけよ」

　そう言ってさっと右腕うでを真横に差し出す。次の瞬しゆん間かん、突とつ如じよとして何もない空間から一振ふりの魔砲剣が出現する。ミソラはその剣の名を知っていた。

「──漆グ黒ラのデ魔イ砲ウ剣スっ！」

　そう思わず漏もらすように口にした。

　その剣はカナタをして《黒クのロ剣ノ聖ス》と云いわしめた所以ゆえん。《ミストガン》最強小隊の元エースが握にぎりしめる全すべてを覆くつがえす大剣。かつて《ミストガン》空士およそ三〇〇〇の頂点に君臨するに値あたいし者が所持する破は壊かいのための剣。

　呆あつ気けに取られる彼女を余所に、カナタが片手でそれを軽々と振り翳かざす。手近な雲塊へと向けられたのはその剣先から覗のぞくように備えられた砲口だ。

　そしてひたすら魔力を錬れん成せいし、そのほぼ全てを魔砲剣に注ぎ込んだ。〈グラディウス〉の柄つかに当たる部分に存在するシリンダー型の魔力縮退炉ろが素す早ばやく五回転すると同時に、剣身が異様な輝かがやきを放った。そしてカナタは険しい表情で引き金を絞しぼる──
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　爆ばく音おん。腕がもげるような反動。それらと同時に発せられたのは、全てを吞みこむような渦うず巻まく膨ぼう大だいな黒い光の奔ほん流りゆうだ。

　それは暴力の塊かたまりのような漆黒の光こう渦か。大気を焦こがすかのような熱風が生じ、その遥はるか彼方かなたの空域にあった雲塊に大穴を空けた。うねり取られたかのような大気と魔力の残ざん滓しがまだ尾おを引いていた。

　それは束つかの間の出来事。

　まだ夢か現うつつか判断に苦しむかのような一瞬のことだった。

「うそっ！　い、いま……なにしたのっ！」

　呆気に取られたミソラが目撃したのは圧あつ倒とう的な実力チカラの差。何をしたのかと考えることすら馬ば鹿か馬ば鹿かしくなるほど、華はな々ばなしい魔砲剣戦技だった。

　砲撃系戦技には制限リミツト戦技スキルが多く、これもご多た分ぶんに漏れずその中の一つだ。

「ん、なにしたって見てただろ？」

　先さき程ほど大技を披ひ露ろうしたカナタがケロッとした調子で言ってみせた。

「そんで、これがお前が習得する予定の技な。……おい、聞いてるのかよ？」

　うそっ、いまこいつなんて言ったっ！　ミソラは口を半開きにしたまま構える。こ、この技をあたしが習得するっ!?

「こ、こんな強力な技をあたしが習得することが出来るのっ!?」

「可能性はあるんじゃねーの。ま、お前の努力次し第だいだけどな」

　ミソラの固定目標に対する直撃弾だんの割合はせいぜい五割がいいところであり、移動目標に対しては二割を下回る。それでも、訓練当初の一発も命中弾を繰くり出せなかったときに比べたら大きな成果だ。

　そのままカナタはミソラへと指導を施ほどこす。魔力の練り方、魔砲剣への魔力の注ぎ方、魔砲剣に刻み込まれたルーン文字の簡易刻印術式、臨界を見み極きわめるタイミングなどなど。

　そして一通りレクチャーを受けると当たり前のように、

「そんじゃ一度やってみろよ」

「……う、うん。やってみる」

　カナタのように片手で魔砲剣を軽々扱あつかえないミソラは、まだどこかぎこちない手つきで砲撃訓練のときのように右脇わきを締しめ左手で剣身を支えるようにして砲撃姿勢を取る。

　だが、すぐに砲撃することが出来ない。魔砲戦技発動までに必要な魔力を練るためにやたら時間がかかった。しばらくして膨大な魔力を体内で練り上げ、それを魔砲剣のシリンダー部分──魔力縮退炉へと注ぎ込み、そして、
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　ミソラが引き金を絞ると、反動で照準が大きく上に仰のけ反ぞった。同時に一筋の白銀の光が発射される。それはカナタが放った膨大な漆黒の光の奔流と比べ明らかに見み劣おとりするものだったが、それでも通常の砲撃とは比べ物にならないほどの高こう威い力りよく魔砲撃。

　まるで自分の攻こう撃げきとは思えないほど、そのチカラは強きよう烈れつな輝きを放っていた。

　だが、不意に全身に上う手まくチカラが入らなくなる。たちまち剣先から光が消失し、その直後、ミソラは強烈な脱だつ力りよく感とともに眩暈めまいに襲おそわれた。

「こ、こんなに魔力負ふ荷かがかかるなんて……。あ、あんた一体どうしてそんな平然としていられるのよっ！」

　途と方ほうもない消費魔力に呆あきれたミソラが振ふり返ると、

　その視界の先には──普段と変わらず平然としているようで、しかしどこか違い和わ感を覚えるカナタの姿があった。

　平然として普段と変わらぬようなその表情。だがよくよく見ればその額には脂あぶら汗あせのようなものが浮かんでおり、若じやつ干かん蒼あおざめ呼吸が浅くなっており、まるで平然を装よそおっているかのように映る。

　こういう症しよう状じようをミソラは予科一年生の際、しばしば目撃したことがある。自分の魔力限界を知らない空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの新入生がよくやる所いわ謂ゆる──魔力切れだ。

「んっ？　どうかしたのかよ？」

　怪け訝げん貌を浮かべたカナタが平静さを装い、〈ホウキ〉に乗りながらこちらへ尋ねる。

〈ホウキ〉。今日の訓練でもカナタはそれを駆く使しして飛翔している。常時魔力消費型の飛行魔術を発動せず、最低限の魔力消費に抑おさえるかの如ごとく……

　そういえば〈ホウキ〉は長ちよう距きよ離り移動のため以外に、新入生が飛行魔術発動中に魔力切れを起こして墜つい落らくするのを防止するためにも使用されることがある。

　もしかしてこいつ……あんまり魔力量が高くないの？　元エースなのに……？

「ミソラは砲撃訓練に加えて、もう一つこれも追加だ。威力を抑えたものを一日三発まで。回数制限があるから、一回一回を丁てい寧ねいに放てよ。それ以上は訓練に支障をきたすからな」

　相変わらずカナタはミソラの話を聞かず説明するが、

「何度もどうしたんだよ、俺の貌になんかついてんのか？」

「う、ううん。な、なんでもないわ。こっちのことよ」

　説明に気を取られカナタはミソラの変化に気づかなかった。

　なんだろう、違和感を覚えたミソラがふと思考に耽ふける。本来ならばあり得ないのだ。仮にも《ミストガン》空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの頂点に立つ資格があった者が、この程度の戦技で魔力切れの初期症状を呈ていするなど……

「よし、んじゃこれから訓練に追加するからな。何か質問はあるか？」

　それでも訊きき出せなかった。ミソラが首を横に振る。このまま訊き出そうとすれば、カナタとの関係が崩くずれてしまう。そんな不安がふと脳のう裏りを過よぎったのだ。

　裏切り者。突如としてランキング戦を欠場した裏切り者の元エースと、このことは何か関係があるのだろうか……？

　そんな不安な思いを隠かくそうとして、ミソラは目の前のことに意識を集中。二射目の収束を始めた。
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　ランキング戦の前日。小隊室に集められたミソラたち三人は、カナタと作戦会議をしていた。ホワイトボードにカナタがなにかしら立体的な戦術配置を描えがき、それぞれのポジションが描かき足されていく。

「んじゃこれから説明するぞ」

　前置きをするカナタへミソラたちの注目が集まる。

　なにせこれから次のランキング戦の対戦相手に勝利するための作戦が授さずけられるのだ。それも裏切り者とはいえ、元エース考案の作戦。

　きっと自分たちには予想もしえないほど素す晴ばらしい作戦に違ちがいないと、ミソラたちはわくわくしながらカナタが言葉を紡つむぐのを待っていた。

「──レクティが止める。リコが援えん護ご。そんでミソラが止とどめの一撃フイニツシユ。これでまあまあ勝負になるだろ」

「「「………………」」」

　自信満々といった様子でカナタはケロッと言い放つ。だが、ミソラたちはなんのことだかさっぱり。頭に疑ぎ問もん符ふを浮かべながら戸と惑まどっていた。

　そもそも先さき程ほどなんだかんだ描き込んでいたホワイトボードは一いつ切さい使用していない。

「ん？　どうしたんだよ？」

「あんたの説明が何言ってるかさっぱりわかんないのよ……。もっと伝わるように言いなさいよっ！」

「そうだ。女神めがみなわたしにも理解できなかったぞ。本当は何も考えてないんじゃないだろうな」

「カ、カナタさんっ！　わ、わたしたち、本当に勝つことが出来るんですよねっ！」

　呆れたかのように咎とがめるミソラたち。だが、なんでわかんないんだろうとカナタは首を傾かしげるように腕を組みながら、

「うーん……前衛としてレクティが敵の小隊長を足止めする。それをリコが援護射撃でサポート。そうすりゃ最低でも相手の小隊長は釘くぎ付づけ、運が良ければもう一人ぐらい敵の注意を惹ひきつけることが出来る。その間、ミソラが必死にフィールドを飛び回ってフリーになる。そんでフリーになったミソラが魔力を充じゆう塡てんして収束ストライク魔砲ブラスターで敵の小隊長を薙なぎ払はらう作戦って言ったんだけど、どうして伝わんねーのかな」

「「「──そんなことあんた一度も言ってなかったじゃないのっ！」」」

　ミソラたちに怒ど鳴なり付けられ、カナタは心外そうに漏もらす。

「ん？　言わなかったか？」

　あーもうなんだかなーといった様子でミソラは額の辺りに手をやる。それから彼女はふととある事実に気づく。

「……っていうかさ、たったそれだけでいいの？」

　その言葉にリコもレクティもそれぞれ頷うなずいてみせた。

「レクティが敵の小隊長を足止めして、リコがその援護射撃。そんでもってあたしがフリーになって止めの一撃フイニツシユ……せっかく元エースのあんたが考えたっていうのにたったそれだけ？」

　全体練習は一度もしていない。それにミソラは魔ま砲ほう剣けん戦技の習得に手こずり、あの技わざの発動にはまだ魔チ力ヤ収ー束ジに時間がかかるという欠点が残っている。

「繰り返すようだけど、全員揃そろっての練習は一度もしてないのよっ！

　そんなシンプルな作戦で勝てるわけないじゃないのっ！　全体練習に少しでも時間を割さくべきじゃないのっ!?」

　ミソラが動どう揺ようするが、こと戦略研究に於おいて手を抜ぬいたつもりは微み塵じんもないカナタははっきりと言い放った。

「全体練習って言っても、一いつ朝ちよう一いつ夕せきで身につくような安っぽいもんじゃ駄だ目めだろ。砂で建てた城ってのは、海水で簡単にさらわれちまうからな」

「で、でも、ホ、ホントにこれで勝てるのっ？」

「そうだ。いくらなんでも安易過ぎる。わたしは無様に負けるのはごめんだ」

「あのぅカナタさん、これで大だい丈じよう夫ぶなんですかっ!?」

　不安そうな生徒たちの貌かおを、カナタは不敵な笑えみを浮うかべながら見み渡わたす。

「お前らが仲良く連れん携けいさえ取れれば、Ｅ５７１小隊なんて目じゃねーよ。それもただ勝つんじゃなくて、対戦相手の度ど肝ぎもを抜きながら無傷で勝利することだって可能だ」

「う、うそっ！　さっき言った作戦で、ホ、ホントに勝てるの……っ!?」

「当然じゃんか。ただ自分の役割だけじゃなくて、同じ小隊の仲間の役割も把は握あくしていないと駄目だからな。そして仲間の役割と動きを覚えたお前らなら、確実に勝利をつかみ取ることが出来る。それにこれは実戦的な戦術だから、魔ま甲こう蟲ちゆうとの戦せん闘とうにも役立つ優すぐれもんだ。だから自信持っていいぞ」

　もとより学内ランキング戦は魔甲蟲との戦闘を想定したものだ。

　対戦相手の小隊長が首に掛ける小隊のシンボルマークを奪うばうか、小隊長を倒たおした方が勝ち。魔甲蟲にも知性の高い指令型とそれに従う兵隊型が揃そろっていることに起因している。

　妙みように迫はく力りよくのあるカナタの台詞せりふに、作戦に異議を唱える者がいなくなった。

「作戦が完かん璧ぺきなら、じゃああとはっていう話になるよな。そっから先は、お前たちのここの勝負だ」

　カナタは自分の胸を軽くとんと叩たたいた。

「お前らが一生Ｆランク小隊で満足するのか、それとも這はい上がりたいと思うのか、俺にお前らの想おもいを見せてみろよ」

　ごくり。発破をかけられて、ミソラたちも唾つばを飲み込み腹はらを括くくった様子だった。







　いよいよ明日あしたこれまでの訓練の成果が試ためされる。

　一人部屋の中で今日の分の日記を記しるしたあと、ミソラはばたっとベッドの上に大の字になって倒れこむ。この日もみっちり訓練をやったためくたくただった。

　それからこれまでの訓練の成果を振り返る。まず狙そ撃げき技術に関しては固定目標に対する命中率がやはり五割前後、移動目標に対する命中率は二割五分程度。おそらく明日のランキング戦では通常砲撃はロクな命中弾だんを繰くり出すことは出来ないだろう。

　それからこれが一番肝かん心じんなのだが、魔砲剣戦技の習得状じよう況きようについてだ。一応形になったものをなんとか繰り出せるようにはなったのだが、一度も全体練習で連携して砲撃を行った経験はない。カナタは気にするなといったが、作戦の決め手である止めの一撃フイニツシユがミソラ自身である以上、どうしても不安になってくる。

　うぅ、と自信を無くしそうになる自分の心に気づいたミソラは、勢いをつけてよっとベッドから起き上がって徐おもむろに両手で頰ほおをばっと叩く。

「痛いったぁ～～～い」

　だが、そのお陰かげで目が醒さめた。両頰にうっすらともみじをつくりながらもミソラは小隊長である自分が弱気になってはいけないと思う。それどころか、作戦のカギは自分とカナタに告げられている以上、むしろ人一倍がんばらなくてはいけないのだ。




　──お前らが一生Ｆランク小隊で満足するのか、それとも這い上がりたいと思うのか、俺にお前らの想いを見せてみろよ。




「なかなかいいこと言うもんね、あいつも」

　思わずミソラはふふっと一人で笑えみを漏らす。

　そもそも一人思い悩なやんでも関係ないのだ。いくら心を砕くだいて悩んだからといって目の前の障害ハードルがなくなるわけではないので、心を砕くだけ無む駄だなのだ。

　それから次に浮かんできたのはカナタのことだった。あの魔砲剣戦技を披ひ露ろうした際にふとカナタの貌色が冴さえなくなっていた。

　あの症しよう状じようはどう見ても魔力切れ。いやいや落ち着けあたし。まさか《黒クのロ剣ノ聖ス》とまで言われたエースが魔力切れなんて起こすわけがない。あたしの見み間ま違ちがえか、もしくは全く別の病気だったのだろう。そもそも今日はそんなことを考えないでとにかく明日のことだけ考えておこう。あいつにそのことを訊くのはそのあとでいい。

　明日のことだけ考えておくのが小隊長としての責任なのだ。そう考えたミソラは日ごろの訓練の疲つかれもあってか、この日も緊きん張ちようする暇ひますらなくぐっすりと眠ねむることが出来た。




　　　　＊＊＊




　小隊ランキング戦当日。闘とう技ぎ場には、中空を浮ふ遊ゆうするカナタたちの姿があった。

　あまり人気のない組み合わせに、Ｅランク同士の小隊ランキング戦を見物にくる物好きな人間は少なく、闘技場の観戦席はがらがらだった。

　相手のＥ５７１小隊の面々はミソラたちがのこのこやってきたのを見て、思わずくくくと含ふくみ笑いを漏らす。

「これでＤランク昇しよう格かくは決まりだな」

「ああ、相手がＦランク小隊でよかった。今日は安心して戦えるな」

「帰ったら祝勝会だな祝勝会」

　Ｆランク小隊扱あつかいされ、誰だれもミソラたちのことを脅きよう威いと見なしていない。

　そんな相手と向かい合うように飛行するカナタたちはというと……

「へっ、おもいっきしこっちを見下してるじゃんか」

　これから起きる何かを想像して愉たのしむかのようにカナタは不敵に微笑ほほえんでいた。

「すっごいムカつくっ！」

「ふっ、矮わい小しような人間ほど他者を見下したがるものだからな」

「それだとあんたも含まれるんだけど……」

「ふむ、女神なわたしは既すでに人間の物差しで測れる存在ではないから問題ない」

「わ、わたし……なんだか凄すごく緊張してきましたっ！」

　それぞれ思い思いのミソラたちへふとカナタが声をかける。

「なあ、お前ら知ってるか？」

　敵前という場所にもかかわらず彼は平然と告げた。

「たぶんここにいる連中の中で、お前たちが勝つって思ってる奴やつは一人もいねー。だからさ、今まで十連敗していようが、百連敗していようが何も気負う必要はないぜ。

　何度も繰り返すようだけど、俺の作戦通りにやればお前らはこの戦いを五分五分にまで持ち込むことが出来る。そっから先はお前らの──」

　カナタが皆みんなに最後の仕上げを施ほどこそうとしていたまさにそのとき、突とつ如じよとしてソーサラーフィールドが強制解除された。

　周囲を覆おおっていた結界が消失し戸惑う人々。何が起こったのだかさっぱりわからない。差異こそあれ皆がそんな貌を浮かべる。そんな最さ中なか、審判がカナタたち全員へ都市へと降下するように指示を出した。

「いったいどうしたのよ？」

　ミソラが訓練グラウンドへ着地すると同時に都市中に設置された悲鳴のような警報音。低く唸うなるようなウゥーンという空くう襲しゆう警報が三度繰り返される。

　一いつ瞬しゆんにして静まり返る学園浮遊都市《ミストガン》。

　そして次の瞬間には、都市中のあちこちから一いつ斉せいにどよめきがわきおこった。

　都市そのものに魔甲蟲が接近を許す機会など滅めつ多たにない。少なくとも昨年はこのような事態は一いつ切さいなかった。

　カナタには見ることは出来ないが、街のあちこちで悲鳴を上げながら恐きよう怖ふし逃にげ惑まどう人々の奔ほん流りゆうがおこっていることだろう。

「よりにもよってこのタイミングで空襲警報かよ……」

　訓練グラウンドにいる面々の中で、カナタが真っ先に口を開く。

　流石さすがに元エースだけあって修しゆ羅ら場ばに慣れている様子。これといって緊張している風には見えない。

　同じＳ１２８小隊の仲間は哨しよう戒かい任務に専念するように指示されてたはずだから、ちょうど今日この瞬間も都市外空域で任務中のはず……──、ま、クロエたちは大丈夫だろ。ヘマするような奴らじゃねーしな。

　そう彼は思いながら、不安げな貌を浮かべたミソラたちを見やる。この都市に住む奴らを絶対死なせるつもりはない。この都市に住む人々を守るのが、空士の務め。

　静かな決意を込こめたカナタは、ミソラたちとともに避ひ難なん誘ゆう導どう区域へと向かった。







　第五章　奪われし空、そして……少女たちは空を駆かける







　クロエが妙みようだなと思ったのは、風の囁ささやきが聞こえたからだ。

　そうでなければ見み逃のがしていたかもしれない。

「どうしたんですか？　クロエ先せん輩ぱい？」

　右後方を飛行するユーリが尋たずねた。

　現在は哨戒飛行中。高度は三二〇〇程度。先日、還かえらざる小隊が発生したせいもあってか、特務ロイヤル小隊ガードを中心に哨戒ローテーションが変へん更こうされたばかりだ。

《ミストガン》の進行方向に、どっしりと構えた入道雲のようなものがあり、それを調査するために向かったのである。

　薄うすく千切れたような雲ならば警戒する必要はなかったが、雲うん塊かいが大きく濃のう密みつになるにつれて、そこに何かが潜ひそみ虎こ視し眈たん々たんと浮遊都市が近付くのを待ち伏ぶせる危険性がある。

　クロエの小隊もこの日はすでに一度出しゆつ撃げきしており、今回で二度目。これといって危険が見当たらなかったため、今回も何事もなく《ミストガン》へと帰き還かんしようとしていた矢先のことだった。

「うん、なにかこう肌はだがざらつく感じがしたから」

　理解に苦しむという貌かおを浮うかべるユーリを無視し、クロエが睨ねめつけたのは一ひと際きわ大きな濃密な雲塊と接している小さな雲塊の隙すき間ま。そこに何かがあるのか、とユーリは注目する。

　小さな黒点がいくつか覗のぞけたが、この位置からでは距きよ離りが離はなれすぎていて判別が付かない。ユーリが調査を試みるべきだろうと、周囲の仲間へ通信結けつ晶しようで警戒を促うながそうとしたときだった。

　ガシャン。隣となりでメカニカルな機構が作動する音が聞こえた。

　振ふり向くとクロエが険しい目つきで魔ま砲ほう杖じようを構え、既に照サ準イ器トで狙ねらいを絞しぼり終えたところだった。

　収束。照準。発砲。

　これら一連の動作を一切淀よどみのない洗練した仕草で行い、砲口から紅あかい閃せん光こうが迸ほとばしり、黒点を包み込み殲せん滅めつさせた。それだけに飽あき足らず、その威い力りよくは射線上にあった雲塊を捻ひねり取るかのように切り取っていた。

「消しよう滅めつしたようですね」

　相変わらず驚きよう異い的な破は壊かい力だと称しよう賛さんを惜おしまないユーリがクロエに告げる。

《寂滅姫ニルヴアーナ》の二つ名は伊だ達てではない。

　普ふ段だんはほんわかした性格の彼女だが、一度戦せん闘とうとなればＳランク小隊の隊長に相応ふさわしい働きをしてみせる。

　安心しきった貌を浮かべるユーリだが、クロエは警戒心を弱めるどころか余計強めていた。

「違ちがう、まだ終わりじゃないのよ」

「……はい、失言でした」

　クロエが捻り取った雲塊の中。その中から溢あふれ出るようにして小さな黒点が大量に出現した。この距離からではそれがどの程度の脅きよう威いなのかまだ判別は付きかねるが、近づけば否いやが応でも死戦は必至だろう。

「どうやら待ち伏せされていたようですね」

　そんな緊きん急きゆう事態に際し、さきほどから冷静に状じよう況きよう把は握あくに努めていたロイドが耳元の通信結晶へと手をやりながら答えた。付近を哨戒中の別の小隊から通信が入っていた。

「どうしたの？」

「どうやら悪い報しらせのようです」

　ロイドが努めて冷静に告げる。

「《ミストガン》へと近づく変キ異メ種ラの姿を確かく認にんと同時に消息を絶った部隊が出現。現在《ミストガン》では非常事態宣言を発令したとのことです。至急戻もどるようにと」

「戻れって言われてもね……」

「まあ一応伝えたということで。戻れと言われて戻れるような状況でないことは誰でも察しがつきますよ」

「い、いいんですかっ！　クロエ先輩にロイド先輩も……っ！」

　クロエは距離二〇〇に迫せまるアルケナル級、そしてそれよりも大きな体たい軀くをした、カマキリのような形状をしたプロキオン級へと狙いを絞り、魔砲杖を腰こしだめに構えながら、

「でもねユーリ。まさかこれ全部連れて帰るわけにもいかないでしょ」

　再び発砲。大きな反動とともに紅い奔ほん流りゆうが駆かけ巡めぐるが、敵が散開しているため今度はあまり数を減らすことは出来なかった。

「そんなことはわかってるつもりですっ！　でもお二人が戻らなければ、変キ異メ種ラの相手をする者がいなくなるじゃないですかっ！　この場はわたしが引き受けますから……」

　そう告げられたクロエが困ったようにロイドを見やる。意図を悟さとった彼が小隊長へ意見を具ぐ申しんした。

「ユーリだけでは無理でしょう。現状だけならまだしも不測の事態には対応できません」

　聞こえよがしにそう言われ、ユーリの表情があからさまに曇くもった。そんなユーリをやんわりと諭さとすようにクロエが告げる。

「それにさ、ユーリ。《ミストガン》にはカナタがいるじゃないの」

「裏切り者の先輩なら真っ先に逃げ出すはずです。あのときのように……」

「ユーリ。カナタのこと……信じてあげて」

「……クロエ先輩？」

「カナタは困っている人たちのことを放ほうっておけるような性格じゃないよ」

「そうですね。単純なくらい人の危機ピンチになると体が動く人ですから」

　微み塵じんの不安も感じさせない天使のような笑顔えがおでクロエは断言し、ロイドもそれに同意する。接近してくる魔ま甲こう蟲ちゆうとの機動迎げい撃げき戦を展開。ユーリもそれをサポートするために混戦へと引きずり込まれた。







　空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン指令センター。

　照明が絞られた薄暗い地下室には、複数のモニターが外部から映像を繫つなぎ、中央には投とう影えいされた《ミストガン》の立体映像があることに加え、複数の大規模通信結晶に接続されたヘッドフォン型の通信結晶とそれを操作するオペレーター陣じんが警戒待機していた。

　フロンが入室した際には、不安そうな貌を浮うかべる各科長と学園統とう括かつ長が目についた。ようやく午前の書類仕事が一区切りというところでちょうどサイレンが鳴り響ひびき、規定通り小隊ランクに応じ警戒・避難誘導の指示を出していたため、やや遅おくれてしまったのだ。

　戦闘の全権を握にぎる者としてフロンが指示を下す。

「状況を説明してちょうだい」

「大規模な魔甲蟲の襲しゆう撃げきです。こちらをご覧ください」

　オペレーターが遅れて立体映像に赤い光点を表示する。ひとつやふたつという数ではない。数千、下手をすれば万に及およぶであろう赤い光点がたちまち周辺空域を埋うめ尽つくす。

　これらひとつひとつが魔甲蟲だ。それに対して所定の手続きどおり展開中の《ミストガン》の空戦魔導士を表す青い点は圧あつ倒とう的に少ない。

「これは……随ずい分ぶんとまあこちらの戦力を高く見積もってくれたものね」

　フロンは未いまだ数を増加しつつある赤い光点を睨にらみつける。執しつ務む室で連れん絡らくを受け、駆けつけるまで二〇分もかかっていない。それにもかかわらず、無数の赤い光点が何者かの指示を受けたが如ごとく、《ミストガン》の進行方向を半包囲するように待ち構えていた。

　かつてこの規模の襲撃をフロンは数度経験したことがある。そのときは必死の抵てい抗こうにもかかわらず都市内部に侵しん攻こうを許し、空士だけでなく市民にも三桁けたに及ぶ犠ぎ牲せい者が出た。



「避ひ難なん誘ゆう導どうの方は進んでいるの？」

「ええ。ですが、この騒そう動どうで負傷者が続出しているらしく……」

「順調なら問題ないわ。怪け我がする程度のことで済むなんて幸運でしょ」

　返事をした学園統括長が貌かおをしかめてみせたが、これからのこと──魔甲蟲との大規模な遭そう遇ぐう戦を考えれば怪我など可愛かわいいものだ。これから空士は命を懸かける。

「状況が状況よ。わたしたちの勝利条件は可か及きゆう的速すみやかに敵の魔甲蟲及び変キ異メ種ラを排はい除じよすること。敗北条件は《ミストガン》が撃げき墜ついされるか、都市内部のシェルターまで敵の侵入を許すこと。こちらの戦力配置は今のまま、Ａランク小隊を中ちゆう核かくとした大隊を七個編制。要所の防衛に当たらせなさい」

　こと魔甲蟲との戦闘に於おいて、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーの権限は《ミストガン》の最高責任者である学園統括長の権限を凌りよう駕がする。

　すぐさまフロンの決定を伝達するために奔走するスタッフ陣。そんな彼らをフロンは鼓こ舞ぶする。

「戦いなんていつもこんなもんよ。状況は常に流動的で、自分の思い通りになんて行かないわ。でもそれぞれが生き延びるために最善を尽くすこと。それがこの場のルールよ。そして敗北主義者は今すぐ立ち去りなさい。今ならまだ逃にげられるから」

　気き迫はくのあるフロンの発した逃げるという言葉。遅れてその意味をこの場にいる全員が理解する。浮ふ遊ゆう都市に逃げる場所などどこにもない。都市を捨てて逃げるというなら話は別だが、それは護まもるべきものを見捨てるということ──重大な裏切り行こう為いだ。

　フロンが周囲を見み渡わたす。浮遊都市防衛の実質責任者である彼女の鋭するどい視線を睨み返すものは誰だれ一人としていなかった。

「よろしい。じゃあ、戦闘開始よ。各部隊への指示を出すわ。中核となるＡランク小隊の第一、第二、第四、第五大隊は都市外空域で二重の防衛線を、第七大隊には都市直上の防衛を──」







　都市郊こう外がい三番区。もとよりあまり人気のない郊外だが、住人が避難したせいでゴーストタウンのように静まり返っていた。避難誘導任務就ついているミソラが報告する。

「こっちは逃げ遅れた人がいないか確認終わったわよ」

「ふっ、わたしの持ち回りも完かん了りようした。こちらにも逃げ遅れた人はいない。まったくこんな地味な作業をする羽目になるとは甚はなはだ心外だな」

　逃げ遅れた人がいないか、騒動に乗じて悪さをする人がいないかなど、Ｅ６０１小隊の面々は割り当てられた郊外区域を見回っていた。

　ドーム壁へき付近に位置する郊外はもとより人通りが少ないため、避難も比ひ較かく的円えん滑かつに進んでいたのだが、

「俺の方も確認終しゆう了りようしたけど。……そういやレクティは？」

　カナタたちが捜さがすと、狭せまい路地や建物の陰かげまで入念に見回っていたレクティは、路面に這はい蹲つくばって、隙すき間まに潜もぐり込んで脅おびえる黒くろ猫ねこと向き合っていた。

　ニャーと優やさしく鳴き声を真ま似ねて脅えている猫を救い出す。純じゆん粋すい無む垢くな彼女の前に動物すら警けい戒かい心を抱いだかない。

「あのぅ……、カナタさん」

　黒猫を抱だきかかえながら、レクティが上うわ目め遣づかいで何やらもの言いたげな貌を浮かべる。

「シェルターまで連れて行ってこいよ」

「ありがとうございますっ！」

　黒猫を抱かかえたまま、元気よくレクティは地下シェルターへと続くエレベーターシャフトを目指し駆けて行く。

　その光景を見守りながら、リコが疑念を抱き尋たずねる。

「なぜキミがここにいるんだ？」

「逃げ遅れた人がいないか見回ってるからに決まってるじゃんか」

「そんなことを訊きいてるのではない。キミの実力をわたしは知っている。元エースならとっとと前線に出しゆつ撃げきして、敵を蹂じゆ躙うりんしてくればいいだけの話だろう」

　裏切り者とはいえ、この都市の住人のくせに、まるでカナタがこの騒さわぎと自分は関係ないとでも振ふる舞まっているようにリコには映った。

　本当はカナタもいますぐ戦闘に参加したい。だが、

「俺にも色々と事情があるんだよ。裏切り者だからな」

　どこか素っ気無くカナタがそう言い放つ。リコは無言のままやはり裏切り者かとどこか見下げたように一いち瞥べつしたあと、再び市街地で逃げ遅れた人がいないか捜そう索さくに向かう。

　だが、そんなやり取りを傍かたわらで聞いていたミソラが不ふ審しんに思う。

　飄ひよう々ひようとしたカナタは捉とらえ所がなく何を考えているかわかり辛づらいが、それでも希望ホープオの丘ブヒルでの一件のように一本芯しんが通った人物であることを知っているからだ。

　空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンでは毎年必ず死傷者が出るが、少なくともカナタはそういった人たちを最後の最後まで見捨てないと思う。だって落ちこぼれていた自分に熱心に付き合い、指導を施ほどこしてくれた。そんな熱意のある奴やつが誰かを護るために戦えないわけがない。

　では、いったいなぜ彼は出撃しないのか？　もしかして出撃したくとも出来ない理由があるのではないか？　それはもしかして……

「あのぅ、カナタさん。無事に猫ちゃん届けてきました」

「んっ、レクティ。ご苦労さん」

　シェルターから戻もどってきた際、レクティはやけににぱにぱしていた。

　吊つられたカナタも普ふ段だんと変わらぬ平然とした貌に戻っている。

「なんだよ？　なんかいいことでもあったのか？」

「はい。猫ちゃん届けたら、シェルターの中にいた人たちに凄すごく応おう援えんされました」

　きっと空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの学生のことを信じている市民だろう。

「そっか。ならそいつらの期待にこたえてやらなくちゃな」

　そんなときだった。《ミストガン》直上に飛行警戒中の第七大隊の動きが急に忙せわしくなり、周辺から無数の存在が黒い霧きりのように立ち込めてきたのは……







　耳をつんざくような翅は音おと。それが幾いく重えにも幾重にも重なり大地が唸うなるような轟ごう音おんとなる。

　人間を喰くらい、屠ほふり、殺し尽くせ。それが魔甲蟲の意志。

　その身に宿すチカラは呪じゆ力りよく。人類の理解が及ばない滅ほろびのチカラ。

　大空を埋め尽くすかのように飛ひ翔しようしながら襲おそい来る数千の群れ。その群れが存在する一角だけが暗雲が立ち込めているかのように錯さつ覚かくしてしまう。

　それらが《ミストガン》を視界に収めようと近づいた途と端たん、不意に十数条の光の束が放たれ、アルケナル級を中心とした群れへ襲い掛かかる。

　一いつ瞬しゆんにして数十体の個体が撃墜された。その後も光は容よう赦しやなく降り注ぎ、触ふれるものを一瞬にして焼き尽くそうとしたが、総数からすればその損害は微び々びたるものだ。

　都市外空域に配備されていた第一、第二、第四、第五大隊。各おの々おのが三〇〇人程度で構成され、総数一二〇〇。実戦経験のある空士こそ少ないが、それでもこちらは学園都市精せい鋭えいの集団。魔甲蟲に脅えることなく各々が手にした武器を片手に容赦なく排除にかかった。

　魔甲蟲が一いつ斉せいに赤い複眼をそちらへと向ける。体を小刻みに震ふるわせ先頭を進む捜索者フアインダー、続いて猛もうスピードで空戦魔導士へと襲い掛かる。

　横一文字に整列した空士から一斉に放たれる魔ま力りよく射しや砲ほう撃げき。大小幾条もの光が漆しつ黒こくの群れへと放たれ、光条が群れのあちこちで爆ばく発はつを呼ぶ。

　だが、魔甲蟲の勢いが怯ひるむことはない。その圧倒的な軍勢をもって悠ゆう々ゆうと魔力射砲撃の雨を搔かい潜くぐり、前衛に配置されていた近接戦を専門とする空士たちと空中格ドツグフ闘戦アイト。多くの個体が一瞬で叩たたき落とされるが、それでも損害を物ともせず数千の群れは真まっ直すぐ《ミストガン》へと猛たけり狂くるったかのように襲いかかっていく。







『市街地で避難誘導に従事している空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの学生は全員戦せん闘とう用意。可能な限りの全すべての技能を導入し、市街地へと降下しつつある魔ま甲こう蟲ちゆうを殲せん滅めつしなさい』

　有う無むを言わせぬフロンの声。それだけで差し迫せまった状じよう況きようが伝わる。

　なにせ市街地で避難誘導にあたっている小隊は全てＥランク。実戦に投入したくなくて市街地で温存させていた小隊たちなのだ。

　初めての戦い。初めての実戦。初めての死し闘とう。

「いきなり実戦になるってのは想定外だけど、どうやらＦランク小隊にもお呼びがかかったらしいな」

「ねえ、これから初出撃なのに士気が下がるじゃないっ！　Ｆランク小隊ってやめてよっ！」

「ふっ、やれやれ雑ざ魚この相手は性しように合わないんだがな」

「が、がんばりますっ！」

　それぞれの瞳ひとみが覚かく悟ごを決めた輝かがやきを放っていた。

　事情はそれぞれかもしれないが、人間の持つ意志の強さの光だと彼は思う。警告したところで誰一人逃にげたりはしない。そう直感させるには充じゆう分ぶんだった。

「市街戦だと建造物があるんだから気をつけろよ。飛行中に勢い付けて頭からぶつかるとやべーからな」

　カナタはミソラたちの決意を認め、ミソラたちは真しん剣けんな態度でこくりと頷うなずいてみせる。

「俺が後ろを守ってやるよ。教官としてお前らが危なくなったら必ずフォローに入る。だから普段通り戦ってこい」

　そして告げた直後、カナタは何もない空間から〈ホウキ〉とダガーを取り出し悠ゆう々ゆうと構える。生徒たちの背中を護まもるのも教官の務めだ。

　ミソラたちは巌いわおのようにそびえ立つカナタに対しこくりと頷いたあと、それぞれ飛行魔術を発動、降下してくる魔甲蟲と戦闘状態に入った。







　ドーム壁よりも低い高さに於いて、市街地を守るための低高度空中戦。

　魔甲蟲は自由自在に動き回るが、《ミストガン》の防衛側の動きは冴さえない。Ｅランク小隊の殆ほとんどはまだ戦う覚悟が決まっておらず、初めての戦場に戸と惑まどう学生の動きはぎこちなくたどたどしい。

　そんな混戦の最中、ミソラへ向かって一直線に一体の魔甲蟲が急速に迫る。紅あかい複眼をした巨きよ大だいなハエのような形状の魔甲蟲──アルケナル級。

　体長は二メートル前後であり、魔甲蟲としては最弱の個体だが、群れで行動する習性があるため、複数体で襲われれば脅きよう威い度は跳はね上がる。実戦出撃を許されるのはＤランク小隊以上だが、この程度の敵ならばＥランクでも充分相手が勤まるはずだ。

　彼から教わったことを一から一つずつ声に出して確かく認にんする。

「まず視界を広く保って、相手を必ずその視界に捉えるのよね……」

　周囲に他に敵がいないことを確認するミソラ。複数敵がいるときはお前の実力じゃ怪あやしいから逃げろとかなんとか言われていたが、彼女を狙ねらう敵の姿は見当たらない。こちらを喰い千切ろうと牙きばを剝むく一体のみだ。

「次に牽けん制せいしながら、相手の背後を取る。命中させる必要はなく牽制するだけ」

　狙いはこれといって絞しぼらず、飛翔速度を僅わずかに落としながら偏差射しや撃げき。一体の敵を速度で翻ほん弄ろうする必要はない。三射撃うち、一射が標的を掠かすめようとする。

　幸運の一発。アルケナル級が不意に速度を落として変則的な機動を取り、ミソラに向かって直進ではなく腹を向けながら交こう錯さくする。

「うそっ！　狙えるじゃないのっ！　でも──」

　お互たがいに交錯した瞬間。ミソラが素す早ばやく魔ま砲ほう剣けんの狙いをつけて引き金を絞ろうとするが、高速飛翔する両者が擦すれ違ちがうその刹せつ那なに狙そ撃げきできるほどの錬れん度どに達していない。カナタと訓練したときも、このタイミングでは一度も至近弾だんすら繰くり出すことが出来なかった。ここはぐっと我が慢まんして、どうにか引き金を絞らず飛翔に専念する。

「そして相手の背中に回りこんで……」

　空戦の定石通り、交錯したら速度を殺さず小さく旋回ターン。下手に加速していなかったためか普段よりも回転半径を小さく出来た。そして敵が右旋せん回かいしている最中に牽制射撃を加えることでそれを妨ぼう害がい。そのまま速度を上げて近づき相手の背中に位置する。

「次に照サ準イ器ト越ごしに食はみ出るくらい大きくなったところで……」

　ミソラが引き金に掛かる指先をぐっと曲げた。

「あ、あたれ───っ！」

　発砲。腕うで全体を揺ゆらすような反動。

　まだ僅かに距きよ離りがあったか、アルケナル級はどうにか見切り、それを左旋回でかわそうとする。だが、その直後に左足が吹ふき飛ばされた。

　遅おくれて聞こえてくる、ギシャ───という悲鳴。それでも尚なおアルケナル級が上旋回しながらミソラへと襲い掛かる。自らの足を吹き飛ばされて、その姿は憎ぞう悪おに狂っているかのように見えた。直線に近い軌き道どう。異常発達した口こう鉤こうでミソラを喰い千切ろうとする。だが、ミソラは怯ひるまない。

「あたしは負けないっ！」

　飛翔を停止し、真っ直ぐにこちらへと向かってくるアルケナル級を眼前に見み据すえる。そしてまるで隠かくされた巨大なナイフのように、ぐっと魔砲剣の砲口を敵へ突つき立てると同時に魔砲を放った。手て応ごたえはあったが命中判定は不可能。敵の姿が見当たらない。こちらを殺すための機動を逸そらすことには成功したらしいが、

「……ど、どうなったのよっ!?」

　緊きん張ちようとともにミソラがこわごわと後ろを振り向く。

　彼女と交差したアルケナル級は胴どう体たいから緑色の体液を噴ふき出し手足をばたつかせ必死に足あ搔がきながら、それでもチカラなく市街へ落下していく光景が広がっていた。

　一撃で息の根を止めることは出来なかったようだが、それでもほぼ致ち命めい傷しように近いダメージを負わせることに成功していたらしい。







「やっぱまだ命中率はぜんぜんだな……」

〈ホウキ〉に乗るカナタは不敵な笑えみを零こぼす。魔甲蟲に捕ほ捉そくされないように巧たくみな飛行で気配を悟さとらせないようにしながら。

「だけど──よくやったじゃんか。ミソラ」

　そしてその雄ゆう姿しを褒ほめ称たたえた。

　ミソラの長所はスタミナと加速力、そしてそれらの全ての根源である母親譲ゆずりの魔力量。

　まだ高度な空戦機動や、砲撃自体の命中精度など問題は山積みだし、無む闇やみやたらと砲撃する悪あく癖へきがあることが判明しているが、確率の法則により下手な鉄てつ砲ぽうでも数撃てばまれに当たるのである。

　それにミソラは未熟ながらも魔砲剣戦技の一つを習得している。

「や、やったあああ─────────っ！」

　不敵な笑みを浮うかべるカナタの視線の先には、歓かん喜きの声を上げ無む邪じや気きな表情で小こ躍おどりするかのように空中を飛び跳ねながら、勢い余って宙返りするミソラの姿があった。

初めての撃げき墜ついを記録したことが相当嬉うれしいのだ。

　ミソラが成長したことの喜びの一部をまるで自分のことのように感じられ、カナタは頑がん張ばれよと内心でエールを送る。

　このときまでは全然問題がなかったのだ。このときまでは……

　カナタの想おもいが届いたかどうか定さだかではない。しかしその後、調子に乗ったミソラは、再び一体のアルケナル級と遭そう遇ぐう。二度目ということもあってか、今度は先さき程ほどよりも自信を持って相対し、優勢な戦いを繰り広げた。そしてミソラに背を向け都市の地上を擦れるようにして飛翔するアルケナル級に対し、数度の発砲。

　だが、それら全てを回かい避ひされる。

　そして苛いら立だちが募つのったのであろうか。好戦的な瞳が異様な輝きを放つ。魔チ力ヤ収ー束ジ、魔チ力ヤ収ー束ジ、魔チ力ヤ収ー束ジ。滞空ホバリングしたままの状態で、まるでプロキオン級を撃破する容量の魔力を練り込んだ。そして、

「げっ！　おいおい、こんな街中でンなもん、ぶちかましたら……っ！」




　──魔砲剣戦技──収束ストライク魔砲ブラスター




　超ちよう低空飛行を続けるアルケナル級に対し、収束ストライク魔砲ブラスターを発射。けたたましいまでの爆ばく音おんと圧あつ倒とう的なまでの魔力光が炸さく裂れつする。どこかで戦闘中のリコとレクティもその光景に目を瞠みはったことだろう。

「こ、これって……、俺のせいじゃねーからな」

　流石さすがのカナタも呆あつ気けに取られて、普ふ段だんのようにしれっと口にすることが出来なかった。

　収束ストライク魔砲ブラスターは標的となったアルケナル級を一いつ瞬しゆんで蒸発させていた。だがそれだけに飽あき足らず、そのすぐ下に位置していた路面、さらに階層を構成している鉄骨と複合強化プレート、それらを全てを貫かん通つうし、上空から地下施し設せつが覗のぞけるようになっていた。

　当然のことながら、着ちやく弾だん地点の周囲にあった建造物はその威い力りよくの余波と衝しよう撃げきをまともに喰くらい、半はん壊かいしていた。その中にはカナタも通ったことのある建物もあったはずなのだが、破壊した本人と同様衝撃的な事実を目まの当たりにしているせいか、そこまで思い至らない。ちなみに破壊した本人であるミソラは、わけもなく口をパクパクさせて切せつ迫ぱくしていた。

「ふっ、被ひ害がいは甚じん大だいだな。幸い市民に死傷者はいないようだが……」

「……わ、わたし、こういうことっていけないと思います」

　どこか誇ほこらしげなリコと相変わらず謙けん虚きよなレクティが姿を現す。

　彼女らはそれぞれ個別に戦闘し、リコが狙撃で二体、レクティが魔双剣で五体のアルケナル級を撃破していた。

「ふっ、これは戦争犯罪だな。浮ふ遊ゆう都市内部で高威力魔砲を発動し、大規模無差別破壊を引き起こすとは。いったいなぜそんな卑ひ劣れつな真ま似ねをしたんだ？」

「ひ、酷ひどいですミソラさんっ！　わ、わたしミソラさんがこんなことする人だなんて知りませんでしたっ！」

　カナタ、リコ、レクティの三人は市街地に穿うがたれた大穴を空中から見下ろしていた。半径一〇メートルは跡あとかたもなくなっている。じきに警けい戒かい・避ひ難なん誘ゆう導どう任務に就ついている他の部隊から事情を詰きつ問もんされることになるだろう。つまり、

「最悪だな」

「最悪だぞ」

「最悪です」

　三人とも一いつ斉せいに口を開き、ミソラへ非難の視線を浴びせる。

「～～～っ！　ど、どうして誰だれも誤射だって弁護してくれないのよっ！」

　しばし啞あ然ぜんとしていたミソラがどこかきまり悪げに言葉を繫つなげる。

「あ、あたしだって、こんなことするつもりなんかじゃ……な、なかったわよっ！　た、たまたまよ、たまたまっ！　つ、ついかっとなって気づいたら収束ストライク魔砲ブラスターで辺り一面を吹ふき飛ばしちゃっただけなんだってっっっ！　そ、それにこの魔砲を教えたのは、あ、あんたじゃないのっ！　あ、あんたにも責任があるんじゃないのっ！」

　流石に想定の範はん囲い外がいのことだが、カナタはしれっと漏もらす。

「べつに魔砲で辺り一面を吹き飛ばせなんて言った覚えはねーけど。ってか、お前ン家ちの喫きつ茶さ店吹っ飛んだな」

　その刹那、ミソラは自分が自宅兼けん喫茶店を吹き飛ばしたことに気づき、はっと青ざめた。







　空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン指令センターでは、モニターの電子的な明かりが照らす薄うす暗くら闇やみの中にいるフロンが表情をかなり険しくしていた。

　無言のまま赤い光点に周囲を囲われつつある《ミストガン》の立体映像を見み据すえる。

　戦せん闘とう開始から瞬またたく間に、《ミストガン》の四方八方から無数の赤い点が取りつこうとし、一時的に都市上空への侵しん入にゆうを許してしまった。

「まずいわ。敵の総力は一万を超こえるわね……」

「そんなに多くの魔ま甲こう蟲ちゆうの数が表示されているようには見えないぞ。それにまだ各大隊ともそんなに被害は出ていないように見受けられるが心配のし過ぎではないのかね」

　小太りで背せ丈たけの低い経済エコノ経営ミツクリ科長ーダーが口を挟はさむ。専門外のことでもあれこれ口を出そうとする悪癖の持ち主だ。

「変キ異メ種ラ相手の戦闘なのだから、相手が戦略を練ってくるわ。ここに表示されている戦力に加えて予備戦力も温存してあると考えたほうが合理的よ。それに七つある大隊の全てが交戦中。いまはまだ空士たちに体力があるから大だい丈じよう夫ぶだけど、彼らの体力が尽つきたらどうなると思う？」

　そうフロンに尋たずねられ、苦い貌かおを浮かべた経済エコノ経営ミツクリ科長ーダーの代わりに、まだ年ねん齢れいのわりに落ち着いている学園統とう括かつ長が答える。

「大隊の損害が加速度的に増えることになりますね。そして問題の争点になってくるのは、魔甲蟲を操あやつる変キ異メ種ラの存在ということなのでしょうか？」

「ええ、そういうことよ」

　フロンが下した唇くちびるを嚙かみながらオペレーターに尋ねる。

「敵の指令型はまだ見つからないの？」

「はい、まだ見つかっていません……」

　比ひ較かく的昆こん虫ちゆうの形状の名残なごりのある原種型魔甲蟲。その個体に指示を出すことが出来る変キ異メ種ラ指令型魔甲蟲さえ見つけ出すことが出来れば、この劣れつ勢せいを覆くつがえすことが出来るのだが……その敵の姿がまだ見つからない。

　不意にオペレーターに一人が声こわ高だかに伝えた。

「報告がありました！　第二防衛ラインで戦闘中の小隊が、変キ異メ種ラ指令型を発見したとのこと。都市上空へと接近アプローチ中です。敵は中型変キ異メ種ラ《キメラ・デネブ》。無数のアルケナル級を伴ともないながら都市へと急行中。場所は《ミストガン》北西の方向、Ｄフィールド、距きよ離りおよそ五○○、高度三○○○」

「《キメラ・デネブ》……？」

　妙みようだな、とフロンは顎あごに手をやる。これだけの敵の規模なのに、指令を下すのは中型変キ異メ種ラ一体のみとは。だが、対処しないわけにはいかない。

「ただちに対処可能な小隊を急行させなさい」

「ですが、現在どの部隊も手て一いつ杯ぱいです。想定規模を超こす敵の数に防衛ラインが対処し切れておらず、余力がある部隊が見当たりません」

「どこの防衛線もこれ以上戦力を抽ちゆう出しゆつすることは出来ないっていうことかしら？」

「はっ！　これ以上防衛線を薄くすれば瓦が解かいする恐おそれがあります」

　フロンはしばし熟考したのち、決断を下す。

「なら、仕方ないわね。都市内スピーカーをわたしに……」

「一体どうするおつもりですか？」

「Ｅランク小隊にも迎げい撃げき活動に参加してもらうわ」

「ですが、そのようなことをすれば彼らにかなりの犠ぎ牲せい者が……」

　絶句したオペレーターがフロンを眺ながめる。

　震ふるえる手を部下に見せないようにしながら、フロンはこのような状じよう況きよう下かで気き丈じように微笑ほほえんでみせた。

　そうやって人を効率的に死なせるのが務めだから。

「関係ありません。誰かが変キ異メ種ラを討うつ必要があり、それが可能な空士がＥランク小隊しかいない以上、彼らがそれを為なすのは当然のことです。たとえ彼らに相当数の犠牲者が出ようとも、人類最良の未来に尽くすのが空士の宿命というものです。全Ｅランク小隊に命令をしてください。変キ異メ種ラを討とう伐ばつするようにと」







　市街地防衛に当たる手すきの小隊で余力ある部隊。婉えん曲きよくな言い回しで告げられたが、それは現在《ミストガン》に配置された全すべてのＥランク小隊にあてられたものだった。

　内容は、接近中の変キ異メ種ラ《キメラ・デネブ》の討伐任務。これさえ倒たおせばこの戦局を打開することが出来るというのに他の小隊に動きは……ない。

　この状況に混乱しているのか、怖おじ気けづいたのか。たぶん両方だろう。

　だが、誰かが為さねばならない。こうしている間にも大勢の血が流れているのだ。

　Ｅ６０１小隊は集まって話し合いをしていた。どうやらカナタは何度かその個体を目もく撃げきした経験があるらしい。

　ならカナタが直接出向き倒せばいいではないか、それで全てが解決する。ミソラはそう思ったのだが、彼は廃はい材ざいに腰こし掛かけ腕うでを組んだまま難しい貌を浮うかべていた。そして何やら意を決したかのように徐おもむろに貌を上げると、

「なあ、お前ら」

　お尻しりに付着した埃ほこりを叩たたき落としたあと、彼はさらっととんでもないことを繰くり出す。

「お前らが《キメラ・デネブ》倒せよ」

　いきなりの突とつ拍ぴよう子しもない発言にミソラもリコもレクティも目を瞠り驚きよう愕がくした。

「あ、あたしたちランキング戦でもまだ勝ててないのに、いきなり変キ異メ種ラ相手なんて……な、なによそのぶっつけ本番っ!?　そんなこと出来るわけないじゃないのっ！　下手しなくても、誰か一人でもミスをすれば死んじゃうかもしれないのよっ！」

「ミソラの言う通りだ。正気の沙さ汰たとは思えないな」

「そ、そんな大物をいきなり倒せって言われても無理です……」

　ミソラたち三人に真っ先に浮かんだのは、敗北する姿。

《ミストガン》最弱のＦランク小隊扱あつかいされている彼女らに勝算があると考える者など、少なくとも六〇〇〇人の市民の中にはいないだろう。

「死ぬために訓練してるんじゃないだろ。お前らは必ず生き残って、そしてもっと大勢の人々を護まもるために訓練しているんだ。そんで、お前らいくら変キ異メ種ラとはいえ《キメラ・デネブ》を倒せるくらいには強くなった。そのことは教官である俺が保証してやる」

　だが、唯ゆい一いつの例外であるカナタはそう言いきった。希望ホープオの丘ブヒルでみせた、普段の飄ひよう々ひようとした態度を微み塵じんも感じさせない真しん剣けんな貌つきで、誰よりも強く研とぎ澄すまされた相そう貌ぼうでミソラたちを見据えていた。

　そして周りからＦランク小隊と侮あなどられている自分たちのことをこの教官は信じてくれている。それならば……ミソラは小隊長としてどう応こたえるべきなのか直感的にわかった。

「ねえ。ヘンタイだけど、一応教官であるこいつがあたしたちのことを信じてくれてるわけだし、あたしもリコとレクティのことを信じている。だからさ、覚かく悟ごを決めましょうよ」

　そう言ってミソラは小隊長として二人の仲間を説得にかかった。これまで訓練の合間を縫ぬって小隊長として信しん頼らいが得られるように自分なりに努力してきたつもり。あとどうするかは当人の判断だ。

「わ、わわわ、わたしは……、浮ふ遊ゆう都市の人々を守るために空戦魔導士を目指してるんですっ！　だ、だから、こんな……こんなところで諦あきらめたくないですっ！　ま、守るための強さを。だから……少しでも勝つ見込みが、《ミストガン》の皆みんなを守れる可能性が残っているのに、このまま何もせず黙だまって見ていたくありませんっ！」

　そう言っておどおどしながらもレクティが一歩前に出た。

「ふっ、ミソラ。キミはいつからわたしに指示が出来るほど偉えらくなったんだ」

「リ、リコ……っ！」

「だが、さきほどのミソラの動きは悪くなかった。一度ぐらいなら指示を受けてやるのもやぶさかではないぞ。それにここでわたしが活かつ躍やくして目に物見せる序ついでにあの女の悩なやみを解決してやり、どちらが真に優ゆう秀しゆうか示してやるのも悪くないな」

「あの女？」

「まあ、この際それはおいといていい」

　リコが優ゆう雅がに一歩を踏ふみ出す。

「んじゃお前らの腹は決まったようだな」

　カナタがしれっと口を開いた。

　このような状況下で臆おくして動けないような奴やつなら、これからの戦闘で足あし手で纏まといになるだけだ。だからいざというとき自分から一歩を踏み出せる奴なのかどうか、ミソラたちを値ね踏ぶみしたのだ。

　仲間を頼たよれない奴も駄だ目めだが、最初から仲間を当てにするような奴も駄目。そしてカナタの目から見て、ミソラたちは全員合格だ。

「空の上では常に警けい戒かい。指示は小隊長のミソラが出せよ」

　そういって全員を見み渡わたしカナタがよく通る声で堂々と告げる。

「俺はお前らを死なせるつもりはねーし、《ミストガン》の市民を傷つけさせるつもりもねーよ。……お前らになら出来る」

　三人は今までないくらい自信に満ちた表情で頷うなずいた。







　Ｄフィールド。第二次防衛ライン。高度三〇〇〇。

　鳴りやまぬ砲ほう撃げきと剣けん戟げき。怒ど声せいと悲鳴。戦場に入り乱れる空士たちと魔ま甲こう蟲ちゆうの影かげ。

　そこにあったのは別格の敵の姿。かつて蟲むしだった面おも影かげすら見当たらない化物であり、どのような進化を遂とげれば、こんな生物が存在するのか理解不能だった。空戦魔導士の何なん人ぴともすぐ近くに敵の指令型の姿を目撃しながらも、手を出せずにいた。

「いいか。戦術の基本は何度も説明した通り、前衛のレクティが相手を攪かく乱らん、後衛のリコがサポート、中衛のミソラが止とどめの一撃フイニツシユだ」

〈ホウキ〉に乗り険しい貌つきでカナタが説明する。

「あれが《キメラ・デネブ》……？　うわ、触しよく手しゆばっかで気持ち悪そう」

「ああ。だけどあんな見た目で触手の動き速はえーから、油断するなよ」

　緑りよく苔たいの生えた巨きよ大だいな胡桃くるみに巨大な口をつけて、さらに無数の触手を生やした形状。既き存そんの生物の進化体系には存在しない変キ異メ種ラ。

　さらにその周囲には無数のアルケナル級が《キメラ・デネブ》を守護するかの如ごとく存在していた。どこか遠方からいくつか散発的な射砲撃が向けられたりしていたが、致ち命めい傷しようを負わせることは困難な様子だった。

　大勢の空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの学生たちは、自分が担当する空域を守り切ることで精せい一いつ杯ぱいなのだ。隙すきを見て倒しきれる規模の群れではない。それに逆に注意を惹ひけば、その部隊が崩ほう壊かいする可能性すらある。

「んじゃ全員で作戦通りに行くぞ」

　ミソラたちがこくりと頷く。そして変キ異メ種ラにＦランク小隊が挑いどみかかる。







「──いきますっ！」

　二振ふりの魔ま双そう剣けん〈アマノハバキリ〉とともにレクティが急降下。同時に《キメラ・デネブ》目指して突とつ出しゆつした。

　叩きつける風圧と、肌はだを打つ対流。そしてすぐさま接近に気づき迎撃するアルケナル級の群れ。多すぎて数え切れないが、五〇は下らない。堅かたい守りのその向こうには《キメラ・デネブ》の姿がちらりと見えた。

　一対五〇の戦い。それは最も早はや戦いと呼べるものではないだろう。少なくともＥランク小隊に所属する学生が可能なことではない。

　だが、唯一の例外がいるとすればその者の名はレクティ・アイゼナッハ。剣神と奉たてまつられしアイゼナッハ魔双剣術の継けい承しよう者だ。

　彼女は八双の構えを取り、恐れることなくゆっくりと螺ら旋せんを描えがくような変則機動をとる。まず斥せつ候こうの三対のアルケナル級と擦すれ違ちがう。同時に両手の魔剣が一いつ閃せん。柄つかより先に存在するはずの剣身があまりの剣速に一いつ瞬しゆん消失したかのように見えた。

　何が起こったかはア斬ルらケれナたル当級人には理解できまい。ただ数瞬遅おくれて体が分解。緑色の体液とともに、触角、翅し翼よく、前足、後足、口こう鉤こうなどのそれまで体を構成していたパーツごとに分断された。

『な、なにをしたのよっ！　レクティっ!?』

「なにって……ただ斬きっただけですけど」

　二閃十殺。アイゼこんなナッハ流当たり前魔双剣術のことにミソラさんは何で驚おどろくのだろうとレクティは内心で首を傾かしげた。ただ子供の頃ころから叩き込まれてきた剣技の片へん鱗りんを披ひ露ろうしただけなのに……

　人間相手の戦いでない分、視線を気にする必要はないし、遠えん慮りよする必要もない。特に上がり症しようの彼女にとって人外の怪物バケモノは比ひ較かく的戦いやすい相手だった。戦いが怖こわいか怖くないかは別として。

『レクティ。最後の一体だけ五回しか斬れてなかったぞ。残り二体は七回ずつだった。お前まだどっか緊きん張ちようしてるみたいだからもっとこう気を楽にしろよ』

「は、はいっ！　カナタさん、次からは気をつけます」

　ミソラには気付いたら敵がバラバラになっているようにしか見えなかった。

　レクティはアルケナル級を足場代わりに、まるで浮き石の上を跳ちよう躍やくするかのように次々と獲え物ものへと向かっていく。

　人間相手ではない。視線の心配もなければ、間違って相手を傷つけてしまう遠慮もいらない。まだ緊張してどこか全力を出せていないけど、それでもなんとかなる。……いや、なんとかしてみせる。仲間のために──

『レクティ、そのまま真まっ直すぐ進んでちょうだい』

「はいっ！」

　ミソラからの通信。その指示通り、《キメラ・デネブ》を目指すレクティ。その周囲には多くのアルケナル級が徘はい徊かいしていたが、警戒するかのごとくじわじわと間合いを詰つめるだけ。

　行けると判断したレクティが《キメラ・デネブ》へと取り付こうとした。瞬しゆん間かん、空気の唸うなりを肌で感じた彼女は咄とつ嗟さに双剣でそれを弾はじいた。

　そんなレクティの後背。不気味な翅は音おとと気配。取り巻きのアルケナル級がいままさに彼女を喰くい殺そうと迫せまる。

「…………っ！」

　気配を察知。彼女が首だけ振り向いて喰われると感じた瞬間──どこからか飛来した青い魔ま力りよく弾だんが敵を叩たたき落とした。

「リ、リコさんっ！」

　救われたかのような貌を浮かべた彼女の視線の先には、中衛まで上がってきて狙そ撃げき銃じゆうを構えたリコの姿があった。







「へー、気まぐれで狙撃繰くり出すわりには、相変わらずいい腕うでじゃねーか。リコ」

「ふっ、それほどでもある」

　スナイパーライフル形状の魔銃〈アテナ〉を構えたリコは、次々と引き金を絞しぼり続けた。

　鋭えい利りな魔弾が相手の動きを予想しているかのように飛ひ翔しよう中のアルケナル級を捉とらえた。

　長ちよう距きよ離り射撃で高速移動目標を狙撃。カナタでさえもせいぜい援えん護ご射撃ぐらいしかできないが、リコは精密狙撃だ。

　同じ射砲撃系とはいえ、ミソラには理解すら及およばない狙撃手の世界がそこにあった。

　魔銃士の世界は過か酷こくだ。一発の魔弾が味方の命を奪うばうことさえある。そして状じよう況きようを正確に判断し、敵と味方の動きを正確に予想し、狙撃をこなすのは空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの中でも限られた者にしか出来ない。

　鋭するどく放たれた魔弾が、針の穴を通すような正確さで標的を射い貫ぬく。

　リコは前衛のレクティの動きに合わせて、後衛だけでなく中衛までの空域をカバーしつつ、死角から迫る蟲を叩き落とす。驚きよう異い的な周辺視野の広さと判断力が為なせる業わざだ。

　そして彼女が狙撃する様は、傍はた目めにはただ狙ねらいをつけて引き金を絞るだけの作業。そう誤解させてしまうほど、リコの狙撃術は卓たく越えつしていた。

　努力をしていないというのが本当なら、彼女は真にこと狙撃に於おいては天賦の才を持っているのだろう。

「変キ異メ種ラとやらを倒たおせば、空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンに於おけるわたしの評価もうなぎ登りなのだろう」

　レクティの後方には、無数のアルケナル級の群れとさらに《キメラ・デネブ》の姿が尾おを引くかのように続いていた。

　作戦通り、敵はレクティに引き寄せられる。

　リコは狙撃でサポート。アルケナル級を中心とした三〇〇体以上の魔甲蟲の群れを、たった二人で足止めしている計算になる。

　もっともこれはレクティの魔双剣術とリコの魔銃術と判断力があってこそ。全すべての敵を叩き潰つぶすのではなく引き連れているに過ぎない。

　そして限界も存在する。レクティの体力、リコの精神力。このどちらかが尽つきればすぐにこの陽動は失敗。二人はたちまち魔甲蟲の餌え食じきに──。

　だが、その間に止めの一撃を為すためにチカラを溜ためる最後の一人がいる。

「ふむ、後世の歴史家たちはこう語ることになるだろう。リコ・フラメルはまさしく女神めがみの生まれ変わりに相応ふさわしい力の持ち主であったと」

　狙撃の最中だというのに、スコープから視線をずらし、カナタの方を見て告げるリコ。

　はあーと軽く溜ため息を吐ついたあと、カナタは無言のまま右手の人差し指でちょうど真上を指した。

「大だい丈じよう夫ぶだ。問題ない」

　カナタの指差す先には、直上からこちらへ向かって急降下してくるアルケナル級の姿。秘密裏りに接近されていたのだ。

　だがリコは上を見上げることなく自信満々に魔銃を握にぎる右手を真上に掲かかげ、そして引き金を引いた。直後、大空に濃のう緑りよく色しよくの体液と醜みにくい肉にく片へんの華はなが咲さいた。

「ふっ、先さき程ほどの個体は不幸だった。人を喰らうしか能がない醜い存在が、まさかわたしを喰らおうとするとは。女神を相手にするのは力不足だと知れ」







『ミソラ。七時の方向に空きが出来たぞ。フリースペースは常に変化するけど、ひたすら魔力を魔チ力ヤ収ー束ジし続けろ』

　どこかにいるカナタから檄げきが飛ぶ。

「わ、わかってるわよっ！」

　……でもそんなこと言ったって。

　耳みみ障ざわりな翅翼の音。周囲を徘徊するように飛行するアルケナル級の包囲。先程からミソラを攻こう撃げきしていた個体は二〇体ほど。レクティが引き連れている数の一五分の一以下だが、彼女には充じゆう分ぶん過ぎる重圧プレツシヤー。

　包囲の網あみ目めを必死に探さぐるミソラ。上下左右前後に至るまで全ての方向を必死に。

　どこへ逃にげ回ろうともアルケナル級が影かげのように纏まとわりつき立ち塞ふさがる。魔力を充じゆう塡てんするどころの話ではない。攻撃を浴びないように乱雑な機動で逃げるのが精一杯だ。

　逃げ惑まどうミソラのことをじわじわと追い詰める黒い影。防護服プロテクターの障しよう壁へき術式が致命傷こそ防ぐが、その発動のためにせっかく練成した魔力が消費される。

『そっちじゃねー。逆の方向だ』

「言いたいことはわかるけど、そんなに上う手まく……くっ！」

　突とつ如じよとして正面に口鉤。焦あせりが動きを乱し、不安定な機動に。そして体勢を崩くずし、対処が遅おくれた。躱かわしきれない。だが次の瞬間、その個体の像が二つに分断され緑色の体液が宙を舞まった。

「落ち着けよミソラ。お前がこの作戦の要かなめなんだぞ」

　左手に体液を滴したたらせたダガーを握るカナタの姿があった。

「あ、あんた……」

「ほらミソラ。ボケッとしてないで必死に動き回れ。リコもレクティもお前のために時間を稼かせいでるんだからな」

「で、でも……」

　あたしの速度じゃ逃げ切れない。

〈ホウキ〉に乗ったカナタとともに飛翔。ミソラはそれでも敵に翻ほん弄ろうされて、カナタと背中合わせの状態になる。至る所全てが敵。たった三人の小隊でこれだけの数を相手にするのは分が悪いを通り越こして、無む謀ぼうとも思える。

　だが、背中にいる男は勝つ見込みがあると言った。

「ミソラ、今は複雑な回かい避ひなんか忘れて何も構うことなく真っ直ぐ飛べ。お前の持ち味は直線で一番生きるからな」

　アルケナル級の攻撃を紙かみ一ひと重えの差でいなし、横合いから斬り付けたあとカナタが一息に言う。

「だから何も迷わず大空へ舞い上がれ。垂直ヴアー上昇チカルブ機動ーストで全部振り切れ。そうすりゃ確実に全ての敵を振り切ることが出来る」

「う、うん……」

　今までのように乱雑な回避軌き道どうを取ることを止やめて──ただひたすらに真っ直ぐ空へ。

　アルケナル級が弾丸のように襲おそい来るが、ミソラの加速力が幻げん影えいを生み出す。距離感と加速度がもたらす速度の錯さつ覚かく。それはこの混戦においてはコンマ〇・一にも満たない僅わずかな齟そ齬ごなのかもしれない。だがその刹せつ那な的時間こそが全ての予想を凌りよう駕がし狂くるわせる。

　顎あごを引きずっと遠くの空を見み据すえ、成せい層そう圏けんまで上じよう昇しようしてやるくらいの気持ちでミソラは加速した。

　高度三二〇〇。三四〇〇。四〇〇〇。四八〇〇──

　追つい撃げきする魔ま甲こう蟲ちゆうでさえも、断念せざるを得ない驚異の上昇速度。

　その軌き跡せきはぐんぐん真っ直ぐ伸のびていき、彼女は軽く尾を引きながらこの戦場全てを見下ろすことが出来る高度へ到とう達たつ。そこがミソラの世そ界ら。

『これは一回しか通用しない技わざだぞ。向こうも馬ば鹿かじゃないからお前の速度力を見み抜ぬく。同じ高度に追い付いてきた敵に今度は頭を押さえられることになる。だからそれまでに絶対魔力を練り上げろ』

　残りの敵はカナタが巧たくみに受け流しながら引きつけているらしい。

　上空から見下ろすこの空域は、おそらくレクティと思われる存在が多くのアルケナル級と《キメラ・デネブ》を引きつけ、リコがそのサポートに回り、カナタがさりげなくカバーしていることがよくわかる。

　その間、奴やつを倒すために充分な魔力を練り上げる。完全充塡された六連装のシリンダー型魔力縮退炉ろがジャキンと回転し、白銀色の魔ま砲ほう剣けん〈ラーズグリーズ〉が不思議な輝かがやきを放つ。

「魔チ力ヤ収ー束ジ完かん了りようっ！」

　精せい一いつ杯ぱいの声でミソラが叫さけんだ。

『……レクティが敵を引きつけてるから、お前はレクティのとこまで降下してこい』

「わかったわっ！」

　自分がただ魔力を収束するために時間を費ついやしていた間、仲間たちが必死になって時間を稼いでくれた。その努力に応こたえるために、早く皆みんなを助けたいという一心でミソラはレクティのもとへと急降下する。

　そんな彼女の視線の先には、こちらへ向かって大おお粒つぶの汗あせを搔かきながら必死になって後退してくるレクティの姿があった。

「はやくこっちに来なさいっ！　レクティっ！」

『大丈夫ですミソラさん。わたしはまだどうにか…………ミ、ミソラさんっ！　後ろですっ！』

　慌あわてて振ふり返るミソラ。真後ろを警けい戒かいするが、敵の姿が見当たらない。

　視線を少し下に移す。そこには、下方から角のように突つき上げてくるアルケナル級の姿があった。

「く……っ！」

　慌てて魔砲剣を突き出す。だが、戦せん闘とうスキルに優すぐれたリコやレクティならともかく、ミソラの魔砲剣は無理のない空バ中レ側ル転ロ機ー動ルであっさりと躱される。

　ミソラは慌てて防護服プロテクターの魔術障しよう壁へきを発動。アルケナルの当て身を防ぼう御ぎよしようとしたのだが、収束に魔力を回し過ぎたため、障壁に割さける魔力がなかった。

　躱せないと瞬しゆん時じに判断したミソラは、何があっても魔砲剣を放すまいと固く握り締しめる。

　その直後、強い衝しよう撃げきが彼女を襲った。

　肩かたでも喰くい千切られたのだろうか。だがそれにしてはやけに痛みが少ない。恐おそる恐るミソラが目を開けると、すぐ近くに右肩かた口ぐちから血を流す〈ホウキ〉に乗ったカナタの姿があった。

「ミソラ、変キ異メ種ラが来るぞ。……覚かく悟ごはいいな」

　アルケナルの複眼にどうにかダガーを突き立て、ミソラに檄を飛ばす。

「あ、あんたっ！」

「言っただろ、お前らを死なせるつもりはねーって」



　そのままカナタは何事もなかったかのように平然と言い放つ。すごく痛いはずだろうに、貌かおを僅かに歪ゆがめるだけで悲鳴の一つも上げない。

　これがカナタの根底にある意志の深さの表れであることを、ミソラはまだ知らない。

『キミ、そっちへアルケナル級の散発的な群れ。気づかれたぞ。レクティが《キメラ・デネブ》をそちらへ引きつけている』

「ちっ、しょうがねーな。レクティ、お前はそのまま頼たのむ。細かいのは全部俺が引き受ける」

　流血しながら平然と振る舞うカナタを、ミソラが不安そうな貌付きで眺ながめる。

「さて、せっかく敵がこっちへ来てくれたんだ。ミソラ、まさか自宅を破は壊かいするほどの狙そ撃げきセンスを持つお前が、外すわけがねーよな」

「は、外すわけがないでしょ。ここまでお膳ぜん立だてしてもらっておきながら、外すなんて小隊長失格よっ！」

　それだけ言い残すとカナタはすぐさま陽動に向かう。

　カナタに大丈夫？　と訊きくことはできなかった。

　大丈夫でないことは傷を見ればわかる。

　そんな己おのれの未熟さへの憤いきどおり。その感情すら込こめて、敵へ狙ねらいをつけるミソラ。標的はレクティの背後のアルケナル級のさらに向こうに位置する《キメラ・デネブ》。

　この空域に戦乱を齎もたらした指令型。これを殲せん滅めつすれば全すべてを終わらせることが出来る。

　だからこそその想おもいの丈たけも全部この一撃に込める。

「覚えておきなさいっ！　この触しよく手しゆっ！」

　レクティがミソラと交差する。すれ違ちがいざまにレクティが何か応おう援えんするかのような言葉を呟つぶやいていたが、ミソラの耳には入らなかった。

　必死だったのだ。一いつ緒しよに戦ってくれる仲間のためと、一生懸けん命めい特訓に付き合ってくれたカナタのためにも。

　右脇わきを絞しぼるようにして構え、左手で銃じゆう身しんを支えた魔砲剣〈ラーズグリーズ〉。この空域に、この都市に、この世界を守るために戦っている全ての空戦魔導士たちの思いを代弁してミソラが叫んだ。

「────あたしたちが《ミストガン》の空戦魔導士よっ！」

　そして彼女は鍔つばの部分の引き金を絞った。

　轟ごう音おん。両りよう腕うでがもぎ取れて肩の関節が外れるかのような反動。そして天を焦こがすかのような白銀色の光の奔ほん流りゆう。

　一条の強きよう烈れつな思いを込めた浄じよう化かの光こう渦かは、まず前衛たるアルケナル級を包み込んだ。

　一いつ瞬しゆんで蒸発。全てがだ。

　放たれし目ま映ばゆき白銀色の光は、チカラの鬩せめぎ合いすらおこがましいとでも言うかのようだった。

　後方に位置した《キメラ・デネブ》。それさえも容よう赦しやなく一撃で仕留める。その胡桃くるみのような形状に大穴を空け沈ちん没ぼつさせてみせた。

　たったの一撃。されど全力の想いを込めた最初で最後の一撃は全てを貫つらぬき通した。

　ミソラの想いも、カナタの信念も、《ミストガン》の空士たちの想いも全部……

「ハァーハァー……、あたしたち勝ったの？」

「か、勝ったんじゃないでしょうかっ？」

「うむ。勝ったように見えないこともないが勝ったのか？」

　レクティとリコもミソラのもとへと集まる。戦いの勝敗の判断がつかない。

　だが、彼女たちの周囲に展開していた魔甲蟲たちは瞬またたく間に何ど処こかへと退ひいていく。

「ああ、とりあえず負けてはねーだろうな。でも気を抜ぬくなよ」

　ケロッとした様子でカナタが言い放つ。右肩口を負傷しているが、体力、魔力とも一番消費していない。

「で、でもなんで皆まだ戦ってるのよっ？」

　ミソラの視線の先はまだ戦闘中の空域へと向けられていた。このＤフィールドとその近きん隣りんはともかく他はまだ依い然ぜんとして戦闘継けい続ぞく中だ。魔力射砲撃が奏かなでる光が絶えることがない。

　指令型であるはずの変キ異メ種ラを討とう伐ばつした。定石通りならこれで敵は撤てつ退たいに移るはず。それなのに……

「な、なんで指令型である変キ異メ種ラを倒たおしたのに敵が退いていないのよっ！」







　空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン指令センター。

「敵の変キ異メ種ラを倒したというのに、攻こう勢せいが止まらないとはどういうことだっ！」

「はっ！　一部魔甲蟲が後退したのみで依然として……」

　オペレーターからの報告に経済エコノ経営ミツクリ科長ーダーが怒ど鳴なり返す。

　魔術的に投とう影えいされた《ミストガン》の立体映像では、敵を表す紅あかい光点の一部は退いていくが、残りの過半は依然として防衛ラインに取りついたままだ。

　二〇〇〇人以上の空士はいまだに戦闘を継続している。敵が退いていない証あかしだ。

　変キ異メ種ラ撃破の報しらせを受け一度盛り上がったオペレーター陣じんの失望は大きい。スタッフでこれなのだから、ラインとして最前戦で戦う空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの小隊はもっと困こん惑わくしていることだろう。

　フロンがあごに手をやりながら尋たずねた。

「変キ異メ種ラの撃破報告に間ま違ちがいはないのよね？」

「はい、前線から確かにそのような報告が上がっています」

「もう一度確かく認にんしてちょうだい。それと変キ異メ種ラの姿が確認されない以上、戦線を段階的に縮小させていくわ。このままじゃ各大隊とも戦闘限界点を迎むかえるから」

《キメラ・デネブ》が出現した際に覚えたあの違い和わ感。

　これだけの規模の魔ま甲こう蟲ちゆうの群れをあのような中型変キ異メ種ラ一体で操あやつりきれるものだろうか。そもそも指令型が二次防衛ラインにまで姿をさらすこと自体稀まれだ。

　通常では考えられない行動。その行動には必ず理由がある。

　不自然な突とつ出しゆつ。敢あえて注意を引く行こう為い。最初に敢えて変キ異メ種ラが姿を晒さらしたのは……、囮おとりもしくは陽動だったということかしら？　そう考えるに至り、フロンが違和感の正体に気づいた。

「ねえ、魔甲蟲に知性があるという話って聞いたことがあるかしら？」

「あんなバケモノに知性なんかあるのか……」

　不意に話しかけられた経済エコノ経営ミツクリ科長ーダーが首を横に振った。

「最近の医メ療デ医イ学ス科ンの解かい剖ぼう研究によると、変キ異メ種ラの知性は人類が認識しているよりはるかに高いらしいのよね。魔甲蟲はその奇き怪かいな化物じみた容姿ゆえ人類は恐きよう怖ふするけど、それと同時にそんな化物に高度な知性が無いと侮あなどりがちになるわ。もしも魔甲蟲変キ異メ種ラが急激に進化し続ける個体であるならば、人間並みまたは人間以上の知性を持っている個体が存在しても不自然ではないという可能性まで示し唆さされているわ」

「そ、その話と現状と一体どういう関係が……」

　目の前に存在する《ミストガン》の立体映像。その紅い光点の数が減らず、いまだに組織だった動きをしている。フロンの目が僅わずかに開き険しい眼光を放つ。

「つまりね──」










「変キ異メ種ラが複数いるっ!?」

　カナタがあまりにもあっさり言い放つものだから、ミソラは危あやうく聞き流すところだった。そして驚きよう愕がくの表情を浮うかべたミソラたちとは対照的に、カナタは怪け訝げん貌の様子。

　撤退していく魔甲蟲を背景にカナタたちが空中で相談する。

「ん？　俺さっき『とりあえず負けてねー』って言わなかったか？」

「はい。確かにカナタさんはそう言いましたけど……」

「ならちゃんと言ってんじゃんか。負けてねーって」

「ど、どういう意味よっ？」

「まさか負けていないが勝ってもいないという意味だろうか……？」

「ああ、そういう意味だけど……」

「な、なんであんたはっ！　そういう大事なことそんなにあっさりとっ！」

「でも『まだ気を抜くなよ』とも言ったじゃねーか……」

　ケロッとした調子で言うカナタ。だがその言葉を要約するとつまり、

「──あ、あんたまさか……最初から変キ異メ種ラが複数いるって知ってたのっ!?」

「ん？　言わなかったか？　これだけの数の原種がいるのに、変キ異メ種ラが一体だけってのは明らかに少ねーって」

「「「──言ってないわよっっっ！」」」

　ミソラたち全員からカナタが咎とがめられる。

　そこでふとミソラが思い当たる。なぜ彼が先さき程ほどの戦せん闘とうに参加しなかったのか……

　それはつまり最初から魔甲蟲の群れと攻勢の規模から、敵の変キ異メ種ラ指令型が一体ではないことを予測しチカラを温存していたということ。状じよう況きようを冷静に吟ぎん味みし、把は握あくし魔甲蟲相手に先を読んでいたということ。

　ミソラが驚愕と尊敬の入り混じった視線でカナタを見るが、その偉い業ぎようを誇ほこることもない普ふ段だんと変わらぬ貌付きからは何も窺うかがい知ることは出来ない。

「でも場所がわかんねーんだよな。お前らなんか通信は入ってねーか……？」

「そのぅ、特に連れん絡らくは…………」

　変キ異メ種ラがいることは確実なのだ。それなのに居場所が把握しきれない。

　さてこれからどうやって敵の姿を見つけるか、とカナタが思案しようとしたとき不意にリコが口を開く。

「つまり、《ミストガン》の人々を守るためには大型の変キ異メ種ラを探し出す必要があるということだな」

「ま、そういうこったな。それに戦線の段階的縮小を始めてるみたいだし、こりゃいよいよ末期的かもな」

「ど、どうするのよっ！」

「ふん、仕方がないな。少しばかりわたしも本気を出してやるか」

　何やら雰ふん囲い気きの変化を察知して振ふり向いたカナタの瞳ひとみには、紅い縁ふちの眼鏡をかけたリコの姿があって……

「ん？　リコ、お前なんで眼鏡かけてるんだよ？」

「ふっ、仕方がないだろう。空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの先せん輩ぱいどもが不ふ甲が斐い無さ過ぎるからな、女神めがみなわたしが全力を出さねば還かえるところがなくなってしまうんだろう。わたしの活かつ躍やくによって変キ異メ種ラを一体倒したというのに、それを崇あがめる人間がいなくなるのはもの寂さびしいからな」

　続けてリコが不本意そうに付け足す。

「わたしは千里眼を発動する際に、目の焦しよう点てんが合わなくてな、どうしてもわたしの美び貌ぼうを覆おおい隠かくしてしまう、こんな眼鏡が必要なんだ」

　頼たのむ前に使ってくれるのかと何やら感心した眼まな差ざしをカナタが向ける。

　だが、彼女はというと眼鏡をかけながら肩かたをわなわなと震ふるわせ、羞しゆう恥ちを感じているかのように萎しおらしくもじもじと指先をつんつんくっつけながら、

「こ、こんな……わたしの美貌を覆い隠すようなものをつけるなんて、非常に不本意なのだが……」

「でも、眼鏡も似合ってるからいーんじゃね？」

　素す直なおに感想を伝えると、

「そ、そうか？　それほどでも……あるかもな」

　飾かざった褒ほめ言葉には慣れているが、あまりに素そ朴ぼくな称しよう賛さんだったのでリコは少し照れた様子を見せた。

　それから、どこか調子を取り戻もどしたリコが探知系最上級固有スキル『千里眼』を発動。黒曜石の瞳が不意に虹にじ色いろの光こう彩さいを放つ。

　千里眼は魔力強化に於おける視神経の異常発達により、本来ならば人間に備わることのない全周囲視野と超ちよう望遠距きよ離りを獲かく得とくする。平たく言ってしまうと──森羅ありとあら万象ゆるものを見通すことが出来るのだ。

　もっとも遮しや蔽へい物に隠れた存在は知覚することが出来ないし、脳の演算領域にかかる負担も尋じん常じようを超えるものであり、そう易やす々やす使いこなせるものではないのだが。

「……見つけたぞ。数は……一体だ。だが、ここからかなり距離が開いている。それに──」

　珍めずらしく驚愕したかのようにリコが報告する。

「──大きい。それもとてつもなくだ。アルケナル級を体表に取り付けているが、アルケナル級そのものが纏まとわりつく羽虫にしか見えないぞ。さきほどの《キメラ・デネブ》の比ではない。……太陽方向、戦闘空域外にいるぞ！」

　それを聞いた途と端たん、カナタの表情に一いつ瞬しゆん影が差した。

「そりゃたぶん医メ療デ医イ学ス科ンで高度知性体の一つとして存在の可能性が示唆されている変キ異メ種ラ母体型魔甲蟲《キメラ・アンタレス》だろうな。アルケナル級を運ぶ母体としての役割だけじゃなくて、他の変キ異メ種ラと比べて知能がずば抜ぬけて高いらしいぞ。実際にお目にかかるのは俺も初めてだけどな」

　そう言ってカナタは何やら当然のように太陽方向を睨にらみつけ、〈ホウキ〉の先さきを向けあっさりと言う。

「戦線が段階的に縮小している以上、お前はこのまま周りと一いつ緒しよに後退しとけよ。あとは俺が何とかしとく」

「まさかそんなに大きい個体をあんた一人で討とう伐ばつするつもりなのっ！」

「ああ、そうだけど」

「む、無理に決まってるじゃないのっ！」

「ぜんぜん無理なんかじゃねーよ」

　はっきりとそう口にした。それから吸い込まれるような不思議な瞳をミソラたちへと向ける。

「お前らが必死になって変キ異メ種ラを一体討伐してくれたお陰かげで、俺はチカラを温存できたんだ。ならお前らの頑がん張ばりに今度は俺が応こたえる番だろ。それに俺は勝つ見込みのない戦いをするほど間抜けでもねーしな」

　本来ならば、仲間に知らせて共きよう闘とうで相対するべき強敵。だが、敢あえてカナタはそうしない。裏切り者のカナタに発言力はなく、また彼と連れん携けいをとれるほどの実力者もいない。

　当たり前のように彼が一人で討伐に赴おもむこうとした際、腰こし回まわりにぎゅっと摑つかまれる感覚があった。

「ん？　なんでお前が俺の〈ホウキ〉に乗るんだよ？」

「……あんたの魔ま砲ほう剣けん士しぶりが見たいからついていく」

　カナタの〈ホウキ〉に無理やり乗り込んだミソラがどこか切ない瞳を浮かべながら呟つぶやいた。

　本当はカナタのことが不安だった。あのときの魔力切れの様子が見み間ま違ちがいでなければ……付いていかなければならない気がした。

「ねえリコ、レクティ。あんたたちは先に帰りなさい。あたしはまだ魔力に余よ裕ゆうがあるからこいつに付いてくことにする」

「危ないからお前も戻れよ」

　ミソラを振りほどこうとしてその意志を持った瞳に気づく。あの希望ホープオの丘ブヒルのときに見せた意志を持った瞳だ。

「嫌いやだ。あたしは絶対に付いて行く」

「しょうがねーな。……んじゃそういうことで、お前ら二人は仲良く気をつけて帰れよ」

　ミソラの覚かく悟ごに気づいて、何か別の目的があることをカナタは感じ取ったのだろうか。

　説得は無理と判断した彼は、他に同行者が増えないうちにとっととこの空域を後にしようとする。

　なぜミソラがカナタとともに行こうとするのかわけがわからず、リコとレクティは困こん惑わくしていたがはっと我に返り、

「ミソラっ！」

「カナタさんっ！」

　二人の姿が大空の彼方かなたへと吸い込まれていった。







　Ｄフィールド。第一次防衛ライン。

　哨しよう戒かい任務中だったクロエは仲間とともにどうにか《ミストガン》の最前線の防衛ラインまで戻ることが出来た。

　防衛。迎げい撃げき。反撃。撃破。

　特務ロイヤル小隊ガードの権限で周辺の部隊の動きを把握し、そこに指示を加えながら戦せん況きようを有利に展開させようとする。だが、それでも無む尽じん蔵ぞうに押し寄せる魔ま甲こう蟲ちゆうの大群に一人、また一人と戦線を余よ儀ぎなく離り脱だつする者が続出する。

「どうやら戦線を縮小させているみたいだね」

「戦闘量を減らすことで部隊内の疲ひ労ろうを軽減させることは出来るでしょうが、敵に取りつかれてあまり上う手まく後退することが出来ていないようです」

　クロエとロイドの読み通り、戦局打開のためにフロンが動いていたが、現場では疲労によるミスが相次いでいた。

　そんな中ふとぽかんとした様子のユーリの姿にクロエが気づき、

「どうしたのユーリ？」

　そう言いながらも、クロエは無む駄だのない動作で追つい尾び性の高い小型誘ゆう導どう魔砲を連射。紅あかい尾おを引く四発の小型砲撃は緩ゆるやかな弧こを描えがきながら、巨きよ大だいなハエの化物を粉ふん砕さいする。

　まだ彼女は魔力に余裕があり、大規模砲撃も可能だ。敵味方入り混じる混戦でそれを実行するには誤射を避さけるために味方に統とう率そつの取れた動きをしてもらう必要があるが、この陣じん容ようでは不可能であり、そのことを歯は痒がゆいと思いながら彼女は目の前の敵に集中していた。

『全力で抜けるぞ。遅おくれれば遅れるだけ味方に損害が出ることになるからな』

『ちょ、ちょっとあんた、う、うそ──っ！』

「ま、まさかあれはカナタ先輩なんですかっ！」

　戦闘中だというのにユーリは立ち止まり少し遠くの空を見上げていた。

　そんな視線の先には、〈ホウキ〉を巧たくみに操あやつりながら戦場を突つっ切る裏切り者の元エースの姿と、その後ろにへばりつくようにする少女の姿。

　多数の魔甲蟲に追撃されながらもカナタの乗る〈ブラックホーク〉は鋭するどくしなやかな螺ら旋せん軌道を描きながら、敵の追撃を躱かわしつつ明確な意志をもってどこかを目指す。

　通常の〈ホウキ〉の機動性ではない。あの動きは風向、風力、風圧その他大気のあらゆる流れを読み切れる者のみが扱あつかえる機動だ。

　クロエがその姿を認めたときには、すぐに辺りを飛ひ翔しようするアルケナル級が視界を阻はばみ、戦せん闘とう継けい続ぞくを余儀なくされ見えなくなってしまったが、

「言ったでしょ、カナタのことを信じてあげてって……」

　それでも一いつ瞬しゆん目撃しただけであれはカナタと確信できた。

「ロイド先輩はその……カナタ先輩の事情をご存じなんですか？」

「いえ、僕は全く知りません。でも、カナタが都市の人間を守ろうとしていることは知っています」

　戦闘の最さ中なか、ふと心が緩んだクロエがやんわりと言う。

「カナタはユーリが慕したっていたころと何も変わってないよ。ただちょっと……事情があるんだよ。信しん頼らいしているユーリにも話せないような、ね。だから今度会ったときは普ふ段だんのように……ユーリ？」

「逃にげ出すようには見えませんでしたね……」

「うん。守るべき仲間を見捨てて逃げ出すようなことカナタには出来ないよ」

「………………本当は少しだけ気付いていたんです」

　何か観念したかのようにユーリが下を向いた。

　あの事故のとき何かがあって自分に心配させないようにしているのは気付いていたのだ。ただツートップとしてずっと一緒に戦ってきたというのに、自分に何も言ってもらえなかったのが寂しくて、そのことがずっと心に引っかかりもどかしくて──

「……ユーリ」

　そんなやり取りをする二人のもとへ五体のアルケナル級が襲おそいかかろうとする。不ふ吉きつを示す翅し翼よくのざわめきに、ユーリはしゅんとした貌かおを引き締しめ魔剣を構え直す。

「いえ、失礼しました。いまは戦闘に専念します」

　この戦闘を無事に戦い抜くことが出来たら、そのときはもう一度カナタに会いに行こう。

　そうユーリは心に誓ちかった。







　その存在を初めて目撃したとき、ミソラは当初雨雲──乱層雲だと思った。日差しを遮さえぎる大きな黒い雲うん塊かいだ。だがすぐにそれは誤りであることを悟さとる。

　変キ異メ種ラ母体型魔甲蟲《キメラ・アンタレス》。

　日差しを遮る乱層雲そのものがそれを構成する一部だったのだ。

　一〇〇メートルを超こえようかという体。お椀わんを二つ向かい合わせに重ねたかのような円えん盤ばん型の形状。その巨きよ軀くはまるで──大空に浮うかぶ鉄の城じよう砦さい──を連想させた。

　体中の至る所に備え付けられた瞼まぶたが開き、赤い眼めがカナタたちを捕とらえると同時、その巨体に宿らせていた無数のアルケナル級が襲いかかってきた。

　まず立ちはだかったのは、最初にして最大の脅きよう威い。アルケナル級だ。

　一体一体の戦闘力は決して高くない。だが、この種族の一番の脅威はその数の多さだ。事実統計学的に見て、一番人類を殺さつ戮りくしている個体である。

「ホ、ホントに大だい丈じよう夫ぶなんでしょうねっ！」

　不安そうな眼まな差ざしを向けるミソラ。

　最初の一撃。カナタの左腕うでが右肩かたから左腰こしの辺りにまで素す早ばやく振ふり抜かれる。

　左手に握にぎられていた〈グラディウス〉から暴風のように撒まき散らされる剣圧。そして刃やいばは空気すら切り裂さき、そして三体のアルケナル級を同時に斬きり潰つぶした。

「んっ、こんなもんか」

　一ひと太た刀ちで三体。返す刀でもう二体。来きたる敵を蹴け散ちらすことに関してカナタの剣けん戟げきは『剛ごう』。レクティのような流りゆう麗れいで洗練されたフォームとは異なり、まるで全すべてを薙なぎ払はらうかのような剣戟。

「で、でもいくら強くてもたったひとりで…………」

　もとより全力全快の収束ストライク魔砲ブラスターを放ったミソラにはもうほとんど魔力など残ってはいない。それでもカナタのことが心配で付いて来たが、彼が戦う姿をただ眺ながめていることしかできなかった。

　カナタはいうと先さき程ほどから《キメラ・アンタレス》に近づくどころか防戦一方。それも致ち命めい傷しようを防ぐための防戦だ。

　魔剣術の才能にこそ恵めぐまれなかったミソラだが、カナタの行動の違い和わ感を見み抜ぬく。

　なんだか妙みように魔ま砲ほう剣けんの動きが鈍にぶいのだ。巧みに体を捻ひねり隙すきが無いように振る舞まっているとはいえ、大剣に分類される魔砲剣を振り回すならば両手持ちが必ひつ須すのはずだ。

「……もしかしてあんたあのときのケガっ！」

　その動きの不自然さに気づいたミソラが指し摘てきする。カナタは常に左手だけで剣を振るっているのだ。

　砲撃だけならまだしも、小型種相手に連撃をひたすら繰くり出すとなれば片手より両手で柄つかを握った方がはるかに扱いやすい。だが、カナタはぼそりと言う。

「関係ねーよ」

「で、でも……」

「戦闘中に怪け我がをしたのはそいつの責任だ。俺の状じよう況きよう判断がちょっと遅れた。それだけのことだろ」

　先程から右肩の負傷に負担をかけないように動いていたにもかかわらず、肩口の痛みが頭の芯しんまで響ひびく。だが、そのような状況にもかかわらず、既すでに劣れつ勢せいであるにもかかわらずカナタが臆おくする様子はない。

「で、でもっ！　あんたそれで勝てるのっ！」

「さーな」

「さーなって……」

「勝負は最後までわかんねーよ。でも、俺はやる前から負けるなんてさらさら思ってねーし、勝つ見込みのない戦いをするほど間ま抜ぬけでもない。あとは俺の運次し第だいだ」







　まずいな。このままじゃ負ける。

　漆しつ黒こくの魔砲剣を左手で握りながら、擦すり切れ、解ほつれ、所々が破れ、もう機能を果たさなくなった防護服プロテクターをカナタは纏まとっていた。

　そろそろ決めないとな。

　魔チ力ヤ収ー束ジを終えたカナタが右へ左へ急旋回ブレイクしながら、《キメラ・アンタレス》との間合いを詰つめる。チャンスは一発。それ以上は魔力がもたない。

　先程から攻こう撃げきを耐たえながらずっと魔力を蓄たくわえていた。〈グラディウス〉を振り翳かざすには左腕だけではなかなか上う手まくいかず、上手に魔甲蟲を追い払えず苦心しながら。

　だが、これで全てが終わる。

　カナタは剣先ごと左腕を一直線にし、その砲ほう口こうを《キメラ・アンタレス》への巨体へと向けた。

　これで終わりだ。柄の部分にある引き金を絞しぼる。

　渾こん身しんの魔砲。あらん限りの魔力の結けつ晶しよう。

　漆黒の光こう渦かが全てを吞のみこもうとして──弾はじかれた。

《キメラ・アンタレス》の硬皮に吸い込まれていったのに、あろうことか収束された光が触ふれた先から弾かれ拡散してしまった。縮退圧縮した上で収束された高密度魔力をもってしても、その一点を貫つらぬき通すことが叶かなわなかったのだ。







「収束ストライク魔砲ブラスターを弾いたの……っ！」

　どこか呆ぼう然ぜんとミソラがそう呟つぶやき、そしてカナタの異変に気づく。

「ちょ、ちょっと！　あんた大丈夫っ！」

〈ホウキ〉ごと慌あわててカナタの元へ駆かけ寄る。彼は額に脂あぶら汗あせを浮かべ呼吸も荒あらくなり明らかに衰すい弱じやくしていた。

　やっぱり、あの時のは見み間ま違ちがいじゃなかった……

　肩かたで息するカナタは体が言うことを聞かず、ミソラに脇わきから支えられるようにしてなんとか体勢を保っていた。

「なんでかわかんないけどあんた、魔力量が──凄すごく少ないんでしょ？」

　そんなことをミソラが告げる間に、アルケナル級に囲まれてしまう。

《キメラ・アンタレス》が攻撃指令を下したらしい。

「……囲まれたっ！」

　ミソラが叫さけぶ。万ばん事じ休す。だが、カナタは平然と言う。

「ま、仕方ねー。俺もそろそろ本気出すかな」

「あんたこんなときに何言って──」

　ぞくり。そして不意にミソラの背筋に一いつ瞬しゆん怖おぞ気けが押し寄せる。

「？　え……？」

　その気配を僅わずかに感じた刹せつ那な、アルケナル級の包囲に揺ゆらぎが生じた。

　まるで何かを恐おそれるかのように一瞬だけ行動に迷いが生じたように映る。

「ちょ、ちょっと何よ、いまの……？　魔力じゃない……？」

　ミソラの視線はすぐ隣となりに注がれていた。隣で何事もなかったかのように浮ふ遊ゆうしているカナタのもとに。

　視覚的変化は何もない。腕が新しく生えたとか、額から角が出てるとか。少なくとも目に見える範はん囲いでの異常は見当たらない。もっともカナタがどこか難しい貌を浮かべていることを除けばだが。

「さーな。でも、ここから先は悪い戦い方のお手本みたいなもんだ。あんま参考にならねーから絶対に真ま似ねするんじゃねーぞ。……それと何があってもその〈ホウキ〉の上から動くなよ」

　べつに身体的な変化が生じたわけではない。カナタは魔砲剣を握る左腕を見ながら思う。ただ今まで隠かくしていたチカラ──呪じゆ力りよくを解放しただけのことだ。

　その身に人類の天敵のチカラを纏まとっただけのことだ。

　周囲を荒あれ狂くるうように飛ひ翔しようするアルケナル級の翅は音おとのトーンが一つ下がる。それからまるで何か見てはならぬものを見てしまったかのように慄おののいてみせるかの如ごとく間合いを取った。

　魔ま甲こう蟲ちゆうの本来ならばあり得ない突とつ然ぜんの行動に戸と惑まどうミソラ。そんな彼女のすぐ隣ではカナタが目を瞑つぶり意識を集中していた。

　呼吸を整えて全てを空くうにする。

　万物の流れを無意識に感じ、潜せん在ざい的な意識の中でふたつのチカラを意識する。

　ひとつは魔力。もうひとつは呪力。人間のチカラ。人外のチカラ。

　そのチカラのイメージをひとつに纏め上げていく。

　纏め、練り上げ、捏こね繰り回し、収しゆう斂れんさせる。

　カナタの体内の奥底で、黒いうねりのようなものが生じる。そしてそれら全てが混ぜ合わさり、次し第だいに一体化したチカラのようなものが生じる。

　生み出されたのは、万物の理ことわりを崩くずすチカラ。

《崩ほう力りよく》

　本来合わさることのない相反する二つのチカラの合成物であり、万融錬アルケ金士ミストたちが、未いまだその存在を証明しきれてない世界の理を破は壊かいする叛はん逆ぎやくのチカラ。

　あの事故の際、クロエを庇かばって魔甲蟲の体内に取り込まれかけたカナタの体の奥底に芽生えた切り札ジヨーカー。







　カナタの気配が変わった。ミソラがそう感じた瞬しゆん間かん、何の前まえ触ぶれもなく目の前のカナタから、正体不明の突とつ風ぷうのようなものが猛もう然ぜんと吹ふき荒れた。

　ミソラが感じ取ることが出来たのは、それが物もの凄すごい風圧だったということとカナタの左上じよう腕わん部から先が複数の残像を残して見えたこと。

　だが、彼女は突風に吹き飛ばされないようにどうにか〈ホウキ〉にしがみ付いたため、後のことはわからない。ただ謎なぞの突風が収まりミソラがようやく周囲を見み渡わたす頃ころになると、こちらを包囲していたはずのアルケナル級の姿が一いつ切さい見当たらなくなっていた。

　あの暴風に吹き飛ばされたのか、目の前を滞たい空くうするカナタが何かをした結果としてアルケナル級が排はい除じよされたのか。はたまたそのどちらもか。

　どの推論が正しいかはミソラには判断が付かない。

　ただ唯ゆい一いつ事実として認めざるを得ないのは、あれだけの猛もう威いを振るっていたアルケナル級の姿が気づいたら完全に消失していたということだ。

「あ、あんた……」

　言葉に詰まる。カナタに何があったのか思わず理由を尋たずねようとしたのだが、それ以上口を開くことが出来なかった。

　ミソラのような素人しろうとにでもわかる。まるで研とぎ澄すまされた鋭えい利りなナイフのような雰ふん囲い気きをカナタが纏っていた。《黒クのロ剣ノ聖ス》と呼ばれ活かつ躍やくしていた当時以上に鋭するどく異質な雰囲気をだ。

「あぶねーから、後ろに下がってろよ。もうすぐ決着をつけるからな」

　それだけ告げると、カナタは敵へと飛翔した。

　そこから先は、ミソラの理解が及およばない世界が広がる。

《キメラ・アンタレス》の至る所に設けられた無数の紅あかい眼めから、大小合わせて二十数条の光線がカナタへと掃そう射しやされる。

　目で見て躱かわしたら絶対に間に合わないはずの光線の雨。それをカナタは薄うす皮かわ一枚で避よけつつ平然と搔かい潜くぐり、大空に浮うかぶ鉄の城じよう砦さいのような巨きよ軀くの周囲を飛び回る。

　あたしなら……少なくとも先程の攻こう防ぼう戦せんで二〇回以上墜おちている。

　最も早はや、同じ空域にありながらカナタとミソラでは見えている世界が違ちがうとしか思えなかった。

　そのままカナタは硬皮を舐なめるように飛翔しながら、敵の攻撃に身を晒さらす。

《キメラ・アンタレス》を一人で討とう伐ばつしようとするその姿はまるで、巨大な要よう塞さいを一人で攻こう略りやくしようとする歩兵の姿を連想させる。

　収束ストライク魔砲ブラスターをもってしても貫くことが出来なかった硬皮を、たった一人でどうすることが出来るのか……？

　だが、その敵の周囲を飛び交かうカナタの軌き跡せきには、あり得るはずのない緑色の体液が飛び散っていた。

「うそっ！　いまもしかして何かしたの……っ!?」

　体液が飛び散る直前にカナタの左上腕部より先が一瞬消えたように見えた。

　目の錯さつ覚かくだろうか、とミソラが疑問を抱いだく。しかし、《キメラ・アンタレス》に異変が起きていることに気づいた。

　いつの間にやら紅い眼から発射される光線の規模が目減りし、なぜかカナタに対して距離を取ろうとその巨体が後退し始めたのだ。そして、それを逃のがさないかの如く執しつ拗ようにカナタが追いすがる。

《キメラ・アンタレス》のまだ残っていた紅い眼が光線を発する。同時にカナタがそこに向かって飛翔し、一瞬魔ま砲ほう剣けんと左腕の姿が消える。そうすると先程攻撃を発した箇か所しよから緑色の体液が弾はじけた。

『まさか……制限リミツト戦技スキルっ!?』

　肉体に過度の負担をかけるため使用制限がなされている戦技。かつて《黒クのロ剣ノ聖ス》と呼ばれた裏切り者の技わざに閃せん光こう剣けんというものがある。

　魔力で極限まで高速化を施ほどこした腕で放つ剣けん戟げきだ。

　通常の体では放つことの出来ない、人体工学の範はん疇ちゆうを無視した剣戟を至近距離で放てば前衛としての価値は絶対的に高まる。反面、身体負担が著いちじるしく、かつてのカナタでも四度の連続行使が限度だったはず……

　制限能力の回数もさることながらミソラが気になったのは、あの魔甲蟲さえ警けい戒かいさせた禍まが々まがしいチカラの気配。しかし、彼女の知識の中に該がい当とうする制限能力は存在しない。

　そういえば、ふと風の噂うわさで聞いたことがある。

　万融錬金士たちがその存在を示し唆さしながらも、いまだに空想上の産物といえる相反する二つのチカラの集合体のことを。たしか名めい称しようは《崩力》といったか。

　しかし、そんな神かみ業わざを駆く使ししているにもかかわらずカナタの貌かお色いろは冴さえない。酸素が欠けつ乏ぼうしているのか、唇くちびるの先まで青く染まっていた。

　だが、それ以上に《キメラ・アンタレス》の動きも鈍にぶくなる。ミソラにはわからない一進一退の攻こう防ぼうが繰くり広げられていることがわかる。そして不意にカナタが敵と距離を取った。

　敗北を悟さとり逃とう走そうを決意したのか。ミソラはそう勘かん繰ぐったのだが、突如カナタの漆しつ黒こくの魔ま砲ほう剣けんが不思議な輝かがやきを発し、五連倉のシリンダーがジャキンと一回転した。

　それから魔砲剣の剣先を《キメラ・アンタレス》へと向けた。







　遅おせーな。

　こちらへ向かって放たれる光線がやけにスローモーションに映る。

　光の速度で進む二十数条からなる熱線。斉せい射しやされたそれを躱すことが出来る者がいたら、それはもう人間の反応速度が為なせる業ではない。

　だが、カナタはいとも容易たやすくそれら全すべてを避け切ってみせた。

　まるで児じ戯ぎに等しいが如く。

　そのことで得意になる様子はまるで見られない。ただ意志を宿す瞳ひとみで全てを見切ったまでのこと。

　高速飛翔で《キメラ・アンタレス》へ辿たどり着くと、カナタのことを自由射しや撃げきするために敵の紅い眼が開く。だが、目が開いた瞬間、カナタの左上腕部より先が一瞬だけ消失すると同時に赤い眼が粉ふん砕さいされる。

　うーん、やっぱ遅ーよな。

　敵の硬皮を舐めるかのようにすれすれの距離を飛翔するカナタ。同時に硬皮へ向けて〈グラディウス〉を持つ左上腕部で閃光剣を放つ。

　左斜ななめに奔はしる斬ざん線せん。しばし遅おくれて、濃のう緑りよく色しよくの体液がそこから盛せい大だいに飛び散る。

　だが、その瞬間にカナタの姿はない。彼は常時高速飛翔を続け、巨体を８の字に飛翔し続ける。そうしなければ、無数にある紅い眼が放つ光線に捕ほ捉そくされてしまうから。

　努めて冷静に機械的な動きで、カナタは敵を翻ほん弄ろうし続けた。彼の攻こう撃げきは巨体の表面積に対して微び々びたるものだが、粘ねばり強く反復攻撃を繰り出した。

　魔砲を反射してみせたのは、この個体が魔力に対する高い耐たい性せいを持つためなのだろう。もしかしたら、その遠方から狙そ撃げきの格好の標的になりやすい巨体ゆえに、進化の過程で身につけたのかもしれない。だが、魔ミ装ス錬リ金ルの斬撃は硬かたく鋭い。

　その巨軀全体に目の粗あらい鑢やすりでもかけるかのようにカナタは全体を満まん遍べんなく斬きりつける。

　当然次し第だいにカナタの息が上がるが、息つく暇ひまはない。

　一いつ瞬しゆんの合間を縫ぬって額から滴したたり落ちる汗あせを拭ぬぐい、敵へ注意を怠おこたることなく攻撃を再開する。

　これだけ巨大な敵に一人立ち向かい、冷静さを保てる空士が一体何人いるだろうか。

　次第に《キメラ・アンタレス》は事態の異常性を認にん識しきし、その大空に浮かぶ鉄の城砦が後退し始める。

　もしもカナタが敵の教官ならば、その判断の適切さを評価したことだろう。

　だが、それ以上に愚おろかさを指し摘てきしていたかもしれない。この状じよう況きよう下かで自分という存在を過小評価し過ぎていたことの。

　やっぱ遅ーよな。

　紅い眼を潰つぶしながら硬皮を閃光剣で抉えぐり取りつつ、彼は自分の中で何かが目覚めているのを確かに感じた。

　なぜだかわからないが、全ての動きが遅く映るのだ。

　お椀わんを二つくっつけた形状の天頂方向にある頂点に近づいたとき、カナタのことを殺さつ戮りくしようと八つの紅い眼が同時に彼の姿を捉とらえた。

　光線が放たれる前に閃光剣で三つの眼を潰し、放たれた五つの光線を首を捻ひねり足を広げつつ横転ロールを駆使し紙かみ一ひと重えで躱す。掠かすった防護服プロテクターの裾すそが焦こげるが、すぐさま閃光剣で残り五つの眼を瞼まぶたを閉じる前に潰すと同時に体液が飛び散る。

　この間、僅わずか二秒の出来事。

　……いや、俺が速はえーのか？

　自分だけがその静止に近い空間の中で素す早ばやく動ける。

　久しく遠とお退のいていた実戦と研ぎ澄まされたこの感覚。唯一耳にすることができるのは、風が耳を切るときどこか囁ささやくような音──風の囁きが聞こえる。

　その事実を認識すると同時に、カナタの肺が大きく咳せき込んだ。

　口元を拭った袖そでが真っ赤に染まる。アルケナル級の攻撃のせいではない。カナタの研ぎ澄まされた感覚とそれがもたらす動きに、肉体がついていけてないのだ。

　そろそろ勝負しねーといけねーようだな。

　身体強化魔術を施しているとはいえ、肉体がなによりも先に限界を迎むかえていた。

　強すぎるチカラは身を滅ほろぼす。体が身に過ぎるチカラの行使に耐たえきれない。

〈グラディウス〉から異様な発光現象。その漆黒の刀身が眩まばゆいばかりの輝きを放つ。

「もう俺の魔砲は防げねーよ」

　ぼそりと呟つぶやいたカナタは《キメラ・アンタレス》の天頂方向へと回り込む。

　日差しを遮さえぎるその巨軀の塊かたまりは、確信めいた動きをみせたカナタに脅おびえたかのように、残っている紅い眼の全てを動員して光線を放つ。カナタは右下方へと大きく回り込む。

　肌はだを掠める光線。頰ほおを薄うすく切った直後、ジュッと火傷やけどの跡あと。構わずカナタは急きゆう上じよう昇しようを仕し掛かけ《キメラ・アンタレス》の真上へ。

「わりーけど……」

　一瞬光線攻撃が途と絶だえた。カナタの背後には太陽。そしてその隙すきを見み逃のがさず、彼は上空から敵の頭を押さえる。

「──────俺には守らなくちゃならねーもんがあるんだよ」

　そんなカナタに向かって同時に見開かれる六〇を超こえる紅い眼。

　あれだけ潰したっていうのにまだこんなに残っていたのか。苦く笑しようしながらも、カナタは魔砲剣の剣先で《キメラ・アンタレス》を睥へい睨げいする。

『そいつに魔砲なんか効かないわよっ！　あんた疲ひ労ろうで頭が可お笑かしくなってるのよっ！』

　耳もとの通信結けつ晶しようからミソラの声が聞こえる。だが、カナタは気にせず魔砲剣の狙ねらいを敵の天頂へと定めた。そこが一番傷が付きやすく治ち癒ゆも遅い。

『あ、あんた早く逃げなさいっ！　狙われてるわよっ！』

《キメラ・アンタレス》が使用出来る限りの全ての紅い眼で同時に光線を放つ。今まで見たことのないような規模の攻撃がカナタへと向かって放たれる。

　だが、カナタは平然と言う。

「ん？　言ってなかったか？」

　そう口にしたあと、カナタは不敵な笑えみを漏もらし魔砲剣の引き金を絞しぼった。

「──俺が全力を出した時点で勝利は決まってるんだよっ！」




　魔砲剣戦技──収束ストライク魔砲ブラスター




　カナタが放った最初の一撃より、遥はるかに強大なエネルギーを持つ黒い奔ほん流りゆうが振ふり下ろされた。

《崩ほう力りよく》により放たれた一撃は《キメラ・アンタレス》の光線全てを弾はじき飛ばす。

　とっとと消えろよ。ここは空戦魔導士俺たちの空だ。



　意志を込こめて放たれた砲撃は、まだ治癒し切れていない硬皮を容易く貫つらぬいた。

　もとより一番硬皮の脆もろい箇か所しよを探さぐり、その過程で敵にダメージを与あたえ続けていたのだ。先程のように魔砲反射特性を持つ硬皮の状態も万ばん全ぜんではない。

　硬皮の奥へと破は壊かいの奔流が突つき進む。遮るものは何もなく、全てのチカラが体内の臓物を食い千切り破り捨て略りやく奪だつの限りを尽つくし、尽ことごとく消失させる。

　一瞬の沈ちん黙もく。そしてあろうことか大空を覆おおうような巨きよ軀くが一挙にばっと爆ばく発はつ。緑色の体液と臓物が一いつ斉せいに噴ふき出され、カナタの姿すら見えなくなる。

　その破は砕さいの衝しよう撃げき波はは大気を伝でん播ぱし、遠方で見守るミソラのもとへと届いた。それでもどうにか体勢を立て直した彼女は懸けん命めいにカナタの姿を捜さがす。

　見つけた。チカラを使い果たして自由落下中だ。

　身動き一つなく降下する体。体中が軋きしみ、肉が骨が、その体を構成するありとあらゆる物質が細さい胞ぼう単位で悲痛な叫さけび声を上げている。勝者であるはずのカナタが疲つかれ切った憔しよう悴すいし切った真っ青な貌をして墜つい落らくしている。それを慣れない〈ホウキ〉を操あやつりながらもミソラが必死で追いかけ、

「あんた、大だい丈じよう夫ぶっ？」

　そう尋たずねながらミソラが落下するカナタの手を摑つかんだ。

「わりーなミソラ……」

「何がよ？」

　カナタがぼそりと言う。

「お前、怪け我がとかしなかったか？」

　青ざめた表情でどちらの方が具合が悪いのかは、一目瞭りよう然ぜんだった。

「あんたの方が怪我してんでしょ、馬ば鹿かっ！」

　ミソラがそのまま強ごう引いんに〈ホウキ〉へとカナタを寄せると、すぐに臥ふした彼に詰つめ寄る。

「な、なんなのよこのチカラっ!?　どうしてこんな凄すごいチカラ隠かくしてるの……っ!?」

　戦果を褒ほめるのではなく、戸と惑まどい咎とがめるかのような声こわ音ね。

　これだけのチカラがあれば、《ミストガン》への被ひ害がいをもっと少なくすることだって出来た筈はずだ。

　しかし、その問いかけに答えはない。カナタは意識を失ってしまっていた。







　エピローグ







　訓練グラウンド。延期されたランキング戦当日。

　魔ま甲こう蟲ちゆうとの遭そう遇ぐう事件が解決してから一週間。《ミストガン》は普ふ段だんの平へい穏おんを取り戻もどしつつある。経済経エコノ営科ミツクと生産製インダスト造科リアルの学生が中心となって復興活動が着々と進められており、空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの負傷者も次々退院しつつある。

「どうしたんだよユーリ？」

　ギプスで固定された左腕うでを包帯で吊つり下げたカナタの隣となりに、ユーリがそっと立っていた。そして闘とう技ぎ場の結界内で繰くり広げられる空戦を見学しようとしているカナタの隣の席に座り込んだ。

「いえ、先せん輩ぱいの生徒がどういう子たちなのか見み極きわめておこうと思いまして……」

　普段は皮肉めいた口調のユーリであるにもかかわらず、この日はなぜかカナタが裏切る前の調子に戻っているような気がした。

　観戦席から対戦相手と対たい峙じするミソラたちを眺ながめながら、カナタがケロッと言う。

「お前なんかあったか？　なんだか普段より少し機き嫌げんがいい気がするけど」

「気のせいでしょう。……そういえば先輩、あの事件のとき都市避ひ難なん誘ゆう導どうを担当していたそうですが、どうしてそんな負傷したんです？」

「さーな。あの遭そう遇ぐう戦の最さ中なか、逃にげる途と中ちゆうで転んで怪我したんじゃねーの」

　しれっと口にするカナタのことを一いち瞥べつし、ユーリがどこか不機嫌そうにぼそっと言う。

「……そういうところはやっぱり嫌きらいです」

「なんのことだよ……？」

「あっ、ちょうどランキング戦が始まったみたいだね」

「カナタが教官を務める小隊なんですよね。一体どういう小隊に仕上がってるんです？」

　飲み物を買いに行っていたクロエとロイドが会話に入ってくる。カナタとユーリのぎすぎすが緩かん和わしたことに気づき、クロエは天使のような微笑ほほえみをにこにこ零こぼしていた。







　試合開始直後。魔甲蟲との実戦経験を経て自信をつけたミソラたちは、例の戦術通り素早く展開していた。

『よしっ！　あたしがノーマークっ！』

『うぅ、ミ、ミソラさんっ！　た、助けてくださいっ！』

『な、なんでレクティの動きがあんなに悪くなってるのよっ！』

『あ、あのぅ……対戦相手の視線もまだ苦手なんですけど、それにさっきから相手三人から一斉に注目されて、そのぅ……うぅっ！』

『リコっ！　なんであんたはレクティの援えん護ご射しや撃げきしないのよっ！』

『むっ、援護だったな。──ふん、これでも喰くらえっ』

『ちょ、ちょっとリコっ！　なんでこっちに魔ま力りよく弾だんが飛んでくるのよっ！』

『すまない。手が滑すべった。……次はちゃんと当ててやるぞ』

『ちょ！　ま、またっ！　だからなんであたしのことを狙うのよっ！　敵は向こう側じゃないのっ！』

『──敵はわたしの銃じゆう口こうの先にいるに決まっているだろう』

『あ、あんた、なんでそんな執しつ拗ようにあたしを狙ってくるのよっ！　まさかあたしに何か恨うらみあるんじゃないでしょうねっ！』

『……どこかの間ま抜ぬけが市街地破壊などしなければ、わたしはいまでは女神めがみに相応ふさわしい扱あつかいを受けていたはずなのだが』

『………………』

『なぜ敵の変キ異メ種ラを討とう伐ばつしたことと、その市街地破壊の罪を相そう殺さいし、しかもあまつさえ女神なこのわたしさえも始末書を書かなければならないのだ。折角皆みんなから尊敬される女神的な活かつ躍やくをしたのにミソラのせいでとんでもないとばっちりを受けたものだ』

『──そ、そのことは、わ、悪かったって言ってるでしょ！』

『しかもミソラが破壊したのは自宅も含ふくまれてて、キミの父親も戦災保険金の受領対象になっていたそうではないか。あのどさくさに紛まぎれて保険金詐さ欺ぎでも企たくらんでいたんじゃないのか』

『そ、そんなことするわけないじゃないのっ！　で、でも流石さすがに実家が破壊されて悲ひ嘆たんにくれるお父さんの前で「この家壊こわしたのはあたしです、ごめんね」なんて言えないけど……』

『世の全てがそれを許そうとも、女神なわたしがそれを許さん。堕おちろっ、ミソラ！』

『ミ、ミソラさんっ！　リコさんっ！　や、やめてくださいっ！』

『う、うるさいわよレクティ。敵を倒たおすより先に、リコをどうにかするほうが先よ』

『そうだレクティ、キミは黙だまっていろ。女神のなんたるかをミソラに叩たたき込んでやる』

『そ、そのぅ──ご、ごめんなさいっ！』







「……………………………………カナタ先輩、いったいこれのどこが強いんですかっ!?」

「うーん。ま、こういうこともあるんじゃねーかな」

　長らく言葉に詰まったユーリに、カナタがケロッとした調子で言う。

　ランキング戦であるにもかかわらず、味方同士で喧けん嘩か。一人余ったレクティは、高度な魔ま双そう剣けんスキルを所持しているのに一対三ゆえ防戦一方。

　この事実は控ひかえめにも褒められたものではない。

　正直──最悪だ。やはりＦランク小隊だ。

　普段ならクロエがフォローを入れるべきところだが、彼女は彼女でカナタのことを教官として推すい薦せんした責任というものを痛感している真っ最中であり、

「……ね、ねえカナタ。カナタの仕事はあの子たちをランキング戦で勝利させることだったよね？」

「うん、カナタらしいといえばらしいですね。やはり何をしでかすか行動が摑めない」

　引き攣つったかのような貌かおを浮うかべながらクロエと、何やら得心したかのようなロイド。

　だがカナタは例の如ごとくケロッとした調子で、

「ん？　そうだったか？」

　と口にしてしまう。

　そんないい加減で責任感の欠けつ如じよした先輩の姿を目もく撃げきしたユーリがとげのある声で、

「……やっぱり先輩は無責任なんですね」

「なんだよユーリ。お前さっきは普段より機嫌が良かったのに……、そんな冷たそうな目をして」

「どれほど実力のある生徒たちに育てたのか期待していたんですが、正直失望しました。先輩がそこまで入れ込むほどの小隊なら是ぜ非ひお手合わせを願いたかったんですが……失礼します」

　怒いかりを堪こらえつつユーリは足早に観戦席を後にしようするが、

「待てよ」

　立ち去ろうとするユーリの袖そでをカナタが素す早ばやく摑み、

「面おも白しろそうな申し出オフアーじゃんか。いいだろ、受けてやるよ」

　不敵な笑えみを浮かべ言い放った。不快感を露あらわにしながらもユーリはどこか名残なごり惜おしげにちらちらとカナタの貌を見ながら去っていく。返事は保留だった。

「あー、わりーんだけどロイド。頼たのめるか？」

「構いませんが、高く付きますよ。今度は何を奢おごってもらいましょうかね」

　そう言いながらも、ロイドは素早くユーリの付き添そいへと向かう。

「もーう、せっかく少しは二人の関係が前進したと思ったのに、なんでまた無責任なこと言っちゃうの？」

「でもさ、俺があいつらの教官を引き受けたのは、ランキング戦で勝利させることじゃなくて、生き残らせるための強さを身につけさせることだったじゃねーか。そりゃランキング戦を勝ち抜ぬくのも大切だけど、ランキング戦で勝利させること自体が目的じゃねーし」

「だから、ユーリの前であんな風に言っちゃったの……？」

「なんでそんなに怒おこってるんだよ……痛っ！　俺なんかわりーこと──痛っ！　わ、わかったから脛すね蹴けるなよ」

「も～う今日のユーリは普段と絶対違ちがってたのに……。絶対にカナタが悪いからお仕置き」

　試合はレクティが一人で三人を相手にしているのだが、そろそろ限界の様子。ミソラのシンボルマークが取られるのも時間の問題だろう。

「それで、教官やってみてどうだった？」

　呆あきれ切ったかのような貌を浮かべながらクロエが尋たずねる。

　カナタは不敵な笑みを漏もらしながら首を縦に振ふった。

「教え子さんたちけっこう強敵みたいだよ。これから強い小隊にしていけるの？」

「んっ、強敵だからこそ遣やり甲が斐いがあるんだろ」

　そう言ったカナタの貌付きがどこか変わっていることにクロエは気づく。この引き締しまったようで野性味あふれる貌付きはどこかで見たことがある気がする。

「あいつらの可能性はまだまだあるぜ。もしかしたらＳランクだって狙ねらえるくらいにな」

「そんな大きいこと言っちゃって大だい丈じよう夫ぶなの」

「Ｆランク小隊なんて呼ばれてるあいつらが、Ｓランク小隊になるんだったら、それってすげー面白いことだよな。弱いって言われる奴やつらが強い奴らを倒すことって、なんだかわくわくしねーか？」

　ランキング戦や戦せん闘とう中もこの男は逆境になればなるほど輝かがやいていた。

　クロエは知っている。自分よりも強い相手と戦うことを愉たのしめる種類の人間であることを。より強い相手に恐おそれずに戦い、そして決して諦あきらめず勝利への道を模も索さくすることが出来る人間であることを。

「いまはまだよちよち歩きのヒナ鳥だけど、将来あいつらは成長して必ず一人前の空戦魔導士になる。俺に出来ることはあいつらが墜おちないように目め一いつ杯ぱい指導すること。きっと誰だれもが驚おどろくような空士になるぜ。あいつらは」

　さてと、敗北したあいつらにどう声をかけるべきか。

　ミソラが何やらリコを罵ののしり、澄すましたリコが的確に反論し、おろおろとレクティがその光景を心配そうに見守る。

　ミソラの首元には小隊のシンボルマーク──救世のチカラの象しよう徴ちようである、ふた振りの槍やりを携たずさえた戦いくさ乙女おとめが彫ちよう刻こくされたペンダントがあるのだが、彼女たちがこの世界の救世主になるのは、どうやらそれはまだまだ先のことのようだ。

　彼女たちの喧嘩のお陰かげでランキング戦の進行が中断されている闘技場を眺めながら、カナタは口元を緩ゆるめていた。







　あとがき







　皆みなさまお初にお目にかかります。この度たび、第24後期ファンタジア大賞で金賞を受賞いたしました諸もろ星ぼし悠ゆうと申します。

　この度は拙せつ著ちよを手に取って頂きありがとうございます。

　まず簡単に著者の略歴を紹しよう介かいさせて頂きます。

　平成生まれです。生まれて初めてパソコンを買ってワードソフト使って文章書き始めたのは、上京して大学生になってからです。それまではインターネットとかの回線も繫つないでませんし、お金とかも無くてアルバイトもりもり沢たく山さんの学生ライフでした。教養人とかでは絶対ないですし、そこいら辺に掃はいて捨てるほどいる凡ぼん人じんの中の一人です。

　つまり結論──この作家が受賞できたのは運の要素が極きわめて大きい。

　運も実力のうちという言葉がありますが、諸星もまさにそれで運なくしては受賞することは出来なかったと思ってます。

　だからこそ折角摑つかみ取った作家人生、死ぬまで全うしたいと考えています。

　この作品で打ち切りになっても、一生この業界でご飯食べていきたいです。

　諦あきらめなければいつか必ず運みたいな要素が味方してくれますから……。







　次に作品について。この作品『空戦魔導士候補生の教官』は受賞時から内容に修正をさせていただいています。いわゆる『シリアスなバトルをしつつ、美少女育成もあるんだよ、ど、どうしようっ!?』系です。どこいら辺がどうしようかというと、作者的にこれからの展開どうしようっ!?

　ま、まあ、な、なんとかなるよね……っ!?

　一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばれば、どうになっちゃったりするよね……たぶんだけど。

　じつは現在、二巻のプロットとかドラマガに掲けい載さいする短編やらのお仕事に追われています。生まれて初めてあとがき書いたり、続刊書いたり、やることなすこと全部初めてで、とても忙いそがしいですけど、充じゆう実じつした日々を過ごしております。

　もし興味があれば、ドラゴンマガジン９月号（２０１３年７月20日売り）もご覧ください。そちらにコミカルましましの短編掲載済みです。

　加えて二巻に関しては今年中に皆みな様さまのお手元に届けることが出来ると思いますので、もしよろしければそちらもご覧ください。







　そして最後にお世話になった皆様への謝辞を。

　まず担当のＮ様。この作品を出せたのは、Ｎ様のご尽じん力りよくがあったからこそです。この場を借りてお礼申し上げます。夜中の十二時に出したメール直後に返信してくださったり、夜中の十二時に電話をかけたりする世間知らずのお馬ば鹿かに辛しん抱ぼう強づよく付き合ってくれてありがとうございました。お陰かげさまで無事に出版することができました。

　次に評価して下さった審しん査さ員の方々と編集長と出版関係者の皆様、そしてハートフルなイラストを描かいてくださった甘あま味みみきひろ氏へ。作者が礼れい儀ぎを弁わきまえず、ロクなお礼れいも告げず申し訳ないですと反省している次し第だいでございます。毎晩寝ねる前に都内へ向かって本当に感謝しています、という内容のお礼のテレパシーを送っているんですが届いてますでしょうか？

　もし届いていたらメールください。ほんとに友達いないんで、どこかへ遊びに連れて行ってください。ついでにお仕事ください。そろそろ生活苦です（汗あせ）

　そして最後に読者の皆様。

　この本を手に取って頂きありがとうございます。お買い上げになった皆様にせめてもの幸さちがあらんことを。

　これでもこの作者、ある意味運はいい方ですよ。容姿も性格もお金もてんでないのに、ちゃんと今日まで生きていられてますから。生きてるってことはそれ自体、幸運なことですよね。こうやって皆みんなとお会いする機会もあったりとかするし。

　それでは今年中に二巻でまた皆様とお会いできることを心待ちにしながら、この度はこれにて幕引きとさせていただきます。この度はお付き合い頂き、本当にありがとうございましたっ！
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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